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TVでお馴染みの「春風亭昇太」さんと最年少で真打昇進を果たした「柳家花緑」さんが松井田文化会館に

やってきます。ますます話芸に磨きがかかる、二人の落語を聴きにぜひ松井田文化会館にお越しください。

場　　所▶安中市松井田文化会館　大ホール
前 売 り▶全席指定　一般　2,500円
当 日 券▶全席指定　一般　3,000円
チケット▶5月11日（土）午前9時から
　　　　　松井田文化会館窓口で販売開始

※電話でのお申し込みは5月11日（土）午後1時から

※チケットのお求めは1人4枚まで（発売初日のみ）

※未就学児の入場はできません。

問合せ▶松井田文化会館（☎393－4400）  

特集
平成 31 年度
安中市の予算と事業

人のあたたかさと景色の良さに感動しました。
＂あんなか＂の魅力を多くの人に知ってもらいたいです。
（ランドル・トーマスさん（トムさん）ファミリー）

安中市に移住して、11年

9月1日（日）
開　場▶午後1時30分

開　演▶午後2時
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　国道18号と西毛広域幹線道路を結ぶアクセス道路
として整備します。南北中央幹線の整備に伴う県受託
事業を実施します。

本年度の予算が第１回定例市議会で
可決されました。一般会計の予算総
額は243億4,700万円です。ここで
は今年度取り組む事業を紹介します。

1　市民の命と財産を守るまちづくり
３．５．７扇城・下秋間線整備事業及び
南北中央幹線（西毛広域幹線道路）整備事
業（8億8,169万4,000円）

　本市の地理的・歴史的特性をいかした景観まちづく
りを進めるため、本市が景観法に基づく景観行政団体
となり、景観計画を策定・運用します。

景観計画策定事業（1,361万7,000円）

　鳥獣による農作物や生活環境への被害対策として、
捕獲・防除・追い払いといった事業に取り組みます。

有害鳥獣対策事業（2,606万8,000円）

　子どもからお年寄りまで多くの人が交流できる、都
市公園の機能を備えた多文化交流による子育て支援拠
点などを整備します。（工事請負費 他）

子育て支援拠点等整備事業（2億5,782万円）
　移住希望者が〝あんなか暮らし〟を体験（お試し移
住体験）することで交流人口の増加を目指します。地
方創生推進交付金を活用し、本市への移住・定住を促
進します。

移住定住促進事業（540万円）

　8月よりALT（英語指導助手）3人を増員し、計12人
を各小学校へ配置し、英語教育の充実を図ります。

英語教育指導事業（5,787万8,000円）

　市内における子ども食堂に対する支援を行います。
（子ども食堂連絡協議会への補助）

子ども食堂支援事業（7万円）

　養蚕農家の確保・育成や技術の継承、繭の販路開拓
や独自の製品の開発など、養蚕業の振興に取り組みま
す。

養蚕振興対策事業（1,272万9,000円）
　地域の活性化または地域の課題解決を目的として、
団体が新たに取り組む事業に対し補助金を交付するな
ど、市民活動を支援します。

市民活動支援事業（154万7,000円）

　旧国道18号Ｃ9から熊野神社までの中山道の整備を
行い、堂峰番所を含む碓氷関所跡の国指定史跡を目指
します。

歴史の道整備事業（2,026万6,000円）

　群馬デスティネーションキャンペーン（令和2年4月
から6月）に向けて、ＪＲ横川駅から熊ノ平間にバス
を運行します。各ＪＲ駅前の観光案内板を多言語標記
を加えながら、改修します。

群馬デスティネーションキャンペーン
おもてなし事業（957万4,000円）

　体験プログラム作成事業（あんとりっぷ冊子作成）、
廃線ウォーク、モニターツアーや物産商品開発事業な
どで本市を観光面から盛り上げます。

ＤＭＯ推進事業（1,386万4,000円）

　一般就労に直ちに就くことができない生活保護者ま
たは生活困窮者やひきこもる人たちに、就労に向けた
基礎能力を身につけるための支援を行います。

就労準備支援事業（400万円）
　手話に関心を持ち、学べる機会を増やします（聴覚
障害者協会に委託）。

意思疎通支援事業（144万3,000円）

　GPS機器を活用し、外出して戻れなくなった認知症
高齢者の早期発見につなげます。

認知症高齢者等見守り支援機器貸与事業
（83万1,000円）

　ＤＶ（配偶者や交際相手からの暴力）に関する相談や
ＤＶ被害者が自立するための継続的な支援などを行い
ます。

配偶者暴力相談支援センター運営事業
（211万5,000円）

　空き家に関する課題の解消と利活用に向けた施策を
実施します。

空き家対策推進事業（937万5,000円）

　商工業の活性化を図るため、小売業、宿泊業や飲食
サービス業、生活関連サービス業などの店舗等改装工
事費の一部を補助します。

店舗改装補助（300万円）

　本市の認定を受けた自主防災組織が実施する防災訓
練や防災に関する啓発活動などの事業費の一部を補助
します。

自主防災組織の事業費を一部補助（50万円）

4　何度でも訪れたくなる魅力を磨くまちづくり

2　若い世代の移住・定住を進めるまちづくり5　地域の資源をつなぎ、活力を創造するまちづくり

3　生涯にわたる健やかな暮らしを支え合うまちづくり

特集
平成３１年度
安中市の予算と事業

問：松 地域創造課（☎内線2631）

問：松 地域創造課（☎内線2621）

問：松 地域創造課（☎内線2631）

問：松 農林課（☎内線2611）

問：松 観光課（☎内線2622）

問：松 観光課（☎内線2622）

　本市の山林の丸太を利用し、市民参加による丸太ベ
ンチなどを作成します。丸太ベンチは、後日、中山道
沿いに設置します。

中山道おもてなし事業（40万円）

問：松 観光課（☎内線2622） 問：学習の森・文化財保護課（☎内線3420）

問：松 教育委員会学校教育課（☎内線2231）

問：本 子ども課（☎内線1164）

問：本 子ども課（☎内線1164）

問：本 市民生活課（☎内線1139）

問：本 福祉課（☎内線1154）

問：本 福祉課（☎内線1151）

問：本 市民生活課（☎内線1139）

問：本 介護高齢課（☎内線1181）

問：松 農林課（☎内線2619）

問：本 都市整備課（☎内線1215）

問：本 都市整備課（☎内線1212）

問：本 危機管理課（☎内線1131）

▲子育て支援拠点イメージ図

▲西毛広域幹線道路（安中市スポーツセンター前）▲おもてなしベンチを設置したふれあいスペース

▲古民家を利用した健康サロン

▲手話の初級講座
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市の予算を1か月の収支が30万円の家計に例えると･･･

大切なお金はどこに使われているの…

特別会計予算

合計 243億4,700万円 合計 243億4,700万円

99億5,824万7,000円 94億7,685万2,000円

歳　入 歳　出

収　入 支　出

市税

30億2,272万円 国庫支出金

25億5,000万円 地方交付税

10億5,800万円 地方消費税交付金

15億4,681万円 その他

2,000円

合計30万円

その他雑費
（投資および出資・貸付金など）9万5,000円貯金残高

（平成30年度末基金残高見込（一般会計））

3,000円貯金
（積立金）

3万3,000円家・車・電化製品などの修繕・買替
（普通建設事業費・維持補修費）

2万6,000円

合計30万円

貯金の取り崩し
（繰入金） 6万7,000円家族への仕送りなど

（繰出金・補助費など）

1万2,000円パート代金
（分担金・負担金・使用料など） 3万7,000円ローン返済

（公債費）

2万2,000円銀行からの借入
（市債） 3万9,000円光熱水費・通信費

（物件費）

11万7,000円諸手当
（国・県支出金・地方譲与税など） 4万9,000円食費

（人件費）

12万3,000円給料
（市税） 7万円医療費・保育費など

（扶助費）

民生費

22億3,417万9,000円衛生費

30億4,072万4,000円公債費

23億7,649万6,000円教育費

24億6,638万円総務費

26億3,152万6,000円土木費

8億9,074万5,000円消防費
5億7,089万2,000円農林水産業費

その他 6億5,920万6,000円

20億7,939万9,000円 繰入金

17億9,360万円 市債

23億3,822万4,000円 県支出金

65億9,046万9,000円
7億8,575万7,000円
68億2,968万7,000円

9億7,116万円
1億8,969万円

国民健康保険特別会計
後期高齢者医療特別会計
介護保険特別会計
下水道事業特別会計
健康増進施設恵みの湯事業特別会計

企業会計予算
23億4,141万5,000円
32億2,256万7,000円

5,330万9,000円

水道事業会計
病院事業会計
介護サービス事業会計

問合せ▶　財政課財務係（☎内線1053）本

平成31年度の一般会計予算は以下のようになっています。
民生費（子どもや高齢者など、福祉のための経費）の割合が高くなっています。

　
地
域
創
造
課

取
扱
金
融
機
関

　
地
域
創
造
課

取
扱
金
融
機
関

取
扱
金
融
機
関

　
地
域
創
造
課

　
地
域
創
造
課

取
扱
金
融
機
関

　
市
で
は
中
小
企
業
退
職
金
共
済
制
度
な
ど
に
つ
い
て
、
申
請
に
よ
り
新
規
加
入
促
進
補
助

金
の
交
付
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
経
営
安
定
関
連
保
証（
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
保
証
）の

認
定
申
請
に
つ
い
て
、
受
付
を
行
っ
て
い
ま
す
。松松松松

安
中
市
の
融
資
制
度
案
内
（
平
成
31
年
度
）

安
中
市
の
融
資
制
度
案
内
（
平
成
31
年
度
）

地
域
創
造
課
商
工
労
働
係
（
☎
内
線
２
６
２
１
）

松

制
度
名

融
資
対
象
者

資
金
使
途

融
資
限
度
額

（
上
限
額
）

融
資
期
間

申
込
期
間

備

　考

取
扱
金
融

機
関
申
込
先

問
合
せ
先

利
率

（
年
利
）

小
口
資
金

（
一
般
小
口
）

市
内
で
同
一
事
業
を
１
年
以
上

営
ん
で
い
る
中
小
企
業
者
お
よ

び
中
小
企
業
等
協
同
組
合

※

市
税
お
よ
び
県
税
の
完
納

※

保
証
協
会
の
保
証
付

※

審
査
会
の
審
査
あ
り

運
転
資
金（
利
子
補
給
は
な
し
）

設
備
資
金（
３
年
間
利
子
補
給

あ
り
）

※

設
備
の
事
前
購
入
や
事
前
着

工
、
ま
た
土
地
の
購
入
は
対
象

外

運
転
資
金
６
年
以
内

設
備
資
金
８
年
以
内

※

運
転
と
設
備
を
併
用
し
た
場

合
６
年
以
内

（
う
ち
据
置
６
ヶ
月
以
内
が
可

能
）

年
間
随
時

※

毎
月
の
申

込
締
切
日
に

注
意

市
内
の
銀
行
、

信
用
金
庫
、

信
用
組
合
の

各
本
支
店

※

保
証
料
は
自
己
負
担（
県
と
市
が

補
助
す
る
た
め
保
証
料
は
軽
減
さ

れ
る
）

※

要
件
に
基
づ
く
既
存
資
金
の
借

換
制
度
あ
り（
平
成
31
年
度
末
ま

で
）

１
・
８
％

１
，
２
５
０
万
円
以
内

特
別
小
口

資
金

市
内
で
同
一
事
業
を
１
年
以
上

営
ん
で
い
る
小
規
模
企
業
者

〔
常
時
使
用
す
る
従
業
員
が
20

人
以
下（
商
業
・
サ
ー
ビ
ス
業

に
あ
っ
て
は
５
人
以
下
）〕

※

保
証
人
は
不
要

※

市
税
お
よ
び
県
税
の
完
納

※

保
証
協
会
の
保
証
付

※

審
査
会
の
審
査
あ
り

運
転
資
金（
利
子
補
給
は
な
し
）

設
備
資
金（
３
年
間
利
子
補
給

あ
り
）

※

設
備
の
事
前
購
入
や
事
前
着

工
、
ま
た
土
地
の
購
入
は
対
象

外

運
転
資
金
６
年
以
内 

設
備
資
金
８
年
以
内

※

運
転
と
設
備
を
併
用
し
た
場

合
６
年
以
内  

（
う
ち
据
置
６
ヶ
月
以
内
が
可

能
）

年
間
随
時

※

毎
月
の
申

込
締
切
日
に

注
意

市
内
の
銀
行
、

信
用
金
庫
、

信
用
組
合
の

各
本
支
店

特
別
小
口
資
金
に
つ
い
て
は
他
の

保
証
付
の
融
資
と
併
用
す
る
こ
と

が
で
き
な
い

※

保
証
料
は
自
己
負
担（
県
と
市
が

補
助
す
る
た
め
保
証
料
は
軽
減
さ

れ
る
）

※

要
件
に
基
づ
く
既
存
資
金
の
借

換
制
度
あ
り（
平
成
31
年
度
末
ま

で
）

１
・
８
％

１
，
２
５
０
万
円
以
内

中
小
企
業

短
期
資
金

（
季
節
資
金
）

市
内
の
中
小
企
業
者

運
転
資
金

※

ボ
ー
ナ
ス
資
金
な
ど
で
、
季

節
的
に
短
期
運
転
資
金
が
必
要

な
と
き

夏
期
　
５
ヶ
月
以
内

冬
期
　
３
ヶ
月
以
内

夏
期
６
月
１

日
か
ら

冬
期
10
月
１

日
か
ら

市
内
の
銀
行
、

信
用
金
庫
、

信
用
組
合
の

各
本
支
店

※

保
証
付
の
場
合
の
保
証
料
は
自

己
負
担

１
・
８
％

３
０
０
万
円
以
内

勤
労
者
住
宅

建
設
資
金

市
内
に
１
年
以
上
居
住
、
ま
た

は
市
内
の
同
一
事
業
所
に
１
年

以
上
勤
務
す
る
勤
労
者

※

市
税
に
滞
納
が
な
い
者

市
内
の
専
用
住
宅
に
つ
い
て

①
敷
地
を
取
得
す
る
場
合（
１
年

以
内
に
新
築
す
る
こ
と
）

②
新
築
・
増
築
・
改
築
す
る
場
合

③
住
宅
を
取
得
す
る
場
合

※

面
積
の
制
限
あ
り

※

保
証
人
必
要

20
年
以
内

年
間
随
時

市
内
の
銀
行
、

信
用
金
庫
、

信
用
組
合
、

労
働
金
庫
、

農
業
協
同
組
合

の
各
本
支
店

※

新
築

土
地 

３
３
０
㎡
以
下（
１
年
以
内

に
新
築
）

家
屋
　
１
３
２
㎡
以
下

※

増
改
築

土
地
　
１
６
５
㎡
以
下

家
屋
　
33
㎡
以
上
99
㎡
以
下

２
・
７
％

５
０
０
万
円
以
内

勤
労
者
生
活

資
金

市
内
に
住
所
を
有
し
、
か
つ
１

年
以
上
継
続
し
て
居
住
し
て
い

る
勤
労
者
で
、
同
一
事
業
所
に

１
年
以
上
継
続
し
て
勤
務
し
て

い
る
者

※

市
税
に
滞
納
が
な
い
者

※

信
用
保
証
付

１
医
療
費

２
冠
婚
葬
祭
費

３
教
育
費

４
交
通
事
故
処
理
費

５
災
害
復
旧
費

６
耐
久
消
費
財
購
入
な
ど

７
育
児
休
業
に
伴
う
生
活
費

８
そ
の
他
生
活
関
連
費
用
で
市

長
が
必
要
と
認
め
る
者

※

資
金
の
借
換
は
不
可

５
年
以
内

（
た
だ
し
、
資
金
使
途
が
育
児

休
業
に
伴
う
生
活
費
の
場
合

は
、
う
ち
据
置
１
年
以
内
が
可

能
）

年
間
随
時

中
央
労
働
金
庫

安
中
支
店

※

保
証
料
は
自
己
負
担

※

融
資
枠
一
杯
に
な
り
次
第
締
め

切
り
ま
す

２
・
４
％

１
世
帯
当
た
り

２
０
０
万
円
以
内（
た
だ

し
、
当
該
融
資
の
完
済
後

は
、
再
融
資
を
受
け
ら
れ

る
）

＝本庁舎 ＝松井田庁舎 ＝谷津庁舎 ＝碓氷川クリーンセンター ＝スポーツセンター本 松 谷 ク ス
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市の予算を1か月の収支が30万円の家計に例えると･･･

大切なお金はどこに使われているの…

特別会計予算

合計 243億4,700万円 合計 243億4,700万円

99億5,824万7,000円 94億7,685万2,000円

歳　入 歳　出

収　入 支　出

市税

30億2,272万円 国庫支出金

25億5,000万円 地方交付税

10億5,800万円 地方消費税交付金

15億4,681万円 その他

2,000円

合計30万円

その他雑費
（投資および出資・貸付金など）9万5,000円貯金残高

（平成30年度末基金残高見込（一般会計））

3,000円貯金
（積立金）

3万3,000円家・車・電化製品などの修繕・買替
（普通建設事業費・維持補修費）

2万6,000円

合計30万円

貯金の取り崩し
（繰入金） 6万7,000円家族への仕送りなど

（繰出金・補助費など）

1万2,000円パート代金
（分担金・負担金・使用料など） 3万7,000円ローン返済

（公債費）

2万2,000円銀行からの借入
（市債） 3万9,000円光熱水費・通信費

（物件費）

11万7,000円諸手当
（国・県支出金・地方譲与税など） 4万9,000円食費

（人件費）

12万3,000円給料
（市税） 7万円医療費・保育費など

（扶助費）

民生費

22億3,417万9,000円衛生費

30億4,072万4,000円公債費

23億7,649万6,000円教育費

24億6,638万円総務費

26億3,152万6,000円土木費

8億9,074万5,000円消防費
5億7,089万2,000円農林水産業費

その他 6億5,920万6,000円

20億7,939万9,000円 繰入金

17億9,360万円 市債

23億3,822万4,000円 県支出金

65億9,046万9,000円
7億8,575万7,000円
68億2,968万7,000円

9億7,116万円
1億8,969万円

国民健康保険特別会計
後期高齢者医療特別会計
介護保険特別会計
下水道事業特別会計
健康増進施設恵みの湯事業特別会計

企業会計予算
23億4,141万5,000円
32億2,256万7,000円

5,330万9,000円

水道事業会計
病院事業会計
介護サービス事業会計

問合せ▶　財政課財務係（☎内線1053）本

平成31年度の一般会計予算は以下のようになっています。
民生費（子どもや高齢者など、福祉のための経費）の割合が高くなっています。

　
地
域
創
造
課

取
扱
金
融
機
関

　
地
域
創
造
課

取
扱
金
融
機
関

取
扱
金
融
機
関

　
地
域
創
造
課

　
地
域
創
造
課

取
扱
金
融
機
関

　
市
で
は
中
小
企
業
退
職
金
共
済
制
度
な
ど
に
つ
い
て
、
申
請
に
よ
り
新
規
加
入
促
進
補
助

金
の
交
付
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
経
営
安
定
関
連
保
証（
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
保
証
）の

認
定
申
請
に
つ
い
て
、
受
付
を
行
っ
て
い
ま
す
。松松松松

安
中
市
の
融
資
制
度
案
内
（
平
成
31
年
度
）

安
中
市
の
融
資
制
度
案
内
（
平
成
31
年
度
）

地
域
創
造
課
商
工
労
働
係
（
☎
内
線
２
６
２
１
）

松

制
度
名

融
資
対
象
者

資
金
使
途

融
資
限
度
額

（
上
限
額
）

融
資
期
間

申
込
期
間

備

　考

取
扱
金
融

機
関
申
込
先

問
合
せ
先

利
率

（
年
利
）

小
口
資
金

（
一
般
小
口
）

市
内
で
同
一
事
業
を
１
年
以
上

営
ん
で
い
る
中
小
企
業
者
お
よ

び
中
小
企
業
等
協
同
組
合

※

市
税
お
よ
び
県
税
の
完
納

※

保
証
協
会
の
保
証
付

※

審
査
会
の
審
査
あ
り

運
転
資
金（
利
子
補
給
は
な
し
）

設
備
資
金（
３
年
間
利
子
補
給

あ
り
）

※

設
備
の
事
前
購
入
や
事
前
着

工
、
ま
た
土
地
の
購
入
は
対
象

外

運
転
資
金
６
年
以
内

設
備
資
金
８
年
以
内

※

運
転
と
設
備
を
併
用
し
た
場

合
６
年
以
内

（
う
ち
据
置
６
ヶ
月
以
内
が
可

能
）

年
間
随
時

※

毎
月
の
申

込
締
切
日
に

注
意

市
内
の
銀
行
、

信
用
金
庫
、

信
用
組
合
の

各
本
支
店

※

保
証
料
は
自
己
負
担（
県
と
市
が

補
助
す
る
た
め
保
証
料
は
軽
減
さ

れ
る
）

※

要
件
に
基
づ
く
既
存
資
金
の
借

換
制
度
あ
り（
平
成
31
年
度
末
ま

で
）

１
・
８
％

１
，
２
５
０
万
円
以
内

特
別
小
口

資
金

市
内
で
同
一
事
業
を
１
年
以
上

営
ん
で
い
る
小
規
模
企
業
者

〔
常
時
使
用
す
る
従
業
員
が
20

人
以
下（
商
業
・
サ
ー
ビ
ス
業

に
あ
っ
て
は
５
人
以
下
）〕

※

保
証
人
は
不
要

※

市
税
お
よ
び
県
税
の
完
納

※

保
証
協
会
の
保
証
付

※

審
査
会
の
審
査
あ
り

運
転
資
金（
利
子
補
給
は
な
し
）

設
備
資
金（
３
年
間
利
子
補
給

あ
り
）

※

設
備
の
事
前
購
入
や
事
前
着

工
、
ま
た
土
地
の
購
入
は
対
象

外

運
転
資
金
６
年
以
内 

設
備
資
金
８
年
以
内

※

運
転
と
設
備
を
併
用
し
た
場

合
６
年
以
内  

（
う
ち
据
置
６
ヶ
月
以
内
が
可

能
）

年
間
随
時

※

毎
月
の
申

込
締
切
日
に

注
意

市
内
の
銀
行
、

信
用
金
庫
、

信
用
組
合
の

各
本
支
店

特
別
小
口
資
金
に
つ
い
て
は
他
の

保
証
付
の
融
資
と
併
用
す
る
こ
と

が
で
き
な
い

※

保
証
料
は
自
己
負
担（
県
と
市
が

補
助
す
る
た
め
保
証
料
は
軽
減
さ

れ
る
）

※

要
件
に
基
づ
く
既
存
資
金
の
借

換
制
度
あ
り（
平
成
31
年
度
末
ま

で
）

１
・
８
％

１
，
２
５
０
万
円
以
内

中
小
企
業

短
期
資
金

（
季
節
資
金
）

市
内
の
中
小
企
業
者

運
転
資
金

※

ボ
ー
ナ
ス
資
金
な
ど
で
、
季

節
的
に
短
期
運
転
資
金
が
必
要

な
と
き

夏
期
　
５
ヶ
月
以
内

冬
期
　
３
ヶ
月
以
内

夏
期
６
月
１

日
か
ら

冬
期
10
月
１

日
か
ら

市
内
の
銀
行
、

信
用
金
庫
、

信
用
組
合
の

各
本
支
店

※

保
証
付
の
場
合
の
保
証
料
は
自

己
負
担

１
・
８
％

３
０
０
万
円
以
内

勤
労
者
住
宅

建
設
資
金

市
内
に
１
年
以
上
居
住
、
ま
た

は
市
内
の
同
一
事
業
所
に
１
年

以
上
勤
務
す
る
勤
労
者

※

市
税
に
滞
納
が
な
い
者

市
内
の
専
用
住
宅
に
つ
い
て

①
敷
地
を
取
得
す
る
場
合（
１
年

以
内
に
新
築
す
る
こ
と
）

②
新
築
・
増
築
・
改
築
す
る
場
合

③
住
宅
を
取
得
す
る
場
合

※

面
積
の
制
限
あ
り

※

保
証
人
必
要

20
年
以
内

年
間
随
時

市
内
の
銀
行
、

信
用
金
庫
、

信
用
組
合
、

労
働
金
庫
、

農
業
協
同
組
合

の
各
本
支
店

※

新
築

土
地 

３
３
０
㎡
以
下（
１
年
以
内

に
新
築
）

家
屋
　
１
３
２
㎡
以
下

※

増
改
築

土
地
　
１
６
５
㎡
以
下

家
屋
　
33
㎡
以
上
99
㎡
以
下

２
・
７
％

５
０
０
万
円
以
内

勤
労
者
生
活

資
金

市
内
に
住
所
を
有
し
、
か
つ
１

年
以
上
継
続
し
て
居
住
し
て
い

る
勤
労
者
で
、
同
一
事
業
所
に

１
年
以
上
継
続
し
て
勤
務
し
て

い
る
者

※

市
税
に
滞
納
が
な
い
者

※

信
用
保
証
付

１
医
療
費

２
冠
婚
葬
祭
費

３
教
育
費

４
交
通
事
故
処
理
費

５
災
害
復
旧
費

６
耐
久
消
費
財
購
入
な
ど

７
育
児
休
業
に
伴
う
生
活
費

８
そ
の
他
生
活
関
連
費
用
で
市

長
が
必
要
と
認
め
る
者

※

資
金
の
借
換
は
不
可

５
年
以
内

（
た
だ
し
、
資
金
使
途
が
育
児

休
業
に
伴
う
生
活
費
の
場
合

は
、
う
ち
据
置
１
年
以
内
が
可

能
）

年
間
随
時

中
央
労
働
金
庫

安
中
支
店

※

保
証
料
は
自
己
負
担

※

融
資
枠
一
杯
に
な
り
次
第
締
め

切
り
ま
す

２
・
４
％

１
世
帯
当
た
り

２
０
０
万
円
以
内（
た
だ

し
、
当
該
融
資
の
完
済
後

は
、
再
融
資
を
受
け
ら
れ

る
）
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40
歳
以
上
の
国
民
健
康
保
険（
安
中
市
）加

入
者
と
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
加
入
者
お
よ

び
生
活
保
護
受
給
者
に
健
康
診
査
受
診
票
・

受
診
券
と
「
健
診
の
日
程
と
受
診
方
法
」
の

チ
ラ
シ
、
尿
容
器
を
同
封
し
た
封
筒
を
、
５

月
下
旬
に
郵
送
し
ま
す
。

　
特
定
健
診
の
結
果
か
ら
、
生
活
習
慣
病
の

発
症
リ
ス
ク
の
高
い
人
に
対
し
て
、
生
活
習

慣
を
見
直
す
支
援（
特
定
保
健
指
導
）を
し
ま

す
。

○
受
診
期
間

　
健
診
は
、
医
療
機
関
で
受
け
る
「
個
別
健

診
」
ま
た
は
、
お
住
ま
い
の
地
区
に
よ
り
決

め
ら
れ
た
日
時
・
会
場
で
受
け
る
「
集
団
健

診
」
が
あ
り
ま
す
。
い
ず
れ
か
一
方
で
受
診

し
て
く
だ
さ
い
。

　
個
別
健
診
＝
６
月
１
日
か
ら
11
月
30
日
ま

で
の
間
に
9
ペ
ー
ジ
の
医
療
機
関
で
受
診
し

て
く
だ
さ
い
。

※
休
診
日
は
、
各
医
療
機
関
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

※
医
療
機
関
に
よ
っ
て
は
予
約
が
必
要
な
場

合
も
あ
り
ま
す
。

　
集
団
健
診
＝
８
ペ
ー
ジ
に
日
程
表
が
あ
り

ま
す
。
該
当
地
区
で
の
健
診
日
に
都
合
が
つ

か
な
い
場
合
は
、
そ
の
他
の
日
程
で
ご
来
場

く
だ
さ
い
。

○
受
付
時
間
　
午
前
中
の
み（
集
団
健
診
は

午
前
８
時
30
分
か
ら
11
時
と
な
り
ま
す
。

番
号
札
は
午
前
８
時
か
ら
配
布
し
ま
す
。）

○
自
己
負
担
金

　
無
料（
約
７
，
０
０
０
円
以
上
か
か
る
健

診
を
年
１
回
無
料
で
受
診
で
き
ま
す
）

○
受
診
時
に
必
要
な
も
の

　
①
受
診
す
る
人
の
保
険
証
、
②
健
康
診
査

受
診
票
・
受
診
券
、
③
採
尿
し
た
尿
容
器

（
集
団
健
診
の
み
）

○
検
査
内
容

○
結
果
通
知
　
医
療
機
関
ま
た
は
市
か
ら
郵

送
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

○
注
意
事
項

①
朝
食
を
食
べ
ず
に
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

（
薬
を
服
用
し
て
い
る
人
は
事
前
に
か
か

り
つ
け
医
と
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

「
受
診
票
・
受
診
券
」
裏
面
、
質
問
票
の

既
往
歴
に
服
用
し
て
い
る
旨
を
チ
ェ
ッ
ク

し
て
く
だ
さ
い
）

②
個
別
健
診
と
集
団
健
診
の
ど
ち
ら
か
一
方

の
受
診
と
な
り
ま
す
。

※

重
複
し
て
受
診
し
た
場
合
は
後
か
ら
受
け

た
健
診
費
用
が
全
額
自
己
負
担
に
な
り
ま

す
。

③
市
外
に
転
出
し
た
人
、
国
民
健
康
保
険
資

格
を
喪
失
し
た
人
、
お
よ
び
国
民
健
康
保

険
と
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
で
助
成
す
る

人
間
ド
ッ
ク
を
受
け
る
人
は
受
診
で
き
ま

せ
ん
。

※

重
複
し
て
受
診
し
た
場
合
は
全
額
自
己
負

担
に
な
り
ま
す
の
で
、
十
分
注
意
し
て
く

だ
さ
い
。

◆
そ
の
他

①
４
月
１
日
以
降
に
国
民
健
康
保
険（
安
中

市
）・
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
加
入
し

た
人
で
、
受
診
を
希
望
す
る
場
合
は
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

②
事
業
所
な
ど
に
お
勤
め
の
人
で
、
事
業
所

な
ど
が
行
う
健
診
を
受
け
た
場
合
は
、
こ

の
健
診
を
受
け
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

お
手
数
で
す
が
、
健
診
結
果
を
□本 

国
保
年

金
課
ま
た
は
□松 

住
民
福
祉
課
へ
お
知
ら
せ

く
だ
さ
い
。

③
国
民
健
康
保
険（
安
中
市
）・
後
期
高
齢
者

医
療
制
度
以
外
の
健
康
保
険
加
入
者
は
、

加
入
し
て
い
る
健
康
保
険
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

　
「
各
種
検
診
受
診
シ
ー
ル
」（
オ
レ
ン
ジ

色
の
封
筒
）を
５
月
下
旬
に
、
対
象
者
全
員

に
郵
送
し
ま
す
の
で
、
「
検
診
受
診
時
」
と

「
大
腸
容
器
配
布
時
」
に
は
「
受
診
シ
ー

ル
」
を
必
ず
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

　
今
年
度
も
昨
年
度
と
同
様
に
、
検
診
の
利

便
性
を
向
上
す
る
た
め
、
集
団
検
診
の

①
「
特
定
健
診
・
後
期
高
齢
者
健
診
」

②
「
胸
部（
肺
が
ん
）検
診
・
前
立
腺
が
ん
検

診
・
胃
が
ん
リ
ス
ク
検
診
・
肝
炎
ウ
イ
ル

ス
検
診
」

③
「
胃
が
ん
バ
リ
ウ
ム
検
診
・
大
腸
が
ん
検

診
」

が
同
日
実
施
と
な
り
ま
す
。
各
検
診
会
場
に

つ
い
て
は
８
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
詳
細
に
つ
い
て
は
、
受
診
シ
ー
ル
に
同
封

の
案
内
、
も
し
く
は
、
5
月
中
に
毎
戸
配
布

　
６
月
か
ら
各
種
検
診（
健
診
）が
順
次
始
ま
り
ま
す
。
ご
自
身
、
ご
家
族
の
た
め
に
検
診（
健

診
）を
受
け
ま
し
ょ
う
。

　
病
気
は
自
覚
症
状
が
な
い
ま
ま
進
行
す
る
こ
と
が
多
く
、
検
査
結
果
の
変
化
を
見
る
こ
と

で
、
予
防
、
早
期
発
見
・
早
期
治
療
に
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
昨
年
、
検
診（
健
診
）を
受
け
ら
れ
な
か
っ
た
人
も
、
今
年
は
必
ず
受
け
て
、
健
康
づ
く
り

の
ス
タ
ー
ト
を
一
緒
に
切
り
ま
し
ょ
う
。

す
る
「
検
診
の
し
お
り
」（
A
4
サ
イ
ズ
・

冊
子
）を
ご
確
認
い
た
だ
き
、
希
望
の
検
診

に
つ
い
て
、
集
団
検
診（
各
公
民
館
等
で
の

検
診
）も
し
く
は
個
別
検
診（
市
内
指
定
医
療

機
関
で
の
検
診
）の
ど
ち
ら
か
を
選
ん
で
受

診
し
て
く
だ
さ
い
。
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健
康
づ
く
り
課
予
防
係
（
☎
内
線
１
１
７
２
）

特
定
健
診
・
後
期
高
齢
者
健
診

各
種
検
診（
健
診
）

本

国
保
年
金
課
国
保
係
（
☎
内
線
１
１
１
３
）

本

※市の人間ドックを受ける人は、検査項目に胸部・胃がん・大腸がん・肝炎ウイルス検査が含まれていますので、これらの
検診を受ける必要はありません。

平成31年度　各種検診の種類と対象者 （年齢は令和2年3月31日時点での年齢です）

検診 対象者 自己負担金
胸部（肺がん）検診
（集団検診のみ実施）
胸部（肺がん）検診
喀痰検査（集団検診のみ実施）
胸部（結核）検診
（個別検診のみ実施）
胃がんバリウム検診
（集団検診のみ実施）

胃がんリスク検診

大腸がん検診
前立腺がん検診

乳がん検診

子宮頸がん検診
骨粗しょう症検診
（個別検診のみ実施）

肝炎ウイルス検診

40歳以上

40歳以上（レントゲンの問診で
必要と判断された人）

40歳以上

40歳以上

40・45・50・55・60・65・
70歳で今までに市の胃がんリス
ク検診を受けたことがない人
40歳以上
50歳以上の男性
40歳以上の女性で平成30年度に
市の乳がん検診を受けていない
人（市の検診は2年に1回）
20歳以上の女性
40・45・50・55・60・65・
70歳の女性
40歳以上で今までに市の肝炎ウ
イルス検診を受けたことがない

【平成３０年度より特定保健指導が変わりました】【平成３０年度より特定保健指導が変わりました】
　平成30年度より、集団健診会場や個別健診実施医療機関で受診し、特定保健指
導の対象と見込まれた人に対して、特定健診受診当日に、特定保健指導の初回面接
を実施しています。
※健診時初回面接ができなかった人には、従来どおり後日利用券を郵送します。

健診同時タイプ

特定健診 初回面接 電話 評価レター

健診結果通知後 3ヶ月後

無理なくできる目標を考えます 目標の確認をします 手紙の返信で終了です目標を実践

６７

各
種
検
診（
健
診
）の
ご
案
内

年
に
１
度
の
「
け
ん
し
ん
」
で
健
康
チ
ェ
ッ
ク
！

基
本
的
な
健
診
項
目（
必
須
項
目
）

身
長
・
体
重
・
腹
囲
・

Ｂ
Ｍ
Ｉ

身
体
計
測

収
縮
期
血
圧
・
拡
張
期

血
圧

血
圧

空
腹
時
血
糖
・

ヘ
モ
グ
ロ
ビ
ン
Ａ
１
ｃ

血
糖
検
査

中
性
脂
肪
・
Ｈ
Ｄ
Ｌ
―
コ

レ
ス
テ
ロ
ー
ル
・
Ｌ
Ｄ
Ｌ

―
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル

血
中
脂
質

検
査

Ａ
Ｓ
Ｔ（
Ｇ
Ｏ
Ｔ
）・

Ａ
Ｌ
Ｔ（
Ｇ
Ｐ
Ｔ
）・

γ－

Ｇ
Ｔ（
γ
―
Ｇ
Ｔ
Ｐ
）

肝
機
能

検
査

尿
検
査

糖
・
蛋
白

た
ん
ぱ
く

診
察

詳
細
な
健
診
項
目（
医
師
が
必
要
と
し
た
人
の
み
）

ク
レ
ア
チ
ニ
ン
・
ｅ
Ｇ

Ｆ
Ｒ

腎
機
能

検
査

赤
血
球
数
・
血
色
素
量
・

へ
マ
ト
ク
リ
ッ
ト

貧
血
検
査

心
電
図
検
査

眼
底
検
査

かくたんかくたん

510円（65歳以上無料）

710円（70歳以上無料）
※喀痰検査のみの受診はできません

1,020円（65歳以上無料）

510円（70歳以上無料）

510円（70歳のみ無料）

510円（70歳以上無料）
510円（70歳以上無料）

1,530円（70歳以上無料）

510円（70歳以上無料）

510円（70歳のみ無料）

無料



　
40
歳
以
上
の
国
民
健
康
保
険（
安
中
市
）加

入
者
と
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
加
入
者
お
よ

び
生
活
保
護
受
給
者
に
健
康
診
査
受
診
票
・

受
診
券
と
「
健
診
の
日
程
と
受
診
方
法
」
の

チ
ラ
シ
、
尿
容
器
を
同
封
し
た
封
筒
を
、
５

月
下
旬
に
郵
送
し
ま
す
。

　
特
定
健
診
の
結
果
か
ら
、
生
活
習
慣
病
の

発
症
リ
ス
ク
の
高
い
人
に
対
し
て
、
生
活
習

慣
を
見
直
す
支
援（
特
定
保
健
指
導
）を
し
ま

す
。

○
受
診
期
間

　
健
診
は
、
医
療
機
関
で
受
け
る
「
個
別
健

診
」
ま
た
は
、
お
住
ま
い
の
地
区
に
よ
り
決

め
ら
れ
た
日
時
・
会
場
で
受
け
る
「
集
団
健

診
」
が
あ
り
ま
す
。
い
ず
れ
か
一
方
で
受
診

し
て
く
だ
さ
い
。

　
個
別
健
診
＝
６
月
１
日
か
ら
11
月
30
日
ま

で
の
間
に
9
ペ
ー
ジ
の
医
療
機
関
で
受
診
し

て
く
だ
さ
い
。

※
休
診
日
は
、
各
医
療
機
関
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

※
医
療
機
関
に
よ
っ
て
は
予
約
が
必
要
な
場

合
も
あ
り
ま
す
。

　
集
団
健
診
＝
８
ペ
ー
ジ
に
日
程
表
が
あ
り

ま
す
。
該
当
地
区
で
の
健
診
日
に
都
合
が
つ

か
な
い
場
合
は
、
そ
の
他
の
日
程
で
ご
来
場

く
だ
さ
い
。

○
受
付
時
間
　
午
前
中
の
み（
集
団
健
診
は

午
前
８
時
30
分
か
ら
11
時
と
な
り
ま
す
。

番
号
札
は
午
前
８
時
か
ら
配
布
し
ま
す
。）

○
自
己
負
担
金

　
無
料（
約
７
，
０
０
０
円
以
上
か
か
る
健

診
を
年
１
回
無
料
で
受
診
で
き
ま
す
）

○
受
診
時
に
必
要
な
も
の

　
①
受
診
す
る
人
の
保
険
証
、
②
健
康
診
査

受
診
票
・
受
診
券
、
③
採
尿
し
た
尿
容
器

（
集
団
健
診
の
み
）

○
検
査
内
容

○
結
果
通
知
　
医
療
機
関
ま
た
は
市
か
ら
郵

送
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

○
注
意
事
項

①
朝
食
を
食
べ
ず
に
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

（
薬
を
服
用
し
て
い
る
人
は
事
前
に
か
か

り
つ
け
医
と
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

「
受
診
票
・
受
診
券
」
裏
面
、
質
問
票
の

既
往
歴
に
服
用
し
て
い
る
旨
を
チ
ェ
ッ
ク

し
て
く
だ
さ
い
）

②
個
別
健
診
と
集
団
健
診
の
ど
ち
ら
か
一
方

の
受
診
と
な
り
ま
す
。

※

重
複
し
て
受
診
し
た
場
合
は
後
か
ら
受
け

た
健
診
費
用
が
全
額
自
己
負
担
に
な
り
ま

す
。

③
市
外
に
転
出
し
た
人
、
国
民
健
康
保
険
資

格
を
喪
失
し
た
人
、
お
よ
び
国
民
健
康
保

険
と
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
で
助
成
す
る

人
間
ド
ッ
ク
を
受
け
る
人
は
受
診
で
き
ま

せ
ん
。

※

重
複
し
て
受
診
し
た
場
合
は
全
額
自
己
負

担
に
な
り
ま
す
の
で
、
十
分
注
意
し
て
く

だ
さ
い
。

◆
そ
の
他

①
４
月
１
日
以
降
に
国
民
健
康
保
険（
安
中

市
）・
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
加
入
し

た
人
で
、
受
診
を
希
望
す
る
場
合
は
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

②
事
業
所
な
ど
に
お
勤
め
の
人
で
、
事
業
所

な
ど
が
行
う
健
診
を
受
け
た
場
合
は
、
こ

の
健
診
を
受
け
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

お
手
数
で
す
が
、
健
診
結
果
を
□本 

国
保
年

金
課
ま
た
は
□松 

住
民
福
祉
課
へ
お
知
ら
せ

く
だ
さ
い
。

③
国
民
健
康
保
険（
安
中
市
）・
後
期
高
齢
者

医
療
制
度
以
外
の
健
康
保
険
加
入
者
は
、

加
入
し
て
い
る
健
康
保
険
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

　
「
各
種
検
診
受
診
シ
ー
ル
」（
オ
レ
ン
ジ

色
の
封
筒
）を
５
月
下
旬
に
、
対
象
者
全
員

に
郵
送
し
ま
す
の
で
、
「
検
診
受
診
時
」
と

「
大
腸
容
器
配
布
時
」
に
は
「
受
診
シ
ー

ル
」
を
必
ず
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

　
今
年
度
も
昨
年
度
と
同
様
に
、
検
診
の
利

便
性
を
向
上
す
る
た
め
、
集
団
検
診
の

①
「
特
定
健
診
・
後
期
高
齢
者
健
診
」

②
「
胸
部（
肺
が
ん
）検
診
・
前
立
腺
が
ん
検

診
・
胃
が
ん
リ
ス
ク
検
診
・
肝
炎
ウ
イ
ル

ス
検
診
」

③
「
胃
が
ん
バ
リ
ウ
ム
検
診
・
大
腸
が
ん
検

診
」

が
同
日
実
施
と
な
り
ま
す
。
各
検
診
会
場
に

つ
い
て
は
８
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
詳
細
に
つ
い
て
は
、
受
診
シ
ー
ル
に
同
封

の
案
内
、
も
し
く
は
、
5
月
中
に
毎
戸
配
布

　
６
月
か
ら
各
種
検
診（
健
診
）が
順
次
始
ま
り
ま
す
。
ご
自
身
、
ご
家
族
の
た
め
に
検
診（
健

診
）を
受
け
ま
し
ょ
う
。

　
病
気
は
自
覚
症
状
が
な
い
ま
ま
進
行
す
る
こ
と
が
多
く
、
検
査
結
果
の
変
化
を
見
る
こ
と

で
、
予
防
、
早
期
発
見
・
早
期
治
療
に
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
昨
年
、
検
診（
健
診
）を
受
け
ら
れ
な
か
っ
た
人
も
、
今
年
は
必
ず
受
け
て
、
健
康
づ
く
り

の
ス
タ
ー
ト
を
一
緒
に
切
り
ま
し
ょ
う
。

す
る
「
検
診
の
し
お
り
」（
A
4
サ
イ
ズ
・

冊
子
）を
ご
確
認
い
た
だ
き
、
希
望
の
検
診

に
つ
い
て
、
集
団
検
診（
各
公
民
館
等
で
の

検
診
）も
し
く
は
個
別
検
診（
市
内
指
定
医
療

機
関
で
の
検
診
）の
ど
ち
ら
か
を
選
ん
で
受

診
し
て
く
だ
さ
い
。

2019年5月1日号＝本庁舎 ＝松井田庁舎 ＝谷津庁舎 ＝碓氷川クリーンセンター ＝スポーツセンター本 松 谷 ク ス安中市役所　☎382－1111

健
康
づ
く
り
課
予
防
係
（
☎
内
線
１
１
７
２
）

特
定
健
診
・
後
期
高
齢
者
健
診

各
種
検
診（
健
診
）

本

国
保
年
金
課
国
保
係
（
☎
内
線
１
１
１
３
）

本

※市の人間ドックを受ける人は、検査項目に胸部・胃がん・大腸がん・肝炎ウイルス検査が含まれていますので、これらの
検診を受ける必要はありません。

平成31年度　各種検診の種類と対象者 （年齢は令和2年3月31日時点での年齢です）

検診 対象者 自己負担金
胸部（肺がん）検診
（集団検診のみ実施）
胸部（肺がん）検診
喀痰検査（集団検診のみ実施）
胸部（結核）検診
（個別検診のみ実施）
胃がんバリウム検診
（集団検診のみ実施）

胃がんリスク検診

大腸がん検診
前立腺がん検診

乳がん検診

子宮頸がん検診
骨粗しょう症検診
（個別検診のみ実施）

肝炎ウイルス検診

40歳以上

40歳以上（レントゲンの問診で
必要と判断された人）

40歳以上

40歳以上

40・45・50・55・60・65・
70歳で今までに市の胃がんリス
ク検診を受けたことがない人
40歳以上
50歳以上の男性
40歳以上の女性で平成30年度に
市の乳がん検診を受けていない
人（市の検診は2年に1回）
20歳以上の女性
40・45・50・55・60・65・
70歳の女性
40歳以上で今までに市の肝炎ウ
イルス検診を受けたことがない

【平成３０年度より特定保健指導が変わりました】【平成３０年度より特定保健指導が変わりました】
　平成30年度より、集団健診会場や個別健診実施医療機関で受診し、特定保健指
導の対象と見込まれた人に対して、特定健診受診当日に、特定保健指導の初回面接
を実施しています。
※健診時初回面接ができなかった人には、従来どおり後日利用券を郵送します。

健診同時タイプ

特定健診 初回面接 電話 評価レター

健診結果通知後 3ヶ月後

無理なくできる目標を考えます 目標の確認をします 手紙の返信で終了です目標を実践

６７

各
種
検
診（
健
診
）の
ご
案
内

年
に
１
度
の
「
け
ん
し
ん
」
で
健
康
チ
ェ
ッ
ク
！

基
本
的
な
健
診
項
目（
必
須
項
目
）

身
長
・
体
重
・
腹
囲
・

Ｂ
Ｍ
Ｉ

身
体
計
測

収
縮
期
血
圧
・
拡
張
期

血
圧

血
圧

空
腹
時
血
糖
・

ヘ
モ
グ
ロ
ビ
ン
Ａ
１
ｃ

血
糖
検
査

中
性
脂
肪
・
Ｈ
Ｄ
Ｌ
―
コ

レ
ス
テ
ロ
ー
ル
・
Ｌ
Ｄ
Ｌ

―
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル

血
中
脂
質

検
査

Ａ
Ｓ
Ｔ（
Ｇ
Ｏ
Ｔ
）・

Ａ
Ｌ
Ｔ（
Ｇ
Ｐ
Ｔ
）・

γ－

Ｇ
Ｔ（
γ
―
Ｇ
Ｔ
Ｐ
）

肝
機
能

検
査

尿
検
査

糖
・
蛋
白

た
ん
ぱ
く

診
察

詳
細
な
健
診
項
目（
医
師
が
必
要
と
し
た
人
の
み
）

ク
レ
ア
チ
ニ
ン
・
ｅ
Ｇ

Ｆ
Ｒ

腎
機
能

検
査

赤
血
球
数
・
血
色
素
量
・

へ
マ
ト
ク
リ
ッ
ト

貧
血
検
査

心
電
図
検
査

眼
底
検
査

かくたんかくたん

510円（65歳以上無料）

710円（70歳以上無料）
※喀痰検査のみの受診はできません

1,020円（65歳以上無料）

510円（70歳以上無料）

510円（70歳のみ無料）

510円（70歳以上無料）
510円（70歳以上無料）

1,530円（70歳以上無料）

510円（70歳以上無料）

510円（70歳のみ無料）

無料



休日検診（健診）休日検診（健診）

○
受
付
時
間
　

午
前
８
時
30
分
〜
11
時（
番
号
札
は
午
前
８

時
か
ら
配
布
）

○
持
参
す
る
も
の

○
特
定
健
診
・
後
期
高
齢
者
健
診
：
受
診
す

る
人
の
保
険
証
、
受
診
票
・
受
診
券
、
採

尿
し
た
尿
容
器

○
そ
の
他
の
検
診
：
５
月
中
に
毎
戸
配
布
す

る
「
検
診
の
し
お
り
」
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

※
特
定
健
診
・
後
期
高
齢
者
健
診
を
受
け
る

人
は
朝
食
を
食
べ
ず
に
受
診
し
て
く
だ
さ

い
。
食
後
に
受
診
す
る
と
血
糖
値
や
中
性

脂
肪
値
が
上
が
る
な
ど
正
確
な
メ
タ
ボ
判

定
が
で
き
ま
せ
ん
。
薬
を
服
用
し
て
い
る

人
は
事
前
に
か
か
り
つ
け
医
と
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

※
①
「
特
定
健
診
・
後
期
高
齢
者
健
診
」
、

②
「
胸
部（
肺
が
ん
）検
診
、
前
立
腺
が
ん

検
診
、
胃
が
ん
リ
ス
ク
検
診
、
肝
炎
ウ
イ

ル
ス
検
診
」
、
③
「
胃
が
ん
バ
リ
ウ
ム
検

診
、
大
腸
が
ん
検
診
」
を
同
時
に
実
施
し

ま
す
。

2019年5月1日号＝本庁舎 ＝松井田庁舎 ＝谷津庁舎 ＝碓氷川クリーンセンター ＝スポーツセンター本 松 谷 ク ス安中市役所　☎382－1111

健
康
づ
く
り
課
予
防
係
（
☎
内
線
１
１
７
２
）

集
団
検
診（
健
診
）

　
　
　会
場
・
日
程
表

平
成
31
年
度
各
種
検
診（
健
診
）個
別
検
診
実
施
医
療
機
関

本

８９

会　　場

安中市保健センター

9月1日（日）
9月8日（日）
10月6日（日）

松井田保健センター
実施日※該当地区での検診日にご都合がつかない場合は、

　その他のご都合のよろしい日程でご来場ください。
※平日にご都合がつかない場合は、休日検診をご利
　用ください。

【注意事項】
・あやこまごころ診療所、永山医院での乳がん検診は、視触診のみです。 その後「マンモグラフィ可」とある医
　療機関でマンモグラフィを受診する必要がありますのでご注意ください。
・骨粗しょう症検診については、実施医療機関によってレントゲン撮影の部位が異なります。（手・腕・腰）
・備考に「要予約」と記載のある医療機関は、あらかじめ電話でご予約をお願いします。
・約1ヵ月後に、受診した医療機関から結果が返されます。結果の返し方や結果の出る時期につきましては、各医
　療機関によって異なるため、医療機関へ直接お問い合わせください。

安中会場安中会場 松井田会場松井田会場

安
中

原
市

磯
部

地区 会場 実施日 該当地区

8月23日（金）

8月26日（月）

9月4日（水）

10月1日（火）

10月4日（金）

9月25日（水）

9月26日（木）

9月27日（金）

8月8日（木）

8月9日（金）

9月12日（木）

9月13日（金）

9月17日（火）

9月18日（水）

9月30日（月）

10月7日（月）

8月29日（木）

8月30日（金）

8月5日（月）

8月6日（火）

1区・2区

2－2区・4区・11区

3区・6区・9区

5区・7区・12区

8区・10区

1区・6区・9区

2区・3甲区・8区

3乙区・4区・5区・7区

1区・4区・5区

2区・3区

1区・2区・3区

4区・5区・6区

1区・2区・3区

4区・5区・6区・7区

1区・2区・3区・4区

5区

1区・2区・3区

4区・5区・みのりが丘区

1区・3区・4区

2区・5区

原　市
公民館

磯　部
公民館

東
横
野

岩
野
谷

板
鼻

秋
間

後
閑

いきいき
長寿センター

（老人福祉
センター）

東横野
公民館

岩野谷
公民館

秋　間
公民館

後　閑
公民館

臼井
小学校

入牧
生きがい
センター

碓氷峠
くつろぎの郷

（屋内交流広場）

西横野
定住
センター

細野
ふるさと
センター

九十九地区
生涯学習センター

（九十九創作館）

医
療
機
関
名

特
定
・

後
期
健
康

診
査

胸
部

（
結
核
）

検
診

大
腸
が
ん

検
診

前
立
腺

が
ん
検
診

胃
が
ん

リ
ス
ク

検
診

乳
が
ん

検
診

子
宮
頸

が
ん
検
診

骨
粗
し
ょ

う
症
検
診

風
し
ん

抗
体
検
査

肝
炎

ウ
イ
ル
ス

検
診

備
考

ア
ミ
ヤ
医
院

あ
や
こ
ま
ご
こ
ろ
診
療
所

有
坂
内
科
医
院

い
の
う
え
整
形
外
科

内
科
ク
リ
ニ
ッ
ク

い
わ
い
中
央
ク
リ
ニ
ッ
ク

大
貫
ク
リ
ニ
ッ
ク

お
に
か
た
医
院

く
ろ
さ
わ
医
院

公
立
碓
氷
病
院

櫻
井
内
科
医
院

さ
る
や
内
科
医
院

正
田
病
院

城
田
医
院

須
藤
病
院

田
口
医
院

武
井
内
科
循
環
器
科

永
山
医
院

半
田
内
科
医
院

藤
巻
医
院

堀
口
医
院

本
多
病
院

松
井
田
病
院

み
や
ぐ
ち
医
院

も
て
き
内
科
医
院

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○

（
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
可
）

○

（
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
可
）

○

（
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
可
）

○○

（
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
可
）

○

○
手

○
手

○
腕

○
手

○
手

○
手

○
腰

○
手

○
手

○
腕

○
腰
・
腕

○
手

○
手

○
腕

○
手

○
手

○
腰

○
腕

○
腰

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○

（
予
約
不
要
）

○

（
予
約
不
要
）

○○○○○

（
予
約
不
要
）

○

（
予
約
不
要
）

○

（
予
約
不
要
）

○○○○○○○○○

（
予
約
不
要
）

要
予
約

要
予
約

要
予
約

要
予
約

要
予
約

要
予
約

要
予
約

要
予
約

要
予
約

要
予
約

要
予
約

要
予
約

要
予
約

要
予
約

要
予
約

松
井
田

　松井田
保健
センター

横
川

西
横
野

九
十
九

細
野

地区 会場 実施日 該当地区

上本町・本町・新堀中宿・

源ヶ原・新田琵琶ノ窪・

紺屋町

新町・森崎・上町・仲町・

下町・北横町・南横町

五料西・五料中・五料東

入牧1区・2区

横川西・横川東・坂本1区・

坂本2区・原

烏留北・烏留南・八城東・

八城西・別所・行田

法正寺・塚原・大王寺・

上人見・高野谷戸・二軒在家

下増田・高梨子・

国衙百石・小日向

上増田東・上増田西・

土塩西・土塩東・新井

8月19日（月）

9月5日（木）

8月20日（火）

9月10日（火）

10月3日（木）

8月21日（水）

8月22日（木）

8月27日（火）

8月28日（水）

本

安中市保健センター本

松

松　安中市
保健
センター

本



休日検診（健診）休日検診（健診）

○
受
付
時
間
　

午
前
８
時
30
分
〜
11
時（
番
号
札
は
午
前
８

時
か
ら
配
布
）

○
持
参
す
る
も
の

○
特
定
健
診
・
後
期
高
齢
者
健
診
：
受
診
す

る
人
の
保
険
証
、
受
診
票
・
受
診
券
、
採

尿
し
た
尿
容
器

○
そ
の
他
の
検
診
：
５
月
中
に
毎
戸
配
布
す

る
「
検
診
の
し
お
り
」
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

※
特
定
健
診
・
後
期
高
齢
者
健
診
を
受
け
る

人
は
朝
食
を
食
べ
ず
に
受
診
し
て
く
だ
さ

い
。
食
後
に
受
診
す
る
と
血
糖
値
や
中
性

脂
肪
値
が
上
が
る
な
ど
正
確
な
メ
タ
ボ
判

定
が
で
き
ま
せ
ん
。
薬
を
服
用
し
て
い
る

人
は
事
前
に
か
か
り
つ
け
医
と
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

※
①
「
特
定
健
診
・
後
期
高
齢
者
健
診
」
、

②
「
胸
部（
肺
が
ん
）検
診
、
前
立
腺
が
ん

検
診
、
胃
が
ん
リ
ス
ク
検
診
、
肝
炎
ウ
イ

ル
ス
検
診
」
、
③
「
胃
が
ん
バ
リ
ウ
ム
検

診
、
大
腸
が
ん
検
診
」
を
同
時
に
実
施
し

ま
す
。
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健
康
づ
く
り
課
予
防
係
（
☎
内
線
１
１
７
２
）

集
団
検
診（
健
診
）

　
　
　会
場
・
日
程
表

平
成
31
年
度
各
種
検
診（
健
診
）個
別
検
診
実
施
医
療
機
関

本

８９

会　　場

安中市保健センター

9月1日（日）
9月8日（日）
10月6日（日）

松井田保健センター
実施日※該当地区での検診日にご都合がつかない場合は、

　その他のご都合のよろしい日程でご来場ください。
※平日にご都合がつかない場合は、休日検診をご利
　用ください。

【注意事項】
・あやこまごころ診療所、永山医院での乳がん検診は、視触診のみです。 その後「マンモグラフィ可」とある医
　療機関でマンモグラフィを受診する必要がありますのでご注意ください。
・骨粗しょう症検診については、実施医療機関によってレントゲン撮影の部位が異なります。（手・腕・腰）
・備考に「要予約」と記載のある医療機関は、あらかじめ電話でご予約をお願いします。
・約1ヵ月後に、受診した医療機関から結果が返されます。結果の返し方や結果の出る時期につきましては、各医
　療機関によって異なるため、医療機関へ直接お問い合わせください。

安中会場安中会場 松井田会場松井田会場

安
中

原
市

磯
部

地区 会場 実施日 該当地区

8月23日（金）

8月26日（月）

9月4日（水）

10月1日（火）

10月4日（金）

9月25日（水）

9月26日（木）

9月27日（金）

8月8日（木）

8月9日（金）

9月12日（木）

9月13日（金）

9月17日（火）

9月18日（水）

9月30日（月）

10月7日（月）

8月29日（木）

8月30日（金）

8月5日（月）

8月6日（火）

1区・2区

2－2区・4区・11区

3区・6区・9区

5区・7区・12区

8区・10区

1区・6区・9区

2区・3甲区・8区

3乙区・4区・5区・7区

1区・4区・5区

2区・3区

1区・2区・3区

4区・5区・6区

1区・2区・3区

4区・5区・6区・7区

1区・2区・3区・4区

5区

1区・2区・3区

4区・5区・みのりが丘区

1区・3区・4区

2区・5区

原　市
公民館

磯　部
公民館

東
横
野

岩
野
谷

板
鼻

秋
間

後
閑

いきいき
長寿センター

（老人福祉
センター）

東横野
公民館

岩野谷
公民館

秋　間
公民館

後　閑
公民館

臼井
小学校

入牧
生きがい
センター

碓氷峠
くつろぎの郷

（屋内交流広場）

西横野
定住
センター

細野
ふるさと
センター

九十九地区
生涯学習センター

（九十九創作館）

医
療
機
関
名

特
定
・

後
期
健
康

診
査

胸
部

（
結
核
）

検
診

大
腸
が
ん

検
診

前
立
腺

が
ん
検
診

胃
が
ん

リ
ス
ク

検
診

乳
が
ん

検
診

子
宮
頸

が
ん
検
診

骨
粗
し
ょ

う
症
検
診

風
し
ん

抗
体
検
査

肝
炎

ウ
イ
ル
ス

検
診

備
考

ア
ミ
ヤ
医
院

あ
や
こ
ま
ご
こ
ろ
診
療
所

有
坂
内
科
医
院

い
の
う
え
整
形
外
科

内
科
ク
リ
ニ
ッ
ク

い
わ
い
中
央
ク
リ
ニ
ッ
ク

大
貫
ク
リ
ニ
ッ
ク

お
に
か
た
医
院

く
ろ
さ
わ
医
院

公
立
碓
氷
病
院

櫻
井
内
科
医
院

さ
る
や
内
科
医
院

正
田
病
院

城
田
医
院

須
藤
病
院

田
口
医
院

武
井
内
科
循
環
器
科

永
山
医
院

半
田
内
科
医
院

藤
巻
医
院

堀
口
医
院

本
多
病
院

松
井
田
病
院

み
や
ぐ
ち
医
院

も
て
き
内
科
医
院

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○

（
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
可
）

○

（
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
可
）

○

（
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
可
）

○○

（
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
可
）

○

○
手

○
手

○
腕

○
手

○
手

○
手

○
腰

○
手

○
手

○
腕

○
腰
・
腕

○
手

○
手

○
腕

○
手

○
手

○
腰

○
腕

○
腰

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○

（
予
約
不
要
）

○

（
予
約
不
要
）

○○○○○

（
予
約
不
要
）

○

（
予
約
不
要
）

○

（
予
約
不
要
）

○○○○○○○○○

（
予
約
不
要
）

要
予
約

要
予
約

要
予
約

要
予
約

要
予
約

要
予
約

要
予
約

要
予
約

要
予
約

要
予
約

要
予
約

要
予
約

要
予
約

要
予
約

要
予
約

松
井
田

　松井田
保健
センター

横
川

西
横
野

九
十
九

細
野

地区 会場 実施日 該当地区

上本町・本町・新堀中宿・

源ヶ原・新田琵琶ノ窪・

紺屋町

新町・森崎・上町・仲町・

下町・北横町・南横町

五料西・五料中・五料東

入牧1区・2区

横川西・横川東・坂本1区・

坂本2区・原

烏留北・烏留南・八城東・

八城西・別所・行田

法正寺・塚原・大王寺・

上人見・高野谷戸・二軒在家

下増田・高梨子・

国衙百石・小日向

上増田東・上増田西・

土塩西・土塩東・新井

8月19日（月）

9月5日（木）

8月20日（火）

9月10日（火）

10月3日（木）

8月21日（水）

8月22日（木）

8月27日（火）

8月28日（水）

本

安中市保健センター本

松

松　安中市
保健
センター

本



　介
護
保
険
は
、
40
歳
以
上
の

す
べ
て
の
人
が
納
め
る
介
護
保

険
料
と
公
費（
税
金
）を
財
源
と

し
て
、
寝
た
き
り
や
認
知
症
な

ど
の
高
齢
者
に
必
要
な
サ
ー
ビ

ス
を
提
供
す
る
こ
と
で
、
本
人

の
生
活
と
家
族
の
介
護
を
支
援

し
、
社
会
全
体
で
老
後
の
安
心

を
支
え
る
仕
組
み
で
す
。
市
内

に
居
住
す
る
40
歳
以
上
の
人
は

す
べ
て
、
市
が
運
営
す
る
介
護

保
険
の
被
保
険
者
と
な
り
ま

す
。
被
保
険
者
は
年
齢
に
よ
っ

て
、
第
1
号
被
保
険
者（
65
歳

以
上
の
人
）と
第
2
号
被
保
険

者（
40
歳
か
ら
64
歳
ま
で
の
人
）

に
分
け
ら
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
保
険

料
の
決
め
方
や
納
め
方
が
異
な

り
ま
す
。

　皆
さ
ん
が
負
担
し
て
い
る
保

険
料
は
、
介
護
保
険
事
業
を
円

滑
に
運
営
す
る
た
め
の
大
切
な

財
源
で
す
の
で
、
ご
理
解
と
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　特
別
徴
収（
年
金
か
ら
の
天
引
き
）と
普
通

徴
収（
納
付
書
・
口
座
振
替
）の
2
つ
の
方
法

に
分
か
れ
ま
す
。
特
別
徴
収
の
人
は
8
月
上

旬
頃
ま
で
に
、
普
通
徴
収
の
人
は
7
月
中
旬

頃
ま
で
に
、
決
定
通
知
書
に
よ
り
年
間
の
確

定
保
険
料
額
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
ま
た
、

特
別
徴
収
と
普
通
徴
収
を
併
用
す
る
場
合
が

あ
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

○
特
別
徴
収
と
な
る
場
合

・
老
齢（
退
職
）、
遺
族
、
障
害
年
金
の
受
給

額
が
年
間
18
万
円
以
上
の
人
は
、
日
本
年

金
機
構
な
ど
の
年
金
支
払
者
が
、
年
金
の

定
期
支
払（
偶
数
月
）の
際
に
保
険
料
を
差

し
引
き
ま
す
。

※
た
だ
し
、
年
金
の
受
給
額
が
年
間
18
万
円

以
上
で
も
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る

人
は
普
通
徴
収
と
な
り
ま
す
。

・
年
度
途
中
で
、
65
歳
に
な
っ
た
場
合
や
他

の
市
区
町
村
か
ら
転
入
し
た
場
合

・
年
度
途
中
で
、
年
金
の
受
給
が
始
ま
っ
た

場
合

・
年
度
途
中
で
、
所
得
更
正
な
ど
に
よ
り
保

険
料
の
減
額
決
定
を
受
け
た
場
合（
年
金

か
ら
の
天
引
が
中
止
さ
れ
ま
す
）

・
年
度
途
中
で
、
所
得
更
正
な
ど
に
よ
り
保

険
料
の
増
額
決
定
を
受
け
た
場
合（
増
額

分
が
普
通
徴
収
と
な
り
ま
す
）

・
年
金
の
一
時
差
し
止
め
や
支
給
停
止
に

な
っ
た
場
合

・
年
金
担
保
貸
付
金
の
返
済
が
開
始
さ
れ
た

場
合

○
普
通
徴
収
と
な
る
場
合

・
上
記
の
理
由
に
よ
り
、
特
別
徴
収
の
対
象

と
な
ら
な
い
人
は
、
市
か
ら
送
付
さ
れ
る

納
付
書
に
よ
り
、
市
役
所
ま
た
は
指
定
金

融
機
関
で
納
め
ま
す
。

・
口
座
振
替
を
希
望
す
る
場
合
は
、
納
付
通

知
書
、
預
金
通
帳
、
届
出
印
を
ご
持
参
の

う
え
、
直
接
金
融
機
関
の
窓
口
に
お
申
込

み
く
だ
さ
い
。
振
替
開
始
の
時
期
は
、
お

申
込
み
さ
れ
た
月
の
翌
月
納
期
分
か
ら
と

な
り
ま
す
。

　災
害
な
ど
の
特
別
な
事
情
に
よ
り
保
険
料

の
納
付
が
困
難
な
と
き
は
、
保
険
料
の
徴
収

猶
予
や
減
免
を
受
け
ら
れ
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
特
に
生
活
が
困
窮
し
、
保
険
料

の
全
額
を
負
担
す
る
こ
と
が
困
難
な
と
き

は
、
保
険
料
の
減
額
を
受
け
ら
れ
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。
な
お
、
減
免
な
ど
を
受
け
る
た

め
に
は
申
請
が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、
お

早
め
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　特
別
な
事
情
も
な
く
保
険
料
の
滞
納
が
続

い
た
場
合
、
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す

る
と
き
に
、
未
納
の
期
間
に
応
じ
て
、
次
の

措
置
が
講
じ
ら
れ
ま
す
。

・
1
年
以
上
滞
納
す
る
と
、
介
護
保
険
サ
ー

ビ
ス
に
係
る
費
用
の
全
額
を
い
っ
た
ん
自

己
負
担
し
、
申
請
に
よ
り
あ
と
で
保
険
給

付
分
が
支
払
わ
れ
る
形
と
な
り
ま
す
。

・
1
年
6
ヶ
月
以
上
滞
納
す
る
と
、
保
険
給

付
分
の
一
部
ま
た
は
全
部
が
一
時
差
し
止

め
ら
れ
、
そ
の
中
か
ら
滞
納
保
険
料
相
当

額
が
差
し
引
か
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

・
2
年
以
上
滞
納
す
る
と
、
介
護
保
険
サ
ー

ビ
ス
に
係
る
費
用
の
自
己
負
担
割
合
が
引

き
上
げ
ら
れ
、
高
額
介
護（
介
護
予
防
）

サ
ー
ビ
ス
費
な
ど
の
支
給
も
受
け
ら
れ
な

く
な
り
ま
す
。

　加
入
し
て
い
る
医
療
保
険
ご
と
の
算
定
方

法
に
よ
り
決
め
ら
れ
、
医
療
保
険
料
と
合
わ

せ
て
納
め
ま
す
。

　65
歳
に
な
っ
た
月（
誕
生
日
の
前
日
の
属

す
る
月
）の
分
か
ら
、
医
療
保
険
料
と
は
別

に
、
直
接
市
へ
納
付
す
る
方
法
に
変
わ
り
ま

す
。
誕
生
日
の
属
す
る
月
の
翌
月
以
降
に
関

係
書
類
が
送
付
さ
れ
ま
す
の
で
、
予
め
ご
承

知
お
き
く
だ
さ
い
。
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介
護
保
険
係
（
☎
内
線
１
１
８
７
）

介
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介
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※課税年金収入額とは、住民税の課税対象となる年金（国民年金、厚生年金など）の収入額で、非
課税となる年金（障害年金、遺族年金など）は含まれません。
※所得金額とは、前年（平成30年）中の収入から必要経費（給与の場合には給与所得控除額、年金
の場合には公的年金等控除額）を控除した金額で、所得控除（扶養控除や社会保険料控除など）
をする前の金額です。

【低所得者の保険料軽減について】【低所得者の保険料軽減について】

【65歳以上の人の介護保険料】（平成30年度から令和2年度まで）

低所得者の負担を軽減するため、公費（税金）を投入した保険料軽減の仕組みが設けられています。
第1段階の保険料：35,400円（軽減前）→31,900円（軽減後）
なお、10月以降、第1段階から第3段階の保険料について、消費税の増税分を財源とした負担軽減措置が
実施される予定です。軽減内容の詳細は、例規の改正などが整い次第、お知らせします。

安中市では、介護保険について便利帳を発行し
ています。利用の手引きになっています。ま
た、市ホームページにも掲載してありますの
で、詳しくはそちらをご覧ください。

対象となる人 保険料（年額）

・生活保護受給者の人
・本人が老齢福祉年金受給者で、世帯全員が住民税非課税の人
・世帯全員が住民税非課税で、本人の課税年金収入額と合計所
得金額の合計が80万円以下の人

基準額×0.45
31,900円

・世帯全員が住民税非課税で、本人の課税年金収入額と合計所
得金額の合計が80万円超120万円以下の人

基準額×0.70
49,500円

・世帯全員が住民税非課税で、本人の課税年金収入額と合計所
得金額の合計が120万円超の人

基準額×0.75
53,100円

・本人は住民税非課税だが、同じ世帯の中に住民税課税者がお
り、本人の課税年金収入額と合計所得金額の合計が80万円以
下の人

基準額×0.90
63,700円

・本人は住民税非課税だが、同じ世帯の中に住民税課税者がお
り、本人の課税年金収入額と合計所得金額の合計が80万円超
の人

基準額
70,800円

・本人が住民税課税で、合計所得金額が120万円未満の人 基準額×1.15
81,400円

・本人が住民税課税で、合計所得金額が120万円以上200万円
未満の人

基準額×1.30
92,000円

・本人が住民税課税で、合計所得金額が200万円以上300万円
未満の人

基準額×1.50
106,200円

・本人が住民税課税で、合計所得金額が300万円以上400万円
未満の人

基準額×1.70
120,300円

・本人が住民税課税で、合計所得金額が400万円以上700万円
未満の人

基準額×1.80
127,400円

・本人が住民税課税で、合計所得金額が700万円以上の人 基準額×1.90
134,500円

所得段階

第1段階

第2段階

第3段階

第4段階

第5段階

第6段階

第7段階

第8段階

第9段階

第10段階

第11段階

■
介
護
保
険
料
の
納
付

■
介
護
保
険
料
の
減
免

■
40
歳
か
ら
64
歳
ま
で
の
人

　（第
2
号
被
保
険
者
）の

　
　
　
　
　
　
　
　介
護
保
険
料

■
介
護
保
険
料
を
滞
納
し
た
場
合



　介
護
保
険
は
、
40
歳
以
上
の

す
べ
て
の
人
が
納
め
る
介
護
保

険
料
と
公
費（
税
金
）を
財
源
と

し
て
、
寝
た
き
り
や
認
知
症
な

ど
の
高
齢
者
に
必
要
な
サ
ー
ビ

ス
を
提
供
す
る
こ
と
で
、
本
人

の
生
活
と
家
族
の
介
護
を
支
援

し
、
社
会
全
体
で
老
後
の
安
心

を
支
え
る
仕
組
み
で
す
。
市
内

に
居
住
す
る
40
歳
以
上
の
人
は

す
べ
て
、
市
が
運
営
す
る
介
護

保
険
の
被
保
険
者
と
な
り
ま

す
。
被
保
険
者
は
年
齢
に
よ
っ

て
、
第
1
号
被
保
険
者（
65
歳

以
上
の
人
）と
第
2
号
被
保
険

者（
40
歳
か
ら
64
歳
ま
で
の
人
）

に
分
け
ら
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
保
険

料
の
決
め
方
や
納
め
方
が
異
な

り
ま
す
。

　皆
さ
ん
が
負
担
し
て
い
る
保

険
料
は
、
介
護
保
険
事
業
を
円

滑
に
運
営
す
る
た
め
の
大
切
な

財
源
で
す
の
で
、
ご
理
解
と
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　特
別
徴
収（
年
金
か
ら
の
天
引
き
）と
普
通

徴
収（
納
付
書
・
口
座
振
替
）の
2
つ
の
方
法

に
分
か
れ
ま
す
。
特
別
徴
収
の
人
は
8
月
上

旬
頃
ま
で
に
、
普
通
徴
収
の
人
は
7
月
中
旬

頃
ま
で
に
、
決
定
通
知
書
に
よ
り
年
間
の
確

定
保
険
料
額
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
ま
た
、

特
別
徴
収
と
普
通
徴
収
を
併
用
す
る
場
合
が

あ
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

○
特
別
徴
収
と
な
る
場
合

・
老
齢（
退
職
）、
遺
族
、
障
害
年
金
の
受
給

額
が
年
間
18
万
円
以
上
の
人
は
、
日
本
年

金
機
構
な
ど
の
年
金
支
払
者
が
、
年
金
の

定
期
支
払（
偶
数
月
）の
際
に
保
険
料
を
差

し
引
き
ま
す
。

※
た
だ
し
、
年
金
の
受
給
額
が
年
間
18
万
円

以
上
で
も
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る

人
は
普
通
徴
収
と
な
り
ま
す
。

・
年
度
途
中
で
、
65
歳
に
な
っ
た
場
合
や
他

の
市
区
町
村
か
ら
転
入
し
た
場
合

・
年
度
途
中
で
、
年
金
の
受
給
が
始
ま
っ
た

場
合

・
年
度
途
中
で
、
所
得
更
正
な
ど
に
よ
り
保

険
料
の
減
額
決
定
を
受
け
た
場
合（
年
金

か
ら
の
天
引
が
中
止
さ
れ
ま
す
）

・
年
度
途
中
で
、
所
得
更
正
な
ど
に
よ
り
保

険
料
の
増
額
決
定
を
受
け
た
場
合（
増
額

分
が
普
通
徴
収
と
な
り
ま
す
）

・
年
金
の
一
時
差
し
止
め
や
支
給
停
止
に

な
っ
た
場
合

・
年
金
担
保
貸
付
金
の
返
済
が
開
始
さ
れ
た

場
合

○
普
通
徴
収
と
な
る
場
合

・
上
記
の
理
由
に
よ
り
、
特
別
徴
収
の
対
象

と
な
ら
な
い
人
は
、
市
か
ら
送
付
さ
れ
る

納
付
書
に
よ
り
、
市
役
所
ま
た
は
指
定
金

融
機
関
で
納
め
ま
す
。

・
口
座
振
替
を
希
望
す
る
場
合
は
、
納
付
通

知
書
、
預
金
通
帳
、
届
出
印
を
ご
持
参
の

う
え
、
直
接
金
融
機
関
の
窓
口
に
お
申
込

み
く
だ
さ
い
。
振
替
開
始
の
時
期
は
、
お

申
込
み
さ
れ
た
月
の
翌
月
納
期
分
か
ら
と

な
り
ま
す
。

　災
害
な
ど
の
特
別
な
事
情
に
よ
り
保
険
料

の
納
付
が
困
難
な
と
き
は
、
保
険
料
の
徴
収

猶
予
や
減
免
を
受
け
ら
れ
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
特
に
生
活
が
困
窮
し
、
保
険
料

の
全
額
を
負
担
す
る
こ
と
が
困
難
な
と
き

は
、
保
険
料
の
減
額
を
受
け
ら
れ
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。
な
お
、
減
免
な
ど
を
受
け
る
た

め
に
は
申
請
が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、
お

早
め
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　特
別
な
事
情
も
な
く
保
険
料
の
滞
納
が
続

い
た
場
合
、
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す

る
と
き
に
、
未
納
の
期
間
に
応
じ
て
、
次
の

措
置
が
講
じ
ら
れ
ま
す
。

・
1
年
以
上
滞
納
す
る
と
、
介
護
保
険
サ
ー

ビ
ス
に
係
る
費
用
の
全
額
を
い
っ
た
ん
自

己
負
担
し
、
申
請
に
よ
り
あ
と
で
保
険
給

付
分
が
支
払
わ
れ
る
形
と
な
り
ま
す
。

・
1
年
6
ヶ
月
以
上
滞
納
す
る
と
、
保
険
給

付
分
の
一
部
ま
た
は
全
部
が
一
時
差
し
止

め
ら
れ
、
そ
の
中
か
ら
滞
納
保
険
料
相
当

額
が
差
し
引
か
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

・
2
年
以
上
滞
納
す
る
と
、
介
護
保
険
サ
ー

ビ
ス
に
係
る
費
用
の
自
己
負
担
割
合
が
引

き
上
げ
ら
れ
、
高
額
介
護（
介
護
予
防
）

サ
ー
ビ
ス
費
な
ど
の
支
給
も
受
け
ら
れ
な

く
な
り
ま
す
。

　加
入
し
て
い
る
医
療
保
険
ご
と
の
算
定
方

法
に
よ
り
決
め
ら
れ
、
医
療
保
険
料
と
合
わ

せ
て
納
め
ま
す
。

　65
歳
に
な
っ
た
月（
誕
生
日
の
前
日
の
属

す
る
月
）の
分
か
ら
、
医
療
保
険
料
と
は
別

に
、
直
接
市
へ
納
付
す
る
方
法
に
変
わ
り
ま

す
。
誕
生
日
の
属
す
る
月
の
翌
月
以
降
に
関

係
書
類
が
送
付
さ
れ
ま
す
の
で
、
予
め
ご
承

知
お
き
く
だ
さ
い
。
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本
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※課税年金収入額とは、住民税の課税対象となる年金（国民年金、厚生年金など）の収入額で、非
課税となる年金（障害年金、遺族年金など）は含まれません。
※所得金額とは、前年（平成30年）中の収入から必要経費（給与の場合には給与所得控除額、年金
の場合には公的年金等控除額）を控除した金額で、所得控除（扶養控除や社会保険料控除など）
をする前の金額です。

【低所得者の保険料軽減について】【低所得者の保険料軽減について】

【65歳以上の人の介護保険料】（平成30年度から令和2年度まで）

低所得者の負担を軽減するため、公費（税金）を投入した保険料軽減の仕組みが設けられています。
第1段階の保険料：35,400円（軽減前）→31,900円（軽減後）
なお、10月以降、第1段階から第3段階の保険料について、消費税の増税分を財源とした負担軽減措置が
実施される予定です。軽減内容の詳細は、例規の改正などが整い次第、お知らせします。

安中市では、介護保険について便利帳を発行し
ています。利用の手引きになっています。ま
た、市ホームページにも掲載してありますの
で、詳しくはそちらをご覧ください。

対象となる人 保険料（年額）

・生活保護受給者の人
・本人が老齢福祉年金受給者で、世帯全員が住民税非課税の人
・世帯全員が住民税非課税で、本人の課税年金収入額と合計所
得金額の合計が80万円以下の人

基準額×0.45
31,900円

・世帯全員が住民税非課税で、本人の課税年金収入額と合計所
得金額の合計が80万円超120万円以下の人

基準額×0.70
49,500円

・世帯全員が住民税非課税で、本人の課税年金収入額と合計所
得金額の合計が120万円超の人

基準額×0.75
53,100円

・本人は住民税非課税だが、同じ世帯の中に住民税課税者がお
り、本人の課税年金収入額と合計所得金額の合計が80万円以
下の人

基準額×0.90
63,700円

・本人は住民税非課税だが、同じ世帯の中に住民税課税者がお
り、本人の課税年金収入額と合計所得金額の合計が80万円超
の人

基準額
70,800円

・本人が住民税課税で、合計所得金額が120万円未満の人 基準額×1.15
81,400円

・本人が住民税課税で、合計所得金額が120万円以上200万円
未満の人

基準額×1.30
92,000円

・本人が住民税課税で、合計所得金額が200万円以上300万円
未満の人

基準額×1.50
106,200円

・本人が住民税課税で、合計所得金額が300万円以上400万円
未満の人

基準額×1.70
120,300円

・本人が住民税課税で、合計所得金額が400万円以上700万円
未満の人

基準額×1.80
127,400円

・本人が住民税課税で、合計所得金額が700万円以上の人 基準額×1.90
134,500円

所得段階

第1段階

第2段階

第3段階

第4段階

第5段階

第6段階

第7段階

第8段階

第9段階

第10段階

第11段階

■
介
護
保
険
料
の
納
付

■
介
護
保
険
料
の
減
免

■
40
歳
か
ら
64
歳
ま
で
の
人

　（第
2
号
被
保
険
者
）の

　
　
　
　
　
　
　
　介
護
保
険
料

■
介
護
保
険
料
を
滞
納
し
た
場
合
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　「
日
本
は
ま
だ
ま
だ
だ
な
。
」

世
界
か
ら
、
そ
ん
な
声
が
聞
こ
え
て
き
そ
う
だ
。

何
が
「
ま
だ
ま
だ
」
な
の
か
と
い
う
と
、
男
女
が

平
等
で
あ
る
か
と
い
う
こ
と
だ
。
最
近
社
会
で

は
、
男
女
平
等
や
女
性
の
社
会
進
出
が
唱
え
ら
れ

て
は
い
る
も
の
の
、
正
直
言
葉
だ
け
が
一
人
歩
き

し
て
い
る
よ
う
に
感
じ
る
。
理
想
を
現
実
に
し
、

日
本
に
男
女
平
等
を
も
た
ら
す
に
は
、
今
後
ど
う

す
れ
ば
よ
い
の
だ
ろ
う
か
。

　
日
本
で
も
社
会
で
活
躍
し
て
い
る
女
性
は
い
る

が
や
は
り
少
数
だ
。
安
中
市
長
の
茂
木
英
子
さ

ん
、
東
京
都
知
事
の
小
池
百
合
子
さ
ん
の
よ
う

に
、
自
分
の
住
む
地
域
や
首
都
で
女
性
が
初
め
て

ト
ッ
プ
に
な
る
こ
と
は
、
す
ご
く
う
れ
し
い
。
少

数
だ
け
ど
女
性
が
生
き
生
き
と
活
躍
し
て
い
る
の

を
見
れ
る
の
は
、
理
想
が
現
実
と
な
る
日
が
き
っ

と
く
る
と
教
え
て
く
れ
て
い
る
の
だ
。
あ
る
日
、

そ
ん
な
明
る
い
気
持
ち
が
一
つ
の
ニ
ュ
ー
ス
の
せ

い
で
、
消
え
て
し
ま
っ
た
の
だ
。
そ
の
ニ
ュ
ー
ス

と
は
相
撲
界
で
あ
っ
た
、
土
俵
の
上
で
倒
れ
た
人

を
救
護
し
よ
う
と
女
性
が
土
俵
へ
上
っ
た
の
を
、

注
意
し
た
と
い
う
も
の
だ
っ
た
。
私
は
そ
の

ニ
ュ
ー
ス
を
見
て
衝
撃
が
走
っ
た
。
女
性
が
土
俵

へ
上
っ
て
は
い
け
な
い
の
を
知
っ
て
は
い
た
が
、

緊
急
時
ま
で
と
は
思
っ
て
い
な
か
っ
た
。
昔
か
ら

の
き
ま
り
で
あ
っ
た
と
は
い
え
、
ど
う
し
て
も
納

得
が
い
か
な
か
っ
た
。
歌
舞
伎
も
女
性
は
役
者
に

は
な
れ
な
い
。
そ
れ
も
昔
か
ら
の
し
き
た
り
だ
か

ら
だ
。
昔
か
ら
の
伝
統
を
守
っ
て
い
く
の
は
大
切

な
こ
と
だ
。
し
か
し
日
本
は
昔
か
ら
の
き
ま
り
に

と
ら
わ
れ
す
ぎ
て
い
る
と
思
う
。
そ
う
い
う
所

に
、
平
等
を
さ
ま
た
げ
る
原
因
が
あ
る
の
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。

　
世
界
の
国
々
に
目
を
向
け
て
み
る
と
、
日
本
よ

り
女
性
が
活
躍
し
て
い
た
り
、
男
女
が
互
い
の
能

力
な
ど
を
理
解
し
合
い
、
助
け
合
っ
て
い
る
。
イ

ギ
リ
ス
を
例
と
し
て
み
る
と
、
日
本
と
大
き
な
違

い
が
二
つ
あ
る
。
一
つ
は
政
治
の
ト
ッ
プ
が
女
性

で
あ
り
、
現
在
の
メ
イ
首
相
、
十
八
年
前
に
は

サ
ッ
チ
ャ
ー
首
相
と
、
け
っ
こ
う
前
か
ら
男
女
平

等
が
根
づ
い
て
い
る
と
思
う
。
二
つ
目
は
英
国
王

室
で
は
女
性
で
も
女
王
に
な
れ
る
こ
と
だ
。
現
在

の
日
本
で
は
王
位
継
承
権
は
男
性
に
し
か
与
え
ら

れ
て
い
な
い
。
こ
う
し
た
大
き
な
立
場
か
ら
も
、

男
女
平
等
へ
の
ヒ
ン
ト
が
見
え
て
き
た
の
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。

　
し
か
し
、
私
は
国
の
ト
ッ
プ
達
を
変
え
て
い
く

よ
り
、
早
く
簡
単
な
方
法
が
あ
る
と
思
う
。
そ
れ

は
私
た
ち
の
、
常
日
ご
ろ
の
生
活
で
男
性
は
女
性

を
、
女
性
は
男
性
の
こ
と
を
理
解
し
て
、
助
け

合
っ
て
い
く
こ
と
だ
。
男
性
だ
か
ら
と
い
っ
て
無

理
せ
ず
に
女
性
を
頼
る
こ
と
も
大
切
だ
。
女
性
も

遠
慮
し
な
い
で
ど
ん
ど
ん
活
躍
し
て
ほ
し
い
。
ふ

つ
う
に
生
活
し
て
い
れ
ば
、
体
形
も
力
の
差
も
ち

が
う
男
女
が
平
等
に
な
ど
な
る
は
ず
が
な
い
。
で

も
、
い
つ
か
「
ま
だ
ま
だ
」
か
ら
「
さ
す
が
」
に

き
っ
と
変
わ
る
。
み
ん
な
が
生
き
生
き
と
暮
ら
せ

る
社
会
に
絶
対
な
る
。

【
ひ
と
こ
と
ア
ド
バ
イ
ス
】

☆
副
業
や
投
資
な
ど
で
高
額
収
入
を
得
る
た
め
の
ノ
ウ
ハ
ウ
な
ど
と
称
し

て
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
で
販
売
さ
れ
て
い
る
情
報
の
こ
と
を
「
情
報

商
材
」
と
言
い
ま
す
。

☆
広
告
な
ど
を
き
っ
か
け
に
、
簡
単
に
収
入
が
得
ら
れ
る
と
信
じ
て
契
約

し
た
も
の
の
、
広
告
や
説
明
と
違
っ
て
収
入
が
得
ら
れ
な
い
と
い
う
相

談
が
多
数
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
情
報
商
材
を
き
っ
か
け
に
ソ
フ
ト
ウ

エ
ア
や
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
な
ど
を
契
約
さ
せ
ら
れ
る
ケ
ー
ス
も
あ
る

の
で
注
意
が
必
要
で
す
。

☆
簡
単
に
高
額
収
入
を
得
ら
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
寄
せ
ら
れ
た
相

談
を
み
る
と
、
実
際
は
あ
ま
り
価
値
の
な
い
情
報
が
高
額
で
販
売
さ
れ

て
い
ま
す
が
、
契
約
前
に
内
容
を
確
か
め
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
、

安
易
に
信
用
し
て
事
業
者
に
連
絡
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

資
料
提
供
：
独
立
行
政
法
人
国
民
生
活
セ
ン
タ
ー

【
問
合
せ
】

　
わ
か
ら
な
い
こ
と
や
困
っ
た
こ
と
、
少
し
で
も
不
審
に
感
じ
る
こ
と
が

あ
っ
た
ら
、
早
め
に
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

相
談
日
時
▼
月
〜
金
曜
日（
祝
日
を
除
く
）午
前
９
時
〜
午
後
４
時

　
　
　
　
　
☎
３
８
２

－

２
２
２
８

【
事
例
】

　
「
老
若
男
女
誰
で
も
す
ぐ
収
入
が
得
ら
れ
る
」

と
い
う
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
を
見
つ
け
、
約
30
万
円

で
情
報
商
材
と
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
を
購
入
し
た
が
、

ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
が
起
動
せ
ず
、
収
入
が
得
ら
れ
な

い
。
苦
情
を
伝
え
る
と
月
収
１
千
万
円
を
得
ら
れ

る
と
い
う
上
位
の
コ
ー
ス
を
勧
め
ら
れ
た
。
「
必
ず
フ
ォ
ロ
ー
す
る
」

「
代
金
50
万
円
を
半
額
に
す
る
」
と
強
引
に
誘
わ
れ
、
断
り
き
れ
ず
契
約

し
た
が
、
そ
の
後
連
絡
は
な
く
、
全
く
フ
ォ
ロ
ー
も
な
い
。

簡
単
に
高
額
収
入
を
得
ら
れ
ま
せ
ん

　
　
　
　
　
　
　
　「
情
報
商
材
」
の
ト
ラ
ブ
ル

問合せ▶　市民生活課市民協働係（☎内線1139）本

【
優
秀
賞
】

き
っ
と
変
わ
る
、
絶
対
な
る

　
　
　
　
　
　第
一
中
学
校
二
年

　新
野 

愛
実

平
成
30
年
度
男
女
共
同
参
画
に
関
す
る
作
文
・
エ
ッ
セ
イ

　入
選
作
品

2
22

月

日

2
23

月

日

映画「サムライマラソン」の公開初日にイオンシネマ高
崎にて、PRイベントを行い、本市へのさらなる観光客誘
致のために、チラシなどを配布しました。

「サムライマラソン」
をPR

安中市男女共同参画推進委員会と本市が主催した男女共
同参画推進講座が開催されました。群馬大学の長安めぐ
みさんを講師として迎え、「私もあなたも幸せに生き
る」と題し、ハラスメントの要因につながる格差や差別
についての講演が行われました。

男女共同参画推進講座

2
28

月

日

1
31

月

日

3
2

月

日

株式会社三和紙器と「災害時における段ボール製品の提
供に関する協定」を締結しました。この協定により、災
害時において、避難所の運営などに必要なベッドや間仕
切りとして使用できる段ボール製品を提供していただけ
ることとなりました。

災害時における協定を
締結しました

子どもたちが中心となって取り組む「いじめ防止子ども会議」が　で開かれました。会議には、児童・生徒および関係者など
約90人が集まり、「心と言葉と行動で、いじめを未然に防止しよう！」をテーマに、各学校での活動の発表や班別・全体で
の話合いを行いました。いじめの芽をつみとるために、市内全学校で心がけていきたいことについて、活発な意見交換がされ
ました。

いじめ防止会議

約50ヘクタールの敷地に35,000本の紅白梅が花を咲かせ
る秋間梅林で開花祭が行われました。梅の枝のプレゼン
トや秋間小学校の生徒による合唱、筝曲の演奏などのイ
ベントが行われ、会場は大いに賑わいました。

梅の枝を配布しました

松



1213 2019年5月1日号＝本庁舎 ＝松井田庁舎 ＝谷津庁舎 ＝碓氷川クリーンセンター ＝スポーツセンター本 松 谷 ク ス安中市役所　☎382－1111

zoom up

安
中
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
お
知
ら
せ

リ
レ
ー
・
エ
ッ
セ
イ

男
女
共
同
参
画
推
進
委
員
会

第98回

　「
日
本
は
ま
だ
ま
だ
だ
な
。
」

世
界
か
ら
、
そ
ん
な
声
が
聞
こ
え
て
き
そ
う
だ
。

何
が
「
ま
だ
ま
だ
」
な
の
か
と
い
う
と
、
男
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が

平
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で
あ
る
か
と
い
う
こ
と
だ
。
最
近
社
会
で

は
、
男
女
平
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や
女
性
の
社
会
進
出
が
唱
え
ら
れ

て
は
い
る
も
の
の
、
正
直
言
葉
だ
け
が
一
人
歩
き

し
て
い
る
よ
う
に
感
じ
る
。
理
想
を
現
実
に
し
、

日
本
に
男
女
平
等
を
も
た
ら
す
に
は
、
今
後
ど
う

す
れ
ば
よ
い
の
だ
ろ
う
か
。

　
日
本
で
も
社
会
で
活
躍
し
て
い
る
女
性
は
い
る

が
や
は
り
少
数
だ
。
安
中
市
長
の
茂
木
英
子
さ
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、
東
京
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知
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小
池
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子
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の
よ
う

に
、
自
分
の
住
む
地
域
や
首
都
で
女
性
が
初
め
て

ト
ッ
プ
に
な
る
こ
と
は
、
す
ご
く
う
れ
し
い
。
少

数
だ
け
ど
女
性
が
生
き
生
き
と
活
躍
し
て
い
る
の

を
見
れ
る
の
は
、
理
想
が
現
実
と
な
る
日
が
き
っ

と
く
る
と
教
え
て
く
れ
て
い
る
の
だ
。
あ
る
日
、

そ
ん
な
明
る
い
気
持
ち
が
一
つ
の
ニ
ュ
ー
ス
の
せ

い
で
、
消
え
て
し
ま
っ
た
の
だ
。
そ
の
ニ
ュ
ー
ス

と
は
相
撲
界
で
あ
っ
た
、
土
俵
の
上
で
倒
れ
た
人

を
救
護
し
よ
う
と
女
性
が
土
俵
へ
上
っ
た
の
を
、

注
意
し
た
と
い
う
も
の
だ
っ
た
。
私
は
そ
の

ニ
ュ
ー
ス
を
見
て
衝
撃
が
走
っ
た
。
女
性
が
土
俵

へ
上
っ
て
は
い
け
な
い
の
を
知
っ
て
は
い
た
が
、

緊
急
時
ま
で
と
は
思
っ
て
い
な
か
っ
た
。
昔
か
ら

の
き
ま
り
で
あ
っ
た
と
は
い
え
、
ど
う
し
て
も
納

得
が
い
か
な
か
っ
た
。
歌
舞
伎
も
女
性
は
役
者
に

は
な
れ
な
い
。
そ
れ
も
昔
か
ら
の
し
き
た
り
だ
か

ら
だ
。
昔
か
ら
の
伝
統
を
守
っ
て
い
く
の
は
大
切

な
こ
と
だ
。
し
か
し
日
本
は
昔
か
ら
の
き
ま
り
に

と
ら
わ
れ
す
ぎ
て
い
る
と
思
う
。
そ
う
い
う
所

に
、
平
等
を
さ
ま
た
げ
る
原
因
が
あ
る
の
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。

　
世
界
の
国
々
に
目
を
向
け
て
み
る
と
、
日
本
よ

り
女
性
が
活
躍
し
て
い
た
り
、
男
女
が
互
い
の
能

力
な
ど
を
理
解
し
合
い
、
助
け
合
っ
て
い
る
。
イ

ギ
リ
ス
を
例
と
し
て
み
る
と
、
日
本
と
大
き
な
違

い
が
二
つ
あ
る
。
一
つ
は
政
治
の
ト
ッ
プ
が
女
性

で
あ
り
、
現
在
の
メ
イ
首
相
、
十
八
年
前
に
は

サ
ッ
チ
ャ
ー
首
相
と
、
け
っ
こ
う
前
か
ら
男
女
平

等
が
根
づ
い
て
い
る
と
思
う
。
二
つ
目
は
英
国
王

室
で
は
女
性
で
も
女
王
に
な
れ
る
こ
と
だ
。
現
在

の
日
本
で
は
王
位
継
承
権
は
男
性
に
し
か
与
え
ら

れ
て
い
な
い
。
こ
う
し
た
大
き
な
立
場
か
ら
も
、

男
女
平
等
へ
の
ヒ
ン
ト
が
見
え
て
き
た
の
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。

　
し
か
し
、
私
は
国
の
ト
ッ
プ
達
を
変
え
て
い
く

よ
り
、
早
く
簡
単
な
方
法
が
あ
る
と
思
う
。
そ
れ

は
私
た
ち
の
、
常
日
ご
ろ
の
生
活
で
男
性
は
女
性

を
、
女
性
は
男
性
の
こ
と
を
理
解
し
て
、
助
け

合
っ
て
い
く
こ
と
だ
。
男
性
だ
か
ら
と
い
っ
て
無

理
せ
ず
に
女
性
を
頼
る
こ
と
も
大
切
だ
。
女
性
も

遠
慮
し
な
い
で
ど
ん
ど
ん
活
躍
し
て
ほ
し
い
。
ふ

つ
う
に
生
活
し
て
い
れ
ば
、
体
形
も
力
の
差
も
ち

が
う
男
女
が
平
等
に
な
ど
な
る
は
ず
が
な
い
。
で

も
、
い
つ
か
「
ま
だ
ま
だ
」
か
ら
「
さ
す
が
」
に

き
っ
と
変
わ
る
。
み
ん
な
が
生
き
生
き
と
暮
ら
せ

る
社
会
に
絶
対
な
る
。

【
ひ
と
こ
と
ア
ド
バ
イ
ス
】

☆
副
業
や
投
資
な
ど
で
高
額
収
入
を
得
る
た
め
の
ノ
ウ
ハ
ウ
な
ど
と
称
し

て
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
で
販
売
さ
れ
て
い
る
情
報
の
こ
と
を
「
情
報

商
材
」
と
言
い
ま
す
。

☆
広
告
な
ど
を
き
っ
か
け
に
、
簡
単
に
収
入
が
得
ら
れ
る
と
信
じ
て
契
約

し
た
も
の
の
、
広
告
や
説
明
と
違
っ
て
収
入
が
得
ら
れ
な
い
と
い
う
相

談
が
多
数
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
情
報
商
材
を
き
っ
か
け
に
ソ
フ
ト
ウ

エ
ア
や
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
な
ど
を
契
約
さ
せ
ら
れ
る
ケ
ー
ス
も
あ
る

の
で
注
意
が
必
要
で
す
。

☆
簡
単
に
高
額
収
入
を
得
ら
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
寄
せ
ら
れ
た
相

談
を
み
る
と
、
実
際
は
あ
ま
り
価
値
の
な
い
情
報
が
高
額
で
販
売
さ
れ

て
い
ま
す
が
、
契
約
前
に
内
容
を
確
か
め
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
、

安
易
に
信
用
し
て
事
業
者
に
連
絡
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。
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わ
か
ら
な
い
こ
と
や
困
っ
た
こ
と
、
少
し
で
も
不
審
に
感
じ
る
こ
と
が

あ
っ
た
ら
、
早
め
に
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
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に
ご
相
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く
だ
さ
い
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「
老
若
男
女
誰
で
も
す
ぐ
収
入
が
得
ら
れ
る
」

と
い
う
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
を
見
つ
け
、
約
30
万
円

で
情
報
商
材
と
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
を
購
入
し
た
が
、

ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
が
起
動
せ
ず
、
収
入
が
得
ら
れ
な

い
。
苦
情
を
伝
え
る
と
月
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１
千
万
円
を
得
ら
れ

る
と
い
う
上
位
の
コ
ー
ス
を
勧
め
ら
れ
た
。
「
必
ず
フ
ォ
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ー
す
る
」

「
代
金
50
万
円
を
半
額
に
す
る
」
と
強
引
に
誘
わ
れ
、
断
り
き
れ
ず
契
約

し
た
が
、
そ
の
後
連
絡
は
な
く
、
全
く
フ
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ー
も
な
い
。

簡
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に
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収
入
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映画「サムライマラソン」の公開初日にイオンシネマ高
崎にて、PRイベントを行い、本市へのさらなる観光客誘
致のために、チラシなどを配布しました。
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安中市男女共同参画推進委員会と本市が主催した男女共
同参画推進講座が開催されました。群馬大学の長安めぐ
みさんを講師として迎え、「私もあなたも幸せに生き
る」と題し、ハラスメントの要因につながる格差や差別
についての講演が行われました。
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日
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日
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供に関する協定」を締結しました。この協定により、災
害時において、避難所の運営などに必要なベッドや間仕
切りとして使用できる段ボール製品を提供していただけ
ることとなりました。

災害時における協定を
締結しました

子どもたちが中心となって取り組む「いじめ防止子ども会議」が　で開かれました。会議には、児童・生徒および関係者など
約90人が集まり、「心と言葉と行動で、いじめを未然に防止しよう！」をテーマに、各学校での活動の発表や班別・全体で
の話合いを行いました。いじめの芽をつみとるために、市内全学校で心がけていきたいことについて、活発な意見交換がされ
ました。

いじめ防止会議

約50ヘクタールの敷地に35,000本の紅白梅が花を咲かせ
る秋間梅林で開花祭が行われました。梅の枝のプレゼン
トや秋間小学校の生徒による合唱、筝曲の演奏などのイ
ベントが行われ、会場は大いに賑わいました。

梅の枝を配布しました

松
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生 涯 学 習 だ よ り
安中市教育委員会

○講座を修了すると「修了証」をお渡しします。
○筆記用具とファイルなどをご用意ください。
○群馬県生涯学習センターでは「家庭教育支援者養成講座」

を実施して学習の場を提供しています。
募集人数▶24人（申込先着順）　　　　
参 加 料▶無料
募集期間▶5月7日（火）～5月24日（金）
主　　催▶安中市教育委員会
申込み・問合せ▶　生涯学習課社会教育係まで電話または
FAXでお名前と電話番号をお知らせください。

（☎内線2242・FAX386－6191）

　安中市教育委員会では、カウンセリングの技法や理論と共に、より良い人間関係を築くための心を学び、家庭
教育にいかしてもらうために、家庭教育カウンセリング講座を次のとおり開講します。

“マナビー”

No.155

平成３０年度
「文化財愛護ポスター」
優秀作品（敬称略）

岡田真奈（第一中学校2年）

　
明
治
45
年（
１
９
１
２
）５
月
に
大
手
拓
次

の
祖
父
萬
平
が
磯
部
に
持
っ
て
い
た
敷
地

に
、
ラ
イ
オ
ン
歯
磨
磯
部
工
場
が
建
設
さ
れ

ま
し
た
。
こ
こ
で
は
源
泉
か
ら
噴
出
す
る
炭

酸
ガ
ス
か
ら
炭
酸
カ
ル
シ
ウ
ム
を
作
り
、
歯

磨
の
原
料
と
し
て
い
ま
し
た
。
そ
の
縁
で
拓

次
は
、
大
正
５
年（
１
９
１
６
）５
月
、
小
林

富
次
郎
商
店（
後
の
ラ
イ
オ
ン
歯
磨
本
舗
）に

入
社
し
ま
し
た
。

　
拓
次
は
広
告
部
文
案
係
に
任
命
さ
れ
、
現

在
で
い
う
コ
ピ
ー
ラ
イ
タ
ー
を
し
て
い
ま
し

た
。
こ
の
頃
小
林
富
次
郎
商
店
で
は
、
販
売

促
進
の
た
め
に
、
花
や
香
料
な
ど
の
商
品
イ

メ
ー
ジ
を
重
視
し
た
ソ
フ
ト
な
表
現
を
広
告

に
積
極
的
に
用
い
て
お
り
、
拓
次
の
象
徴
詩

の
技
法
が
仕
事
で
も
存
分
に
生
か
さ
れ
て
い

ま
し
た
。
ま
た
、
仕
事
か
ら
得
た
香
料
に
関

す
る
知
識
は
そ
の
後
の
作
風
に
も
大
き
な
影

響
を
与
え
て
い
ま
す
。

詩
人
大
手
拓
次

－

社
員
時
代

－

詩
人
大
手
拓
次

－

社
員
時
代

－

問合せ▶安中市学習の森 ふるさと学習館
　　　　安中市上間仁田951　Tel. 382－7622　mail : furusato@city.annaka.lg.jp

磯部温泉絵葉書
大正時代

左が真新しいライオン歯磨の工場（現在のホテル
磯部ガーデンの場所）、中央が拓次の生家鳳来館

松

だ
よ
り

学
習
の
森

№156

問合せ▶　生涯学習課生涯学習係（☎内線2245）松

　

　

　

「
聲
の
形
」
を
観
て
思
っ
た
こ
と安

中
市
立
第
二
中
学
校

二
年
　髙
橋
　蓮

　
人
権
集
会
で
、
「
聲
の
形
」
と
い
う
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
全

校
で
観
た
。
こ
の
作
品
は
、
聴
覚
に
障
害
の
あ
る
転

校
生
へ
の
い
じ
め
を
通
し
て
、
主
人
公
が
大
切
な
こ

と
に
気
づ
い
て
い
く
と
い
う
内
容
だ
っ
た
。

　
ま
ず
、
思
っ
た
こ
と
は
、
い
じ
め
て
い
る
人
が
い

じ
め
ら
れ
る
側
に
な
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
い
じ
め
て

い
た
時
に
は
気
づ
か
な
か
っ
た
思
い
や
周
り
の
見
え

方
が
あ
る
と
い
う
こ
と
だ
。
い
じ
め
て
い
た
と
き

は
、
い
じ
め
ら
れ
て
い
る
人
の
気
持
ち
を
知
ら
ず
に

周
り
の
皆
と
楽
し
く
や
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
い
ざ

自
分
が
や
ら
れ
始
め
る
と
や
め
ろ
と
言
う
。
僕
は
、

そ
れ
な
ら
早
く
気
づ
い
て
周
り
を
注
意
し
な
よ
と
思

う
。
し
か
し
、
そ
う
簡
単
に
は
気
づ
け
な
い
こ
と
を

僕
は
知
っ
て
い
る
。

　
な
ぜ
な
ら
、
僕
は
小
学
生
の
頃
い
じ
め
を
し
て
し

ま
っ
た
こ
と
が
あ
る
。
い
じ
め
て
い
て
も
相
手
の
気

持
ち
に
気
づ
く
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
そ
れ
ど
こ

ろ
か
、
他
の
人
が
い
じ
め
て
い
る
の
を
見
て
、
注
意

を
せ
ず
に
一
緒
に
い
じ
め
を
し
て
し
ま
っ
て
い
た
。

そ
れ
が
今
で
も
心
の
中
に
残
り
、
と
て
も
後
悔
し
て

い
る
。

　
僕
は
、
な
ぜ
人
は
い
じ
め
を
や
め
ず
に
周
り
の
人

と
一
緒
に
や
っ
て
し
ま
う
の
か
と
思
う
。
「
や
ら
な

い
よ
」
と
言
葉
で
は
簡
単
に
言
っ
て
い
る
が
、
気
づ

か
な
い
間
に
や
っ
て
し
ま
う
。
し
か
し
、
や
め
る
こ

と
は
で
き
な
く
て
も
、
謝
る
こ
と
は
誰
に
で
も
で
き

る
と
思
う
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
つ
づ
く
）

平
成
30
年
度
人
権
作
品
集「
お
も
い
や
り
」か
ら

家庭教育カウンセリング講座

展
示
片
付
け
の
た
め
６
月
10
日（
月
）・
12
日

（
水
）・
13
日（
木
）は
ふ
る
さ
と
学
習
館
の
み
休

館
で
す
。
生
涯
学
習
施
設
は
通
常
ど
お
り
開
館

し
て
い
ま
す
。

※
学
習
の
森
は
G
W
の
振
替
に
よ
り
左
記
の
期

間
が
休
館
に
な
り
ま
す
。

　
・
５
月
７
日（
火
）〜
10
日（
金
）

　
・
５
月
14
日（
火
）〜
17
日（
金
）

　
・
５
月
21
日（
火
）〜
23
日（
木
）

安中市学習の森ふるさと学習館企画展　
群馬県立土屋文明記念文学館移動展

詩人 大手拓次
－孤独の箱のなかから－

～6月9日（日）
『
薔
薇
の
狂
気
』

さ
わ
が
し
い
雲
の
幽
霊
は

お
と
ろ
へ
る
狂
気
を
も
と
め
、

も
が
く
死
の
花
の
お
も
て
に
、

み
づ
の
こ
こ
ろ
を
う
か
ば
せ
る
。

あ
あ
、
と
び
ら
を
ひ
ら
く
永
遠
の
花
、

あ
あ
、
す
ず
し
く
し
ろ
い
道
づ
れ
の
花
。

大
手
拓
次

ヨガのポーズを完成させるようなエクササイズでなく、今
のココロとカラダの状態に目を向け、自ら気づいていくお
手伝いをするヨーガ教室です。

【日　程】　
　①6月  1日（土）
　②6月  8日（土）
　③6月15日（土）
　④6月23日（日）
　⑤6月29日（土）
【時　間】午前10時～正午
【講　師】田嶋 弘美氏（認定 ヨーガ療法士）
【参加費】無料
【場　所】生涯学習施設　つどいの間　
【定　員】10人（先着順）
【持ち物】ヨガマット、タオル、飲み物、 動きやすい服装
【申込み】5月13日（月）よりふるさと学習館まで電話もしく

は直接お申し込みください。
受付は午前9時より開始します。人気の講座ですのでお早
めにお申込みください。

ココロとカラダのヨーガ教室

講義①家庭教育と
カウンセリング
講義②
子どもの理解
講義③
子どもの問題行動
講義④
子どもと家族の関係
講義⑤カウンセリン
グの基礎技術
実習①ロールプレイ
実習②ロールプレイ

～家庭教育にカウンセリングマインドをいかそう～
元 安中総合学園高等学校長　　田中茂　先生
～子どもの発達と心理～
安中市カウンセリング研究会　森田房枝　先生
～問題行動について～
武蔵野大学　教授　　　　　　大崎広行　先生
～相談にみる家族関係～
元 市立東横野小学校長　  　　鬼形榮一　先生
～カウンセリングの進め方と技術～
安中市カウンセリング研究会　高橋洋子　先生
～カウンセリングの実践的練習～
小グループに分かれての実習

6月5日（水）

6月13日（木）

6月20日（木）

6月27日（木）

7月4日（木）

7月11日（木）
7月12日（金）

会場講義・実習 講座内容・講師 実　施　日　時

受
付
▼
午
前
9
時
　
分
〜

講
義
・
実
習
▼
午
前
　
時
〜
正
午

安
中
市
文
化
セ
ン
タ
ー

2
階

　視
聴
覚
室

　他
45

10

こ
え



1415 2019年5月1日号＝本庁舎 ＝松井田庁舎 ＝谷津庁舎 ＝碓氷川クリーンセンター ＝スポーツセンター本 松 谷 ク ス安中市役所　☎382－1111

生 涯 学 習 だ よ り
安中市教育委員会

○講座を修了すると「修了証」をお渡しします。
○筆記用具とファイルなどをご用意ください。
○群馬県生涯学習センターでは「家庭教育支援者養成講座」

を実施して学習の場を提供しています。
募集人数▶24人（申込先着順）　　　　
参 加 料▶無料
募集期間▶5月7日（火）～5月24日（金）
主　　催▶安中市教育委員会
申込み・問合せ▶　生涯学習課社会教育係まで電話または
FAXでお名前と電話番号をお知らせください。

（☎内線2242・FAX386－6191）

　安中市教育委員会では、カウンセリングの技法や理論と共に、より良い人間関係を築くための心を学び、家庭
教育にいかしてもらうために、家庭教育カウンセリング講座を次のとおり開講します。

“マナビー”

No.155

平成３０年度
「文化財愛護ポスター」
優秀作品（敬称略）

岡田真奈（第一中学校2年）

　
明
治
45
年（
１
９
１
２
）５
月
に
大
手
拓
次

の
祖
父
萬
平
が
磯
部
に
持
っ
て
い
た
敷
地

に
、
ラ
イ
オ
ン
歯
磨
磯
部
工
場
が
建
設
さ
れ

ま
し
た
。
こ
こ
で
は
源
泉
か
ら
噴
出
す
る
炭

酸
ガ
ス
か
ら
炭
酸
カ
ル
シ
ウ
ム
を
作
り
、
歯

磨
の
原
料
と
し
て
い
ま
し
た
。
そ
の
縁
で
拓

次
は
、
大
正
５
年（
１
９
１
６
）５
月
、
小
林

富
次
郎
商
店（
後
の
ラ
イ
オ
ン
歯
磨
本
舗
）に

入
社
し
ま
し
た
。

　
拓
次
は
広
告
部
文
案
係
に
任
命
さ
れ
、
現

在
で
い
う
コ
ピ
ー
ラ
イ
タ
ー
を
し
て
い
ま
し

た
。
こ
の
頃
小
林
富
次
郎
商
店
で
は
、
販
売

促
進
の
た
め
に
、
花
や
香
料
な
ど
の
商
品
イ

メ
ー
ジ
を
重
視
し
た
ソ
フ
ト
な
表
現
を
広
告

に
積
極
的
に
用
い
て
お
り
、
拓
次
の
象
徴
詩

の
技
法
が
仕
事
で
も
存
分
に
生
か
さ
れ
て
い

ま
し
た
。
ま
た
、
仕
事
か
ら
得
た
香
料
に
関

す
る
知
識
は
そ
の
後
の
作
風
に
も
大
き
な
影

響
を
与
え
て
い
ま
す
。

詩
人
大
手
拓
次

－

社
員
時
代

－

詩
人
大
手
拓
次

－

社
員
時
代

－

問合せ▶安中市学習の森 ふるさと学習館
　　　　安中市上間仁田951　Tel. 382－7622　mail : furusato@city.annaka.lg.jp

磯部温泉絵葉書
大正時代

左が真新しいライオン歯磨の工場（現在のホテル
磯部ガーデンの場所）、中央が拓次の生家鳳来館

松

だ
よ
り

学
習
の
森

№156

問合せ▶　生涯学習課生涯学習係（☎内線2245）松

　

　

　

「
聲
の
形
」
を
観
て
思
っ
た
こ
と安

中
市
立
第
二
中
学
校

二
年
　髙
橋
　蓮

　
人
権
集
会
で
、
「
聲
の
形
」
と
い
う
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
全

校
で
観
た
。
こ
の
作
品
は
、
聴
覚
に
障
害
の
あ
る
転

校
生
へ
の
い
じ
め
を
通
し
て
、
主
人
公
が
大
切
な
こ

と
に
気
づ
い
て
い
く
と
い
う
内
容
だ
っ
た
。

　
ま
ず
、
思
っ
た
こ
と
は
、
い
じ
め
て
い
る
人
が
い

じ
め
ら
れ
る
側
に
な
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
い
じ
め
て

い
た
時
に
は
気
づ
か
な
か
っ
た
思
い
や
周
り
の
見
え

方
が
あ
る
と
い
う
こ
と
だ
。
い
じ
め
て
い
た
と
き

は
、
い
じ
め
ら
れ
て
い
る
人
の
気
持
ち
を
知
ら
ず
に

周
り
の
皆
と
楽
し
く
や
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
い
ざ

自
分
が
や
ら
れ
始
め
る
と
や
め
ろ
と
言
う
。
僕
は
、

そ
れ
な
ら
早
く
気
づ
い
て
周
り
を
注
意
し
な
よ
と
思

う
。
し
か
し
、
そ
う
簡
単
に
は
気
づ
け
な
い
こ
と
を

僕
は
知
っ
て
い
る
。

　
な
ぜ
な
ら
、
僕
は
小
学
生
の
頃
い
じ
め
を
し
て
し

ま
っ
た
こ
と
が
あ
る
。
い
じ
め
て
い
て
も
相
手
の
気

持
ち
に
気
づ
く
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
そ
れ
ど
こ

ろ
か
、
他
の
人
が
い
じ
め
て
い
る
の
を
見
て
、
注
意

を
せ
ず
に
一
緒
に
い
じ
め
を
し
て
し
ま
っ
て
い
た
。

そ
れ
が
今
で
も
心
の
中
に
残
り
、
と
て
も
後
悔
し
て

い
る
。

　
僕
は
、
な
ぜ
人
は
い
じ
め
を
や
め
ず
に
周
り
の
人

と
一
緒
に
や
っ
て
し
ま
う
の
か
と
思
う
。
「
や
ら
な

い
よ
」
と
言
葉
で
は
簡
単
に
言
っ
て
い
る
が
、
気
づ

か
な
い
間
に
や
っ
て
し
ま
う
。
し
か
し
、
や
め
る
こ

と
は
で
き
な
く
て
も
、
謝
る
こ
と
は
誰
に
で
も
で
き

る
と
思
う
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
つ
づ
く
）

平
成
30
年
度
人
権
作
品
集「
お
も
い
や
り
」か
ら

家庭教育カウンセリング講座

展
示
片
付
け
の
た
め
６
月
10
日（
月
）・
12
日

（
水
）・
13
日（
木
）は
ふ
る
さ
と
学
習
館
の
み
休

館
で
す
。
生
涯
学
習
施
設
は
通
常
ど
お
り
開
館

し
て
い
ま
す
。

※
学
習
の
森
は
G
W
の
振
替
に
よ
り
左
記
の
期

間
が
休
館
に
な
り
ま
す
。

　
・
５
月
７
日（
火
）〜
10
日（
金
）

　
・
５
月
14
日（
火
）〜
17
日（
金
）

　
・
５
月
21
日（
火
）〜
23
日（
木
）

安中市学習の森ふるさと学習館企画展　
群馬県立土屋文明記念文学館移動展

詩人 大手拓次
－孤独の箱のなかから－

～6月9日（日）
『
薔
薇
の
狂
気
』

さ
わ
が
し
い
雲
の
幽
霊
は

お
と
ろ
へ
る
狂
気
を
も
と
め
、

も
が
く
死
の
花
の
お
も
て
に
、

み
づ
の
こ
こ
ろ
を
う
か
ば
せ
る
。

あ
あ
、
と
び
ら
を
ひ
ら
く
永
遠
の
花
、

あ
あ
、
す
ず
し
く
し
ろ
い
道
づ
れ
の
花
。

大
手
拓
次

ヨガのポーズを完成させるようなエクササイズでなく、今
のココロとカラダの状態に目を向け、自ら気づいていくお
手伝いをするヨーガ教室です。

【日　程】　
　①6月  1日（土）
　②6月  8日（土）
　③6月15日（土）
　④6月23日（日）
　⑤6月29日（土）
【時　間】午前10時～正午
【講　師】田嶋 弘美氏（認定 ヨーガ療法士）
【参加費】無料
【場　所】生涯学習施設　つどいの間　
【定　員】10人（先着順）
【持ち物】ヨガマット、タオル、飲み物、 動きやすい服装
【申込み】5月13日（月）よりふるさと学習館まで電話もしく

は直接お申し込みください。
受付は午前9時より開始します。人気の講座ですのでお早
めにお申込みください。

ココロとカラダのヨーガ教室

講義①家庭教育と
カウンセリング
講義②
子どもの理解
講義③
子どもの問題行動
講義④
子どもと家族の関係
講義⑤カウンセリン
グの基礎技術
実習①ロールプレイ
実習②ロールプレイ

～家庭教育にカウンセリングマインドをいかそう～
元 安中総合学園高等学校長　　田中茂　先生
～子どもの発達と心理～
安中市カウンセリング研究会　森田房枝　先生
～問題行動について～
武蔵野大学　教授　　　　　　大崎広行　先生
～相談にみる家族関係～
元 市立東横野小学校長　  　　鬼形榮一　先生
～カウンセリングの進め方と技術～
安中市カウンセリング研究会　高橋洋子　先生
～カウンセリングの実践的練習～
小グループに分かれての実習

6月5日（水）

6月13日（木）

6月20日（木）

6月27日（木）

7月4日（木）

7月11日（木）
7月12日（金）

会場講義・実習 講座内容・講師 実　施　日　時

受
付
▼
午
前
9
時
　
分
〜

講
義
・
実
習
▼
午
前
　
時
〜
正
午

安
中
市
文
化
セ
ン
タ
ー

2
階

　視
聴
覚
室

　他
45

10

こ
え
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本
市
は
平
成
31
年
４
月
１
日
に
景
観
行
政

団
体
と
な
り
、
景
観
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
た

取
り
組
み
を
始
め
ま
し
た
。
景
観
行
政
団
体

と
は
景
観
行
政
を
主
体
的
に
担
っ
て
い
く
市

町
村
の
こ
と
で
す
。

◆
景
観
計
画
・
景
観
条
例

　
本
市
で
は
今
後
３
年
を
か
け
て
、
自
然
豊

か
で
良
好
な
景
観
を
守
り
、
未
来
に
向
け
た

景
観
形
成
に
よ
る
地
域
の
魅
力
向
上
の
た
め

に
、
景
観
計
画
と
景
観
条
例
を
作
り
ま
す
。

こ
れ
ら
の
中
で
は
、
景
観
計
画
の
対
象
と
な

る
区
域
、
景
観
形
成
の
方
針
、
景
観
形
成
の

ル
ー
ル（
建
築
物
な
ど
の
高
さ
や
色
彩
、
形

態
、
デ
ザ
イ
ン
な
ど
の
制
限
）な
ど
を
定
め

る
予
定
で
す
。

◆
景
観
計
画
策
定
委
員
会

　
景
観
計
画
と
景
観
条
例
を
定
め
る
に
あ
た

り
、
策
定
委
員
会
を
立
ち
上
げ
、
学
識
経
験

者
や
関
係
団
体
、
公
募
市
民
の
皆
さ
ま
に
内

容
の
検
討
を
し
て
い
た
だ
く
予
定
で
す
。

◆
景
観
ま
ち
づ
く
り

　
景
観
計
画
と
景
観
条
例
は
、
市
民
・
事
業

者
・
行
政
が
景
観
ま
ち
づ
く
り
に
一
緒
に
取

り
組
む
た
め
の
共
通
の
指
針
と
な
り
ま
す
。

　
地
域
が
主
体
と
な
っ
て
、
景
観
資
源
を
発

掘
し
磨
く
こ
と
を
契
機
と
し
て
、
豊
か
な
生

活
空
間
が
創
ら
れ
ま
す
。
結
果
と
し
て
、
地

域
へ
の
愛
着
が
増
し
、
本
市
の
景
観
と
そ
の

景
観
を
つ
く
る
心
豊
か
な
人
々
の
魅
力
に
惹

か
れ
た
来
訪
者
が
増
え
、
活
力
の
あ
る
ま
ち

が
つ
く
ら
れ
る
こ
と
を
目
指
し
ま
す
。

　
本
市
は
景
観
づ
く
り
の
取
り
組
み
を
始
め

安
中
市
は
景
観
ま
ち
づ
く
り
を

始
め
ま
す

〜
平
成
31
年
４
月
１
日
、
安
中
市
は
景
観
行

政
団
体
に
な
り
ま
し
た
〜

景
観
と
は
？

　
景
観
と
は
、
人
が
眺
め
る
対
象
で
あ
る

「
景
」
と
、
眺
め
る
人
の
感
じ
方
で
あ
る

「
観
」
か
ら
成
り
立
っ
て
い
ま
す
。
景
観
は

人
の
主
観
が
関
わ
る
た
め
、
感
じ
方
や
見
方

な
ど
は
人
そ
れ
ぞ
れ
異
な
り
ま
す
。
ま
た
、

眺
め
る
場
所
が
違
え
ば
、
同
じ
対
象
を
眺
め

る
に
し
て
も
、
感
じ
方
は
異
な
り
ま
す
。

　
し
か
し
、
高
い

建
物
が
建
つ
こ
と

に
よ
っ
て
、
毎
日

眺
め
て
い
た
美
し

い
山
並
み
の
景
色

が
見
え
な
く
な
っ

た
り
、
歴
史
的
建

物
が
多
く
建
っ
て

い
る
風
情
あ
る
街

の
中
に
、
奇
抜
な
デ
ザ
イ
ン
の
建
物
が
建
っ

て
い
る
と
、
多
く
の
人
が
景
観
に
違
和
感
を

覚
え
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
こ
の
よ
う
に
、
景

観
と
は
、
見
た
い
も
の
が
見
え
る
時
は
良
い

と
感
じ
、
見
た
く
な
い
も
の
が
見
え
る
時
は

悪
い
と
感
じ
る
も
の
で
す
。

景
観
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
に

◆
景
観
行
政
団
体

た
ば
か
り
で
す
。
皆
さ
ま
か
ら
の
景
観
に
対

す
る
率
直
な
ご
意
見
を
い
た
だ
け
る
と
幸
い

で
す
。

問
合
せ
▼
□本 
都
市
整
備
課
計
画
開
発
係

（
☎
内
線
１
２
１
２
）

E-m
ail

：toshi@
city.annaka.lg.jp

製
造
業
者
の
み
な
さ
ま
へ

　工
業
統
計
調
査
を
実
施
し
ま
す

　
工
業
統
計
調
査
は
、
我
が
国
の
工
業
の
実

態
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
、

統
計
法
に
基
づ
く
報
告
義
務
が
あ
る
重
要
な

統
計
で
す
。

　
調
査
結
果
は
中
小
企
業
施
策
や
地
域
振
興

な
ど
の
基
礎
資
料
と
し
て
利
活
用
さ
れ
ま

す
。
調
査
は
従
業
者
４
人
以
上
の
す
べ
て
の

製
造
事
業
所
を
対
象
に
６
月
１
日
時
点
で
実

施
し
ま
す
。
調
査
の
趣
旨
を
ご
理
解
い
た
だ

き
、
ご
回
答
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
な
お
、
工
業
統
計
調
査
の
お
知
ら
せ
は
、

左
記
の
各
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
掲
載
さ
れ
て

い
ま
す
。

・
安
中
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http://w
w
w
.city.annaka.lg.jp/

）

・
群
馬
県
統
計
情
報
提
供
シ
ス
テ
ム

（https://toukei.pref.gunm
a.jp/

）

・
経
済
産
業
省

（http://w
w
w
.m
eti.go.jp/statistics/tyo/

kougyo/index.htm
l

）

総
務
省
・
経
済
産
業
省
・
群
馬
県
・
安
中
市

問
合
せ
▼
□本 

企
画
課
情
報
統
計
係

（
☎
内
線
1
0
2
3
）

INFORMATION市民
インフォメーション

▲消防団配車式が行われ、新たな車輌が配置されました。

安中市役所　〒379-0192 安中市安中一丁目 23-13 
TEL  382-1111　FAX 381-0503　HP:  http ://www.c i ty .annaka. lg . jp　E-mai l :  kouhou@city .annaka. lg . jp

日本人住民 外国人住民人口と世帯
安 中 地 域
松井田地域

合　計

GU I D E

おもしろ科学教室を開催します
安中市文化センター

ホ
ー
ル

安中オカリナ音楽祭
5 月 18 日（土） 　開場 13:00　開演 13:30　入場：無料
問合せ：オカリナサークル峠の風の音
　　　　（☎090－1887－0180）
舞踊発表会
5 月 25 日（土） 　開場 12:00　開演 12:30　入場：無料
問合せ：紫舞喜会（☎393－0328（鈴木））
カラオケ発表会
6 月 6 日（木）　開場 9:30　開演 10:00　入場：無料
問合せ：スナックファースト（☎080－1147－4472）
旭アキラエレキギターコンサート
5 月 19 日（日）　開場 14:30　開演 15:00　入場：1,500 円
問合せ：旭アキラ＆ブルーカスタム後援会
　　　　（☎090－8313－6484（和田））
健康寿命UP教室
6 月 4 日（火）　13:30～
問合せ：　介護高齢課包括支援センター（☎内線 2157）

学
習
室
な
ど

小
ホ
ー
ル

大
ホ
ー
ル

GU I D E 問合せ　安中市図書館　☎３８１－０５２９・松井田図書館　☎３９３－４４０２

問合せ　☎３８１－０５８６

西毛恵謡会民謡民舞発表大会
5 月 19（日）　9:30～16:30　入場：無料
問合せ：西毛恵謡会（☎381－2622（北島））
碓氷教育会総会
5 月 27 日（月）　15:30～17:00　入場：関係者
問合せ：九十九小学校（☎393－1123（須賀））
群響移動音楽教室（中学校）
5 月 31 日（金）　11:00～12:15　14:00～15:15　入場：関係者
問合せ：学校教育課（☎内線 2231）
安全運転管理者法定講習会
6 月 12 日（水）　9:30～18:00　入場：関係者
問合せ：安中地区安全運転管理者協議会（☎382－0211（田中））
市民パソコン教室
5 月 9・16・18・23・25・30 日（木・土）
6 月 1・6・8・13・15 日（木・土）　13:30～15:30
入場：無料　会場：2 階 パソコン室
問合せ：文化センター（☎381－0586）
絵本読み聞かせ
5 月 25 日（土）　14:00～15:00　
入場：無料　会場：図書館幼児コーナー
問合せ：安中市図書館（☎381－0529）

＝本庁舎 ＝松井田庁舎 ＝谷津庁舎 ＝碓氷川クリーンセンター ＝スポーツセンター本 松 谷 ク ス

女 
256

50
306

男 
221

45
266

女    
22,379

6,668
29,047

男    
21,865

6,377
28,242

合　計 57,861人　世帯数 24,614 （平成31年3月末日現在）

　安中市文化センターでは、「おもしろ科学教室」を開催します。工作しながらの教室なので、遊び感覚で科学の原理が学べます。科
学に興味を持つきっかけづくりとして、ぜひ、ご参加ください。
●日　程

●定　員　20人（先着順）
●場　所　安中市文化センター3階　大会議室
●参加費　500円程度（材料費により変動あり）
●対象者　小学生～中学生（小学3年生以下は保護者同伴）
●持ち物　筆記用具（参加したことがある人はおもしろ科学教室会員証とステップアップノート）
●申込み　安中市文化センター窓口または電話にてお申込みください

安中市文化センターでは、「デーモン閣下＆岡本知高の『悪魔の森の音楽会』」のチケットを発売します。ロックシンガー、デーモン
閣下とソプラニスタ、岡本知高が、夢の競演！
悪魔の森の主と、そこへ招かれたオペラ伯爵が繰り広げる音楽劇的コンサート。2人の規格外の歌声と個性的なキャラクターによる
トークをご堪能ください。
●チケット　全席指定　前売券　3,000円　当日券3,500円
※当公演は通常、前売4,500円（当日5,000円）ですが、今回は安中市教育委員会主催事業のため、特別料金で販売します。
●日　　時　7月21日（日）午後5時～（開場：午後4時30分）
●会　　場　安中市文化センター　ホール　●主　　催　安中市教育委員会
※5月4日（土・祝）午前8時30分から文化センター窓口にてチケット販売開始。
※電話受付は5月6日（月・振）午前9時からになります。
※チケット販売はお一人様4枚まで。　※未就学児の入場はご遠慮ください。

日時 内容 申込み開始日

7月27日（土）
午前9時30分～正午

8月17日（土）
午前9時30分～正午

コマを空中に浮かせて
回して遊ぼう
真空ポンプを作って遊
ぼう

6月19日（水）

7月19日（金）

5
月
１
日
か
ら
6
月
15
日
ま
で
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

安中市文化センター 松井田文化会館

本

安中市図書館・松井田図書館
令和元年初日も
図書館開館しています！
　いつも図書館をご利用いただき、誠にありがとうございます。
　『ゴールデンウィーク10連休』いかがお過ごしでしょうか。安中市にある2
つの図書館は令和元年5月1日から5月6日まで休まず開館しています。お出か
け前の旅行の下調べをするもよし、混雑した観光地より図書館で穏やかに読
書をするもよし、お休みの人も、お仕事の人も、図書館は十人十色の使い方
ができます。
視聴覚資料（CDやDVD）も借りられます！
 CD・DVD・ビデオテープは松井田図書館が重点的に所蔵していますが、安中市図書館もジャズなどのCDの所蔵が増えており、また松
井田図書館の資料を予約して安中市図書館で受取ることもできます。1枚の図書利用券で視聴覚資料は３点貸出し可能です。J-POPはも
ちろん、クラシックや演歌、落語やキッズなど多数取りそろえておりますので、ぜひご利用ください。
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４
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く
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取
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。
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。
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く
り
を

始
め
ま
す

〜
平
成
31
年
４
月
１
日
、
安
中
市
は
景
観
行

政
団
体
に
な
り
ま
し
た
〜

景
観
と
は
？

　
景
観
と
は
、
人
が
眺
め
る
対
象
で
あ
る

「
景
」
と
、
眺
め
る
人
の
感
じ
方
で
あ
る

「
観
」
か
ら
成
り
立
っ
て
い
ま
す
。
景
観
は

人
の
主
観
が
関
わ
る
た
め
、
感
じ
方
や
見
方

な
ど
は
人
そ
れ
ぞ
れ
異
な
り
ま
す
。
ま
た
、

眺
め
る
場
所
が
違
え
ば
、
同
じ
対
象
を
眺
め

る
に
し
て
も
、
感
じ
方
は
異
な
り
ま
す
。

　
し
か
し
、
高
い

建
物
が
建
つ
こ
と

に
よ
っ
て
、
毎
日

眺
め
て
い
た
美
し

い
山
並
み
の
景
色

が
見
え
な
く
な
っ

た
り
、
歴
史
的
建

物
が
多
く
建
っ
て

い
る
風
情
あ
る
街

の
中
に
、
奇
抜
な
デ
ザ
イ
ン
の
建
物
が
建
っ

て
い
る
と
、
多
く
の
人
が
景
観
に
違
和
感
を

覚
え
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
こ
の
よ
う
に
、
景

観
と
は
、
見
た
い
も
の
が
見
え
る
時
は
良
い

と
感
じ
、
見
た
く
な
い
も
の
が
見
え
る
時
は

悪
い
と
感
じ
る
も
の
で
す
。

景
観
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
に

◆
景
観
行
政
団
体

た
ば
か
り
で
す
。
皆
さ
ま
か
ら
の
景
観
に
対

す
る
率
直
な
ご
意
見
を
い
た
だ
け
る
と
幸
い

で
す
。

問
合
せ
▼
□本 

都
市
整
備
課
計
画
開
発
係

（
☎
内
線
１
２
１
２
）

E-m
ail

：toshi@
city.annaka.lg.jp

製
造
業
者
の
み
な
さ
ま
へ

　工
業
統
計
調
査
を
実
施
し
ま
す

　
工
業
統
計
調
査
は
、
我
が
国
の
工
業
の
実

態
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
、

統
計
法
に
基
づ
く
報
告
義
務
が
あ
る
重
要
な

統
計
で
す
。

　
調
査
結
果
は
中
小
企
業
施
策
や
地
域
振
興

な
ど
の
基
礎
資
料
と
し
て
利
活
用
さ
れ
ま

す
。
調
査
は
従
業
者
４
人
以
上
の
す
べ
て
の

製
造
事
業
所
を
対
象
に
６
月
１
日
時
点
で
実

施
し
ま
す
。
調
査
の
趣
旨
を
ご
理
解
い
た
だ

き
、
ご
回
答
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
な
お
、
工
業
統
計
調
査
の
お
知
ら
せ
は
、

左
記
の
各
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
掲
載
さ
れ
て

い
ま
す
。

・
安
中
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http://w
w
w
.city.annaka.lg.jp/

）

・
群
馬
県
統
計
情
報
提
供
シ
ス
テ
ム

（https://toukei.pref.gunm
a.jp/

）

・
経
済
産
業
省

（http://w
w
w
.m
eti.go.jp/statistics/tyo/

kougyo/index.htm
l

）

総
務
省
・
経
済
産
業
省
・
群
馬
県
・
安
中
市

問
合
せ
▼
□本 

企
画
課
情
報
統
計
係

（
☎
内
線
1
0
2
3
）

INFORMATION市民
インフォメーション

▲消防団配車式が行われ、新たな車輌が配置されました。

安中市役所　〒379-0192 安中市安中一丁目 23-13 
TEL  382-1111　FAX 381-0503　HP:  http ://www.c i ty .annaka. lg . jp　E-mai l :  kouhou@city .annaka. lg . jp

日本人住民 外国人住民人口と世帯
安 中 地 域
松井田地域

合　計

GU I D E

おもしろ科学教室を開催します
安中市文化センター

ホ
ー
ル

安中オカリナ音楽祭
5 月 18 日（土） 　開場 13:00　開演 13:30　入場：無料
問合せ：オカリナサークル峠の風の音
　　　　（☎090－1887－0180）
舞踊発表会
5 月 25 日（土） 　開場 12:00　開演 12:30　入場：無料
問合せ：紫舞喜会（☎393－0328（鈴木））
カラオケ発表会
6 月 6 日（木）　開場 9:30　開演 10:00　入場：無料
問合せ：スナックファースト（☎080－1147－4472）
旭アキラエレキギターコンサート
5 月 19 日（日）　開場 14:30　開演 15:00　入場：1,500 円
問合せ：旭アキラ＆ブルーカスタム後援会
　　　　（☎090－8313－6484（和田））
健康寿命UP教室
6 月 4 日（火）　13:30～
問合せ：　介護高齢課包括支援センター（☎内線 2157）

学
習
室
な
ど

小
ホ
ー
ル

大
ホ
ー
ル

GU I D E 問合せ　安中市図書館　☎３８１－０５２９・松井田図書館　☎３９３－４４０２

問合せ　☎３８１－０５８６

西毛恵謡会民謡民舞発表大会
5 月 19（日）　9:30～16:30　入場：無料
問合せ：西毛恵謡会（☎381－2622（北島））
碓氷教育会総会
5 月 27 日（月）　15:30～17:00　入場：関係者
問合せ：九十九小学校（☎393－1123（須賀））
群響移動音楽教室（中学校）
5 月 31 日（金）　11:00～12:15　14:00～15:15　入場：関係者
問合せ：学校教育課（☎内線 2231）
安全運転管理者法定講習会
6 月 12 日（水）　9:30～18:00　入場：関係者
問合せ：安中地区安全運転管理者協議会（☎382－0211（田中））
市民パソコン教室
5 月 9・16・18・23・25・30 日（木・土）
6 月 1・6・8・13・15 日（木・土）　13:30～15:30
入場：無料　会場：2 階 パソコン室
問合せ：文化センター（☎381－0586）
絵本読み聞かせ
5 月 25 日（土）　14:00～15:00　
入場：無料　会場：図書館幼児コーナー
問合せ：安中市図書館（☎381－0529）

＝本庁舎 ＝松井田庁舎 ＝谷津庁舎 ＝碓氷川クリーンセンター ＝スポーツセンター本 松 谷 ク ス

女 
256

50
306

男 
221

45
266

女    
22,379

6,668
29,047

男    
21,865

6,377
28,242

合　計 57,861人　世帯数 24,614 （平成31年3月末日現在）

　安中市文化センターでは、「おもしろ科学教室」を開催します。工作しながらの教室なので、遊び感覚で科学の原理が学べます。科
学に興味を持つきっかけづくりとして、ぜひ、ご参加ください。
●日　程

●定　員　20人（先着順）
●場　所　安中市文化センター3階　大会議室
●参加費　500円程度（材料費により変動あり）
●対象者　小学生～中学生（小学3年生以下は保護者同伴）
●持ち物　筆記用具（参加したことがある人はおもしろ科学教室会員証とステップアップノート）
●申込み　安中市文化センター窓口または電話にてお申込みください

安中市文化センターでは、「デーモン閣下＆岡本知高の『悪魔の森の音楽会』」のチケットを発売します。ロックシンガー、デーモン
閣下とソプラニスタ、岡本知高が、夢の競演！
悪魔の森の主と、そこへ招かれたオペラ伯爵が繰り広げる音楽劇的コンサート。2人の規格外の歌声と個性的なキャラクターによる
トークをご堪能ください。
●チケット　全席指定　前売券　3,000円　当日券3,500円
※当公演は通常、前売4,500円（当日5,000円）ですが、今回は安中市教育委員会主催事業のため、特別料金で販売します。
●日　　時　7月21日（日）午後5時～（開場：午後4時30分）
●会　　場　安中市文化センター　ホール　●主　　催　安中市教育委員会
※5月4日（土・祝）午前8時30分から文化センター窓口にてチケット販売開始。
※電話受付は5月6日（月・振）午前9時からになります。
※チケット販売はお一人様4枚まで。　※未就学児の入場はご遠慮ください。

日時 内容 申込み開始日

7月27日（土）
午前9時30分～正午

8月17日（土）
午前9時30分～正午

コマを空中に浮かせて
回して遊ぼう
真空ポンプを作って遊
ぼう

6月19日（水）

7月19日（金）

5
月
１
日
か
ら
6
月
15
日
ま
で
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

安中市文化センター 松井田文化会館

本

安中市図書館・松井田図書館
令和元年初日も
図書館開館しています！
　いつも図書館をご利用いただき、誠にありがとうございます。
　『ゴールデンウィーク10連休』いかがお過ごしでしょうか。安中市にある2
つの図書館は令和元年5月1日から5月6日まで休まず開館しています。お出か
け前の旅行の下調べをするもよし、混雑した観光地より図書館で穏やかに読
書をするもよし、お休みの人も、お仕事の人も、図書館は十人十色の使い方
ができます。
視聴覚資料（CDやDVD）も借りられます！
 CD・DVD・ビデオテープは松井田図書館が重点的に所蔵していますが、安中市図書館もジャズなどのCDの所蔵が増えており、また松
井田図書館の資料を予約して安中市図書館で受取ることもできます。1枚の図書利用券で視聴覚資料は３点貸出し可能です。J-POPはも
ちろん、クラシックや演歌、落語やキッズなど多数取りそろえておりますので、ぜひご利用ください。



あ
ん
な
か
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券

取
扱
店
募
集
の
お
知
ら
せ

　
本
市
で
は
、
国
の
「
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品

券
補
助
金
」
を
活
用
し
、
消
費
税
増
税
に
伴

う
低
所
得
者
・
子
育
て
世
帯
の
消
費
に
与
え

る
影
響
を
緩
和
す
る
と
と
も
に
、
地
域
に
お

け
る
消
費
を
喚
起
・
下
支
え
す
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
、
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券※

を
発

行
し
ま
す
。
こ
の
度
、
商
品
券
を
発
行
す
る

に
あ
た
り
、
商
品
券
が
利
用
で
き
る
取
扱
店

を
募
集
し
ま
す
。
募
集
に
つ
い
て
の
諸
条
件

な
ど
は
次
の
と
お
り
で
す
。

※

プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
と
は
、
商
品
券
購

入
額
に
上
乗
せ
し
て
、
商
品
の
購
入
が
で
き

る
商
品
券
の
こ
と
で
す
。
市
で
は
、
５
，
０

０
０
円
分
使
用
で
き
る
商
品
券
を
４
，
０
０

０
円
で
販
売
し
ま
す
。（
１
対
象
者
あ
た
り

５
冊
：
２
５
，
０
０
０
円
分
ま
で
）

①
資
格
要
件
▼

　
本
市
内
に
店
舗
、
事
業
所
を
有
す
る
事
業

者（
市
内
の
店
舗
な
ど
に
限
る
）で
あ
り
、

「
取
扱
店
募
集
要
領
」
を
遵
守
す
る
こ
と
。

《
取
扱
店
業
種
一
例
》

◆
小
売
業（
食
料
品
、
衣
料
品
、
日
用
雑

貨
、
家
電
、
灯
油
、
ガ
ソ
リ
ン
な
ど
）

◆
飲
食
業（
飲
食
店
、
喫
茶
店
、
居
酒
屋
な

ど
）

◆
サ
ー
ビ
ス
業（
理
・
美
容
、
ク
リ
ー
ニ
ン

グ
店
な
ど
）

◆
そ
の
他（
リ
フ
ォ
ー
ム
、
内
装
工
事
、
電

気
工
事
な
ど
）

1819 2019年5月1日号＝本庁舎 ＝松井田庁舎 ＝谷津庁舎 ＝碓氷川クリーンセンター ＝スポーツセンター本 松 谷 ク ス安中市役所　☎382－1111

【
注
意
事
項
】

・
一
部
の
業
種
で
は
ご
利
用
で
き
ま
せ
ん
。

・
た
ば
こ
は
、
た
ば
こ
事
業
法
第
36
条
第
１

項
に
よ
り
本
事
業
対
象
外
で
す
。

②
登
録
申
請
期
間
▼

11
月
29
日（
金
）ま
で

※

５
月
31
日（
金
）ま
で
に
お
申
し
込
み
い
た

だ
け
れ
ば
、
利
用
者
に
配
布
す
る
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
の
加
盟
店
一
覧
に
記
載
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

※

申
込
後
、
市
の
審
査
を
経
て
取
扱
店
と
し

て
承
認
し
通
知
し
ま
す
。

③
登
録
方
法
▼

「
取
扱
店
登
録
申
請
書
」
に
必
要
事
項
記
入

の
う
え
、
□本 

福
祉
課
へ
郵
送
ま
た
は
直
接
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。
複
数
の
店
舗
が
あ
る
場

合
で
も
、
個
別
の
店
舗
ご
と
に
申
請
し
て
く

だ
さ
い
。

※

□松 

住
民
福
祉
課
、
安
中
市
商
工
会
、
松
井

田
商
工
会
で
も
受
け
付
け
ま
す
。

※

「
取
扱
店
募
集
要
領
」
「
取
扱
店
登
録
申

請
書
」
は
安
中
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（http://

w
w

w
.city.annaka.lg.jp/

）で
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
で
き
る
ほ
か
、
□本 

福
祉
課
、
□松 

住
民
福
祉

課
、
安
中
市
商
工
会
、
松
井
田
商
工
会
で
も

入
手
で
き
ま
す
。

④
商
品
券
利
用
期
間
▼

10
月
１
日（
火
）か
ら
令
和
2
年
３
月
31
日

（
火
）

⑤
商
品
券
購
入
対
象
者
▼

（
１
）平
成
31
年
度
住
民
税
非
課
税
者（
課
税

基
準
日 

平
成
31
年
１
月
１
日
）

※

住
民
税
課
税
者
と
生
計
同
一
の
配
偶
者
・

扶
養
親
族
・
生
活
保
護
被
保
護
者
な
ど
を
除

く
。

※

対
象
者
に
は
７
月
以
降
に
市
か
ら
通
知
を

発
送
し
ま
す
。

（
２
）平
成
28
年
４
月
２
日
〜
令
和
元
年
９
月

30
日
に
出
生
し
た
児
童
の
属
す
る
世
帯
の
世

帯
主

※

対
象
者
に
は
９
月
中
旬
以
降
に
市
か
ら
通

知
を
発
送
し
ま
す
。

問
合
せ
▼
□本 

福
祉
課
社
会
福
祉
係

（
☎
内
線
１
１
５
２
）

平
成
31
年
第
１
回（
２
月
）

　
　
　
　
安
中
市
議
会
定
例
会

　
２
月
26
日（
火
）か
ら
３
月
19
日（
火
）に

か
け
て
22
日
間
の
日
程
で
平
成
31
年
第
１
回

安
中
市
議
会
定
例
会
が
開
催
さ
れ
、
議
案
を

市
長
が
提
出
し
ま
し
た
。

○
農
業
委
員
会
委
員
の
任
命
に
お
け
る
認
定

農
業
者
及
び
認
定
農
業
者
に
準
ず
る
者
の

数
を
委
員
定
数
の
４
分
の
１
以
上
と
す
る

こ
と
に
つ
い
て

○
農
業
委
員
会
委
員
の
任
命
に
つ
い
て

○
農
業
委
員
会
委
員
の
任
命
に
つ
い
て

○
農
業
委
員
会
委
員
の
任
命
に
つ
い
て

○
農
業
委
員
会
委
員
の
任
命
に
つ
い
て

○
農
業
委
員
会
委
員
の
任
命
に
つ
い
て

○
農
業
委
員
会
委
員
の
任
命
に
つ
い
て

○
農
業
委
員
会
委
員
の
任
命
に
つ
い
て

○
農
業
委
員
会
委
員
の
任
命
に
つ
い
て

○
農
業
委
員
会
委
員
の
任
命
に
つ
い
て

○
農
業
委
員
会
委
員
の
任
命
に
つ
い
て

○
農
業
委
員
会
委
員
の
任
命
に
つ
い
て

○
農
業
委
員
会
委
員
の
任
命
に
つ
い
て

○
農
業
委
員
会
委
員
の
任
命
に
つ
い
て

○
農
業
委
員
会
委
員
の
任
命
に
つ
い
て

○
農
業
委
員
会
委
員
の
任
命
に
つ
い
て

○
農
業
委
員
会
委
員
の
任
命
に
つ
い
て

○
農
業
委
員
会
委
員
の
任
命
に
つ
い
て

○
群
馬
県
市
町
村
総
合
事
務
組
合
の
規
約
変

更
に
関
す
る
協
議
に
つ
い
て

○
消
費
税
率
及
び
地
方
消
費
税
率
の
引
上
げ

に
伴
う
関
係
条
例
の
整
理
に
関
す
る
条
例

の
制
定
に
つ
い
て

○
安
中
市
景
観
計
画
策
定
委
員
会
条
例
の
制

定
に
つ
い
て

○
八
風
平
キ
ャ
ン
プ
場
条
例
の
制
定
に
つ
い

て（
全
部
改
正
）

○
安
中
市
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
暇
等
に
関

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ

い
て

○
安
中
市
特
別
職
の
職
員
で
非
常
勤
の
も
の

の
報
酬
及
び
費
用
弁
償
に
関
す
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

○
安
中
市
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

○
安
中
市
職
員
の
特
殊
勤
務
手
当
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

○
安
中
市
旅
費
支
給
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
に
つ
い
て

○
安
中
市
小
口
資
金
融
資
促
進
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

○
安
中
市
災
害
弔
慰
金
の
支
給
等
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

○
安
中
市
敬
老
祝
金
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
に
つ
い
て

○
安
中
市
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
等
に
関

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ

い
て

○
安
中
市
建
築
基
準
法
関
係
手
数
料
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

○
安
中
市
水
道
事
業
布
設
工
事
監
督
者
の
配

置
基
準
及
び
資
格
基
準
並
び
に
水
道
技
術

管
理
者
の
資
格
基
準
に
関
す
る
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

○
安
中
市
い
こ
い
の
家
条
例
の
廃
止
に
つ
い

て
○
安
中
市
東
横
野
学
童
ク
ラ
ブ
公
の
施
設
の

指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

○
安
中
市
秋
間
学
童
ク
ラ
ブ
公
の
施
設
の
指

定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

○
安
中
市
障
害
者
支
援
セ
ン
タ
ー
公
の
施
設

の
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

○
市
道
路
線
の
廃
止
に
つ
い
て

○
市
道
路
線
の
認
定
に
つ
い
て

○
平
成
30
年
度
安
中
市
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
３
号
）

○
平
成
30
年
度
安
中
市
国
民
健
康
保
険
特
別

会
計
補
正
予
算（
第
２
号
）

○
平
成
30
年
度
安
中
市
後
期
高
齢
者
医
療
特

別
会
計
補
正
予
算（
第
１
号
）

○
平
成
30
年
度
安
中
市
介
護
保
険
特
別
会
計

補
正
予
算（
第
２
号
）

○
平
成
30
年
度
安
中
市
下
水
道
事
業
特
別
会

計
補
正
予
算（
第
２
号
）

○
平
成
30
年
度
安
中
市
健
康
増
進
施
設
恵
み

の
湯
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算（
第
１
号
）

○
平
成
31
年
度
安
中
市
一
般
会
計
予
算

○
平
成
31
年
度
安
中
市
国
民
健
康
保
険
特
別

会
計
予
算

○
平
成
31
年
度
安
中
市
後
期
高
齢
者
医
療
特

別
会
計
予
算

○
平
成
31
年
度
安
中
市
介
護
保
険
特
別
会
計

予
算 

○
平
成
31
年
度
安
中
市
下
水
道
事
業
特
別
会

計
予
算

○
平
成
31
年
度
安
中
市
健
康
増
進
施
設
恵
み

の
湯
事
業
特
別
会
計
予
算

○
平
成
31
年
度
安
中
市
水
道
事
業
会
計
予
算

○
平
成
31
年
度
安
中
市
病
院
事
業
会
計
予
算

○
平
成
31
年
度
安
中
市
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業

会
計
予
算 

税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

国
税
に
関
す
る
ご
相
談
・
ご
質
問
は
電
話
に

て
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
税
務
署
窓
口
で
の
ご
相
談
は
、
窓
口
混
雑

緩
和
の
た
め
、
原
則
と
し
て
事
前
予
約
と
さ

せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　
税
務
署
に
お
か
け
い
た
だ
い
た
電
話
は
、

自
動
音
声
案
内
で
ご
案
内
し
て
い
ま
す
。

　
自
動
音
声
案
内
に
従
い
「
１
」
を
選
択
し

て
い
た
だ
き
ま
す
と
、
電
話
相
談
セ
ン
タ
ー

に
つ
な
が
り
、
国
税
に
関
す
る
ご
相
談
を
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

（
注
１
）事
前
予
約
は
、
自
動
音
声
案
内
で

「
２
」
を
選
択

（
注
２
）確
定
申
告
期
間
中（
１
月
〜
３
月
）

は
、
所
得
税
お
よ
び
個
人
事
業
者
の
消
費
税

の
確
定
申
告
書
な
ど
の
作
成
に
係
る
ご
相
談

の
事
前
予
約
は
行
っ
て
い
ま
せ
ん
。

問
合
せ
▼
高
崎
税
務
署

（
☎
０
２
７

－

３
２
２

－

４
７
１
１
）

　市民課
休日窓口開設日

5 月1・5・19 日　6 月 2 日
午前８時30 分～正午

（5月1日は午前8時30分～午後3時）
業務内容
○住民票の写しの交付
○戸籍謄本・抄本の発行
○印鑑証明書の発行
○その他市民課取扱各種証明書の
　発行

本

　地域おこし協力隊の後藤です。
　5月19日（日）に碓氷峠鉄道文化むらにて、私が主催する
イベント「DUCATI in 鉄道文化むら 2019」を開催しま
す。
　前日の交通安全啓発運動で安中市内を走行した、イタリ
ア生まれの赤いボディが特徴の高級バイク「DUCATI」を
鉄道文化むら内の屋外車両広場にて展示を行う試みです。
　展示時間は午前11時30分から午後1時30分までの約2時
間で、新緑の中の「赤いバイク×鉄道」は写真映えするこ
と間違いなしです。
　当日は、JR東日本のSLも横川駅に入線する予定で、私自
身も楽しみにしているイベントです。皆さまのお越しを碓
氷峠鉄道文化むらにてお待ちしております。

地域おこし協力隊
活動報告 Vol.13
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あ
ん
な
か
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券

取
扱
店
募
集
の
お
知
ら
せ

　
本
市
で
は
、
国
の
「
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品

券
補
助
金
」
を
活
用
し
、
消
費
税
増
税
に
伴

う
低
所
得
者
・
子
育
て
世
帯
の
消
費
に
与
え

る
影
響
を
緩
和
す
る
と
と
も
に
、
地
域
に
お

け
る
消
費
を
喚
起
・
下
支
え
す
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
、
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券※

を
発

行
し
ま
す
。
こ
の
度
、
商
品
券
を
発
行
す
る

に
あ
た
り
、
商
品
券
が
利
用
で
き
る
取
扱
店

を
募
集
し
ま
す
。
募
集
に
つ
い
て
の
諸
条
件

な
ど
は
次
の
と
お
り
で
す
。

※

プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
と
は
、
商
品
券
購

入
額
に
上
乗
せ
し
て
、
商
品
の
購
入
が
で
き

る
商
品
券
の
こ
と
で
す
。
市
で
は
、
５
，
０

０
０
円
分
使
用
で
き
る
商
品
券
を
４
，
０
０

０
円
で
販
売
し
ま
す
。（
１
対
象
者
あ
た
り

５
冊
：
２
５
，
０
０
０
円
分
ま
で
）

①
資
格
要
件
▼

　
本
市
内
に
店
舗
、
事
業
所
を
有
す
る
事
業

者（
市
内
の
店
舗
な
ど
に
限
る
）で
あ
り
、

「
取
扱
店
募
集
要
領
」
を
遵
守
す
る
こ
と
。

《
取
扱
店
業
種
一
例
》

◆
小
売
業（
食
料
品
、
衣
料
品
、
日
用
雑

貨
、
家
電
、
灯
油
、
ガ
ソ
リ
ン
な
ど
）

◆
飲
食
業（
飲
食
店
、
喫
茶
店
、
居
酒
屋
な

ど
）

◆
サ
ー
ビ
ス
業（
理
・
美
容
、
ク
リ
ー
ニ
ン

グ
店
な
ど
）

◆
そ
の
他（
リ
フ
ォ
ー
ム
、
内
装
工
事
、
電

気
工
事
な
ど
）
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【
注
意
事
項
】

・
一
部
の
業
種
で
は
ご
利
用
で
き
ま
せ
ん
。

・
た
ば
こ
は
、
た
ば
こ
事
業
法
第
36
条
第
１

項
に
よ
り
本
事
業
対
象
外
で
す
。

②
登
録
申
請
期
間
▼

11
月
29
日（
金
）ま
で

※

５
月
31
日（
金
）ま
で
に
お
申
し
込
み
い
た

だ
け
れ
ば
、
利
用
者
に
配
布
す
る
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
の
加
盟
店
一
覧
に
記
載
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

※

申
込
後
、
市
の
審
査
を
経
て
取
扱
店
と
し

て
承
認
し
通
知
し
ま
す
。

③
登
録
方
法
▼

「
取
扱
店
登
録
申
請
書
」
に
必
要
事
項
記
入

の
う
え
、
□本 

福
祉
課
へ
郵
送
ま
た
は
直
接
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。
複
数
の
店
舗
が
あ
る
場

合
で
も
、
個
別
の
店
舗
ご
と
に
申
請
し
て
く

だ
さ
い
。

※

□松 

住
民
福
祉
課
、
安
中
市
商
工
会
、
松
井

田
商
工
会
で
も
受
け
付
け
ま
す
。

※

「
取
扱
店
募
集
要
領
」
「
取
扱
店
登
録
申

請
書
」
は
安
中
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（http://

w
w

w
.city.annaka.lg.jp/

）で
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
で
き
る
ほ
か
、
□本 

福
祉
課
、
□松 

住
民
福
祉

課
、
安
中
市
商
工
会
、
松
井
田
商
工
会
で
も

入
手
で
き
ま
す
。

④
商
品
券
利
用
期
間
▼

10
月
１
日（
火
）か
ら
令
和
2
年
３
月
31
日

（
火
）

⑤
商
品
券
購
入
対
象
者
▼

（
１
）平
成
31
年
度
住
民
税
非
課
税
者（
課
税

基
準
日 

平
成
31
年
１
月
１
日
）

※

住
民
税
課
税
者
と
生
計
同
一
の
配
偶
者
・

扶
養
親
族
・
生
活
保
護
被
保
護
者
な
ど
を
除

く
。

※

対
象
者
に
は
７
月
以
降
に
市
か
ら
通
知
を

発
送
し
ま
す
。

（
２
）平
成
28
年
４
月
２
日
〜
令
和
元
年
９
月

30
日
に
出
生
し
た
児
童
の
属
す
る
世
帯
の
世

帯
主

※

対
象
者
に
は
９
月
中
旬
以
降
に
市
か
ら
通

知
を
発
送
し
ま
す
。

問
合
せ
▼
□本 

福
祉
課
社
会
福
祉
係

（
☎
内
線
１
１
５
２
）

平
成
31
年
第
１
回（
２
月
）

　
　
　
　
安
中
市
議
会
定
例
会

　
２
月
26
日（
火
）か
ら
３
月
19
日（
火
）に

か
け
て
22
日
間
の
日
程
で
平
成
31
年
第
１
回

安
中
市
議
会
定
例
会
が
開
催
さ
れ
、
議
案
を

市
長
が
提
出
し
ま
し
た
。

○
農
業
委
員
会
委
員
の
任
命
に
お
け
る
認
定

農
業
者
及
び
認
定
農
業
者
に
準
ず
る
者
の

数
を
委
員
定
数
の
４
分
の
１
以
上
と
す
る

こ
と
に
つ
い
て

○
農
業
委
員
会
委
員
の
任
命
に
つ
い
て

○
農
業
委
員
会
委
員
の
任
命
に
つ
い
て

○
農
業
委
員
会
委
員
の
任
命
に
つ
い
て

○
農
業
委
員
会
委
員
の
任
命
に
つ
い
て

○
農
業
委
員
会
委
員
の
任
命
に
つ
い
て

○
農
業
委
員
会
委
員
の
任
命
に
つ
い
て

○
農
業
委
員
会
委
員
の
任
命
に
つ
い
て

○
農
業
委
員
会
委
員
の
任
命
に
つ
い
て

○
農
業
委
員
会
委
員
の
任
命
に
つ
い
て

○
農
業
委
員
会
委
員
の
任
命
に
つ
い
て

○
農
業
委
員
会
委
員
の
任
命
に
つ
い
て

○
農
業
委
員
会
委
員
の
任
命
に
つ
い
て

○
農
業
委
員
会
委
員
の
任
命
に
つ
い
て

○
農
業
委
員
会
委
員
の
任
命
に
つ
い
て

○
農
業
委
員
会
委
員
の
任
命
に
つ
い
て

○
農
業
委
員
会
委
員
の
任
命
に
つ
い
て

○
農
業
委
員
会
委
員
の
任
命
に
つ
い
て

○
群
馬
県
市
町
村
総
合
事
務
組
合
の
規
約
変

更
に
関
す
る
協
議
に
つ
い
て

○
消
費
税
率
及
び
地
方
消
費
税
率
の
引
上
げ

に
伴
う
関
係
条
例
の
整
理
に
関
す
る
条
例

の
制
定
に
つ
い
て

○
安
中
市
景
観
計
画
策
定
委
員
会
条
例
の
制

定
に
つ
い
て

○
八
風
平
キ
ャ
ン
プ
場
条
例
の
制
定
に
つ
い

て（
全
部
改
正
）

○
安
中
市
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
暇
等
に
関

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ

い
て

○
安
中
市
特
別
職
の
職
員
で
非
常
勤
の
も
の

の
報
酬
及
び
費
用
弁
償
に
関
す
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

○
安
中
市
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

○
安
中
市
職
員
の
特
殊
勤
務
手
当
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

○
安
中
市
旅
費
支
給
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
に
つ
い
て

○
安
中
市
小
口
資
金
融
資
促
進
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

○
安
中
市
災
害
弔
慰
金
の
支
給
等
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

○
安
中
市
敬
老
祝
金
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
に
つ
い
て

○
安
中
市
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
等
に
関

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ

い
て

○
安
中
市
建
築
基
準
法
関
係
手
数
料
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

○
安
中
市
水
道
事
業
布
設
工
事
監
督
者
の
配

置
基
準
及
び
資
格
基
準
並
び
に
水
道
技
術

管
理
者
の
資
格
基
準
に
関
す
る
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

○
安
中
市
い
こ
い
の
家
条
例
の
廃
止
に
つ
い

て
○
安
中
市
東
横
野
学
童
ク
ラ
ブ
公
の
施
設
の

指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

○
安
中
市
秋
間
学
童
ク
ラ
ブ
公
の
施
設
の
指

定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

○
安
中
市
障
害
者
支
援
セ
ン
タ
ー
公
の
施
設

の
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

○
市
道
路
線
の
廃
止
に
つ
い
て

○
市
道
路
線
の
認
定
に
つ
い
て

○
平
成
30
年
度
安
中
市
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
３
号
）

○
平
成
30
年
度
安
中
市
国
民
健
康
保
険
特
別

会
計
補
正
予
算（
第
２
号
）

○
平
成
30
年
度
安
中
市
後
期
高
齢
者
医
療
特

別
会
計
補
正
予
算（
第
１
号
）

○
平
成
30
年
度
安
中
市
介
護
保
険
特
別
会
計

補
正
予
算（
第
２
号
）

○
平
成
30
年
度
安
中
市
下
水
道
事
業
特
別
会

計
補
正
予
算（
第
２
号
）

○
平
成
30
年
度
安
中
市
健
康
増
進
施
設
恵
み

の
湯
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算（
第
１
号
）

○
平
成
31
年
度
安
中
市
一
般
会
計
予
算

○
平
成
31
年
度
安
中
市
国
民
健
康
保
険
特
別

会
計
予
算

○
平
成
31
年
度
安
中
市
後
期
高
齢
者
医
療
特

別
会
計
予
算

○
平
成
31
年
度
安
中
市
介
護
保
険
特
別
会
計

予
算 

○
平
成
31
年
度
安
中
市
下
水
道
事
業
特
別
会

計
予
算

○
平
成
31
年
度
安
中
市
健
康
増
進
施
設
恵
み

の
湯
事
業
特
別
会
計
予
算

○
平
成
31
年
度
安
中
市
水
道
事
業
会
計
予
算

○
平
成
31
年
度
安
中
市
病
院
事
業
会
計
予
算

○
平
成
31
年
度
安
中
市
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業

会
計
予
算 

税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

国
税
に
関
す
る
ご
相
談
・
ご
質
問
は
電
話
に

て
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
税
務
署
窓
口
で
の
ご
相
談
は
、
窓
口
混
雑

緩
和
の
た
め
、
原
則
と
し
て
事
前
予
約
と
さ

せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　
税
務
署
に
お
か
け
い
た
だ
い
た
電
話
は
、

自
動
音
声
案
内
で
ご
案
内
し
て
い
ま
す
。

　
自
動
音
声
案
内
に
従
い
「
１
」
を
選
択
し

て
い
た
だ
き
ま
す
と
、
電
話
相
談
セ
ン
タ
ー

に
つ
な
が
り
、
国
税
に
関
す
る
ご
相
談
を
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

（
注
１
）事
前
予
約
は
、
自
動
音
声
案
内
で

「
２
」
を
選
択

（
注
２
）確
定
申
告
期
間
中（
１
月
〜
３
月
）

は
、
所
得
税
お
よ
び
個
人
事
業
者
の
消
費
税

の
確
定
申
告
書
な
ど
の
作
成
に
係
る
ご
相
談

の
事
前
予
約
は
行
っ
て
い
ま
せ
ん
。

問
合
せ
▼
高
崎
税
務
署

（
☎
０
２
７

－

３
２
２

－

４
７
１
１
）

　市民課
休日窓口開設日

5 月1・5・19 日　6 月 2 日
午前８時30 分～正午

（5月1日は午前8時30分～午後3時）
業務内容
○住民票の写しの交付
○戸籍謄本・抄本の発行
○印鑑証明書の発行
○その他市民課取扱各種証明書の
　発行

本

　地域おこし協力隊の後藤です。
　5月19日（日）に碓氷峠鉄道文化むらにて、私が主催する
イベント「DUCATI in 鉄道文化むら 2019」を開催しま
す。
　前日の交通安全啓発運動で安中市内を走行した、イタリ
ア生まれの赤いボディが特徴の高級バイク「DUCATI」を
鉄道文化むら内の屋外車両広場にて展示を行う試みです。
　展示時間は午前11時30分から午後1時30分までの約2時
間で、新緑の中の「赤いバイク×鉄道」は写真映えするこ
と間違いなしです。
　当日は、JR東日本のSLも横川駅に入線する予定で、私自
身も楽しみにしているイベントです。皆さまのお越しを碓
氷峠鉄道文化むらにてお待ちしております。

地域おこし協力隊
活動報告 Vol.13
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消
費
税
軽
減
税
率
制
度

　
　
　
　
　
説
明
会
の
ご
案
内

　
高
崎
税
務
署
で
は
、
事
業
者
の
人
を
対
象

と
し
て
、
消
費
税
の
軽
減
税
率
制
度
に
関
す

る
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。
多
く
の
事
業
者

の
人
に
関
係
の
あ
る
制
度
で
す
の
で
、
ぜ
ひ

説
明
会
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　
説
明
会
終
了
後
、
簡
単
な
ア
ン
ケ
ー
ト
を

実
施
し
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

問
合
せ
▼
高
崎
税
務
署
法
人
課
税
第
一
部
門

（
☎
０
２
７

－

３
２
２

－

４
８
６
２
）

公
共
交
通
・
観
光
・

　
　
　
　
　
健
康
情
報
ア
プ
リ

「
ぐ
ん
ま
乗
換
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
」

　
県
で
は
、
県
民
や
観
光
客
に
バ
ス
・
鉄
道

の
乗
換
え
案
内
や
観
光
情
報
、
健
康
情
報
を

提
供
す
る
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
・
タ
ブ
レ
ッ

ト
用
の
ア
プ
リ
「
ぐ
ん
ま
乗
換
コ
ン
シ
ェ
ル

ジ
ュ
」
を
公
開
し
て
い
ま
す
。

内
容
▼

○
県
内
の
バ
ス
・
鉄
道
を
利
用
し
た
、
目
的

地
ま
で
の
経
路
や
所
要
時
間
、
料
金
な
ど
の

検
索
・
表
示

2021 2019年5月1日号＝本庁舎 ＝松井田庁舎 ＝谷津庁舎 ＝碓氷川クリーンセンター ＝スポーツセンター本 松 谷 ク ス安中市役所　☎382－1111

○
駅
・
バ
ス
停
の
時
刻
表
や
構
内
図
の
表
示

○
県
内
の
観
光
施
設
や
イ
ベ
ン
ト
、
お
勧
め

観
光
コ
ー
ス
の
案
内

○
健
康
づ
く
り
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
歩
数
計
機

能（
歩
数
や
歩
行
距
離
、
消
費
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
計
測
・
管
理
）

○
公
共
交
通
を
活
用
し
た
地
域
の
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
・
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
コ
ー
ス
の
案
内

対
応
言
語
▼
日
本
語
、
英
語
、
中
国
語（
繁

体
・
簡
体
）、
韓
国
語
、
タ
イ
語

費
用
▼
無
料

（
ア
プ
リ
の
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
に
は
通
信
料
が

か
か
り
ま
す
）

入
手
方
法
▼「App Store

」ま
た
は「Google

　Play｣

か
ら
ア
プ
リ
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て

く
だ
さ
い
。

問
合
せ
▼
群
馬
県
交
通
政
策
課

（
☎
０
２
７

－

８
９
７

－

２
８
６
９
）

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
２
７

－

２
２
３

－

９
５
１
０

軽
自
動
車
税
・
自
動
車
税
の
納
期

限
は
５
月
31
日
で
す
。

　
軽
自
動
車
税
と
自
動
車
税
は
、
毎
年
４
月

１
日
現
在（
注
）で
登
録
さ
れ
て
い
る
車
両
の

所
有
者
に
課
税
さ
れ
ま
す
。
５
月
中
旬
ま
で

に
送
付
さ
れ
る
納
税
通
知
書
に
よ
り
、
納
期

限
内
に
納
め
て
く
だ
さ
い
。

納
期
限
▼
５
月
31
日（
金
）

納
税
場
所
▼
軽
自
動
車
税
・
自
動
車
税
そ
れ

ぞ
れ
の
納
税
通
知
書
の
裏
面
を
ご
確
認
く
だ

さ
い
。

そ
の
他
▼
口
座
振
替
納
税
を
ご
利
用
の
場

合
、
５
月
31
日（
金
）が
振
替
日
と
な
り
ま
す

の
で
、
預
金
残
高
を
必
ず
ご
確
認
く
だ
さ

い
。
こ
れ
か
ら
申
し
込
ま
れ
る
場
合
は
、
令

和
2
年
度
の
納
税
か
ら
の
ご
利
用
と
な
り
ま

す
。

軽
自
動
車
税
を
口
座
振
替
で
納
め
る
人
へ

　
口
座
振
替
で
納
税
し
た
人
に
は
、
６
月
中

旬
に
納
税
証
明
書
お
よ
び
納
付
済
通
知
書
を

郵
送
し
ま
す（
車
検
の
必
要
の
な
い
車
両
に

つ
い
て
は
平
成
26
年
度
か
ら
郵
送
し
て
い
ま

せ
ん
）。

　
６
月
上
旬
に
納
税
証
明
書（
車
検
用
）を
申

請
す
る
人
は
、
納
税
の
確
認
が
必
要
と
な
る

た
め
、
申
請
の
際
に
軽
自
動
車
税
の
引
き
落

し
額
を
記
帳
し
た
「
通
帳
」
を
お
持
ち
く
だ

さ
い
。
確
認
が
取
れ
な
い
場
合
は
、
金
融
機

関
に
照
会
し
て
か
ら
の
発
行
に
な
り
ま
す
の

で
、
か
な
り
の
時
間
が
必
要
に
な
り
ま
す
の

で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。
初
年
度
検
査
年
月
が

平
成
18
年
３
月
以
前
の
車
両
は
重
課
と
な
り

税
額
が
上
が
っ
て
い
ま
す
。
税
額
が
上
が
っ

て
い
る
人
は
車
検
証
の
「
初
年
度
検
査
年

月
」
の
欄
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
▼

○
軽
自
動
車
税
に
つ
い
て

□本 

税
務
課
諸
税
証
明
係（
☎
内
線
１
０
６
３
）

□松 

住
民
福
祉
課
税
務
保
険
係（
☎
内
線
２
１
２
２
）

○
自
動
車
税
に
つ
い
て

群
馬
県
自
動
車
税
事
務
所

（
☎
０
２
７

－

２
６
３

－

４
３
４
３
）

高
崎
行
政
県
税
事
務
所

（
☎
０
２
７

－

３
２
２

－

６
２
９
７
）

（
注
）４
月
１
日
現
在
と
は
、
軽
自
動
車
税
は

１
日
の
午
後
５
時
15
分
を
、
自
動
車
税
は
１

日
の
午
前
０
時
を
指
し
ま
す
。

身
体
障
害
者
等
に
対
す
る
軽
自
動

車
税
の
減
免
に
つ
い
て

　
身
体
あ
る
い
は
精
神
に
障
害
が
あ
る
人

で
、
一
定
の
要
件
を
満
た
す
場
合
に
は
、
申

請
に
よ
り
軽
自
動
車
税
が
減
免
さ
れ
ま
す
。

減
免
適
用
要
件
▼

　
減
免
の
要
件
を
満
た
す
身
体
障
害
者
手
帳

等※

を
４
月
１
日
時
点
で
お
持
ち
の
人
で
、

次
の
①
・
②
・
③
の
条
件
を
す
べ
て
満
た
す

人
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

①
対
象
車
両
は
次
の
い
ず
れ
か
で
あ
る
こ
と

・
身
体
障
害
者
手
帳
等
を
お
持
ち
の
人
本
人

が
所
有
す
る
軽
自
動
車
な
ど

・
身
体
障
害
者
手
帳
等
を
お
持
ち
の
人
と
生

計
を
同
じ
く
す
る
人
が
所
有
す
る
軽
自
動
車

な
ど

②
運
転
者
は
次
の
い
ず
れ
か
の
人
で
あ
る
こ

と

・
身
体
障
害
者
手
帳
等
を
お
持
ち
の
人
本
人

・
身
体
障
害
者
手
帳
等
を
お
持
ち
の
人
と
生

計
を
同
じ
く
す
る
人

・
身
体
障
害
者
手
帳
等
を
お
持
ち
の
人
の
み

で
構
成
さ
れ
る
世
帯
を
常
時
介
護
し
て
い
る

人③
自
動
車
税（
普
通
自
動
車
等
）の
減
免
を
受

け
て
い
な
い
人

※

減
免
の
要
件
を
満
た
す
身
体
障
害
者
手
帳

等
と
は
、
身
体
障
害
者
手
帳（
お
問
合
せ
く

だ
さ
い
）、
戦
傷
病
者
手
帳（
お
問
合
せ
く
だ

さ
い
）、
療
育
手
帳（
「
Ａ
」
判
定
）ま
た
は

精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳（
「
１
級
」
判

定
か
つ
「
自
立
支
援
医
療
受
給
者
証
」
）を

い
い
ま
す
。

申
請
期
限
▼
５
月
31
日（
金
）

手
続
時
に
必
要
な
も
の
▼

○
減
免
申
請
書（
お
持
ち
の
人
）

○
身
体
障
害
者
手
帳
等（
精
神
障
害
の
人
は

自
立
支
援
医
療
受
給
者
証
も
必
要
と
な
り
ま

す
）

○
運
転
す
る
人
の
運
転
免
許
証

○
対
象
車
両
の
車
検
証

○
納
税
通
知
書

○
は
ん
こ

○
申
請
者
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
通
知
カ
ー
ド
と

本
人
確
認
が
で
き
る
身
分
証
明
書
も
し
く
は

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

申
請
場
所
お
よ
び
問
合
せ
▼

□本 

税
務
課
諸
税
証
明
係（
☎
内
線
１
０
６
３
）

□松 

住
民
福
祉
課
税
務
保
険
係（
☎
内
線
２
１
２
２
）

２
０
１
９
年

　
　
春
の
全
国
交
通
安
全
運
動

運
動
期
間
▼

５
月
11
日
（
土
）〜
５
月
20
日（
月
）

年
間
ス
ロ
ー
ガ
ン
　
　
そ
の
車
間

　
　
　
　
心
の
せ
ま
さ
が
　
見
え
て
ま
す

サ
ブ
ス
ロ
ー
ガ
ン
　
　
飛
び
出
さ
な
い

　
　
　
　
自
分
の
い
の
ち
を
　
ま
も
る
た
め

運
動
の
目
的
▼

　
広
く
国
民
に
交
通
安
全
思
想
の
普
及
・
浸

透
を
図
り
、
交
通
ル
ー
ル
の
遵
守
と
正
し
い

交
通
マ
ナ
ー
の
実
践
を
習
慣
づ
け
る
と
と
も

に
、
国
民
自
身
に
よ
る
道
路
交
通
環
境
の
改

善
に
向
け
た
取
組
を
推
進
す
る
こ
と
に
よ

り
、
交
通
事
故
防
止
の
徹
底
を
図
る
こ
と
を

目
的
と
す
る
。

運
動
の
重
点
▼

○
子
供
と
高
齢
者
の
安
全
な
通
行
の
確
保
と

高
齢
運
転
者
の
交
通
事
故
防
止

○
自
転
車
の
安
全
利
用
の
推
進

○
全
て
の
座
席
の
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と
チ
ャ
イ

ル
ド
シ
ー
ト
の
正
し
い
着
用
の
徹
底

〇
飲
酒
運
転
の
根
絶

人
権
擁
護
委
員
委
嘱
に
つ
い
て

　
須
藤
俊
夫
さ
ん
が
４
月
１
日
付
け
で
法
務

大
臣
か
ら
の
委
嘱
を
受
け
、
人
権
擁
護
委
員

に
就
任
し
ま
し
た
。
人
権
擁
護
委
員
は
、
法

務
大
臣
が
委
嘱
し
た
民
間
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

で
毎
月
の
人
権
相
談
や
啓
発
活
動
を
行
う
な

ど
、
皆
さ
ん
の
身
近
な
相
談
相
手
で
す
。
日

常
生
活
の
中
で
、
人
権
問
題
だ
と
感
じ
る
こ

と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
お
気
軽
に
人
権
相
談

を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
▼
□本 

市
民
生
活
課
相
談
支
援
人
権
係

（
☎
内
線
１
２
０
７
）

INFORMATION市民 INFORMATION市民

　草木の青さが目につき、新鮮さを感じる５
月となりました。そして、今年も安政遠足が
開催されます。完走目指して、出場される皆
さん、がんばってください。
　今月の手話で伝えようは【侍マラソン】です。
【侍】

解説　侍の表現は、親指・人差し指。中指の3本で
“まげ”の形を表現します（写真右が手の形）。

解説　マラソンの表現は、走っている様子を表し、
手を握った両手を下に２回下げます。

手話で伝えよう   Vol.5

（安中市副市長：粟野好映）

【マラソン】

拡大

須藤　俊夫さん
（新任）

平
成
30
年
度
交
通
安
全
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル

小
学
校
高
学
年
最
優
秀
賞

西
横
野
小
学
校
5
年
　
田
島
あ
み

開
催
日

定
員
開
催
場
所

開
催
時
間

5月22日
（水）

6月17日
（月）

午
前
10
時
〜

11
時
30
分

午
後
1
時
30
分

〜
3
時

午
前
10
時
〜

11
時
30
分

午
後
1
時
30
分

〜
3
時

50人

高崎税務署
3階共用会議室

（高崎市東町134－12）

App Store

Google Play



消
費
税
軽
減
税
率
制
度

　
　
　
　
　
説
明
会
の
ご
案
内

　
高
崎
税
務
署
で
は
、
事
業
者
の
人
を
対
象

と
し
て
、
消
費
税
の
軽
減
税
率
制
度
に
関
す

る
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。
多
く
の
事
業
者

の
人
に
関
係
の
あ
る
制
度
で
す
の
で
、
ぜ
ひ

説
明
会
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　
説
明
会
終
了
後
、
簡
単
な
ア
ン
ケ
ー
ト
を

実
施
し
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

問
合
せ
▼
高
崎
税
務
署
法
人
課
税
第
一
部
門

（
☎
０
２
７

－

３
２
２

－

４
８
６
２
）

公
共
交
通
・
観
光
・

　
　
　
　
　
健
康
情
報
ア
プ
リ

「
ぐ
ん
ま
乗
換
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
」

　
県
で
は
、
県
民
や
観
光
客
に
バ
ス
・
鉄
道

の
乗
換
え
案
内
や
観
光
情
報
、
健
康
情
報
を

提
供
す
る
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
・
タ
ブ
レ
ッ

ト
用
の
ア
プ
リ
「
ぐ
ん
ま
乗
換
コ
ン
シ
ェ
ル

ジ
ュ
」
を
公
開
し
て
い
ま
す
。

内
容
▼

○
県
内
の
バ
ス
・
鉄
道
を
利
用
し
た
、
目
的

地
ま
で
の
経
路
や
所
要
時
間
、
料
金
な
ど
の

検
索
・
表
示
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○
駅
・
バ
ス
停
の
時
刻
表
や
構
内
図
の
表
示

○
県
内
の
観
光
施
設
や
イ
ベ
ン
ト
、
お
勧
め

観
光
コ
ー
ス
の
案
内

○
健
康
づ
く
り
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
歩
数
計
機

能（
歩
数
や
歩
行
距
離
、
消
費
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
計
測
・
管
理
）

○
公
共
交
通
を
活
用
し
た
地
域
の
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
・
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
コ
ー
ス
の
案
内

対
応
言
語
▼
日
本
語
、
英
語
、
中
国
語（
繁

体
・
簡
体
）、
韓
国
語
、
タ
イ
語

費
用
▼
無
料

（
ア
プ
リ
の
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
に
は
通
信
料
が

か
か
り
ま
す
）

入
手
方
法
▼「App Store

」ま
た
は「Google

　Play｣

か
ら
ア
プ
リ
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て

く
だ
さ
い
。

問
合
せ
▼
群
馬
県
交
通
政
策
課

（
☎
０
２
７

－

８
９
７

－

２
８
６
９
）

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
２
７

－

２
２
３

－

９
５
１
０

軽
自
動
車
税
・
自
動
車
税
の
納
期

限
は
５
月
31
日
で
す
。

　
軽
自
動
車
税
と
自
動
車
税
は
、
毎
年
４
月

１
日
現
在（
注
）で
登
録
さ
れ
て
い
る
車
両
の

所
有
者
に
課
税
さ
れ
ま
す
。
５
月
中
旬
ま
で

に
送
付
さ
れ
る
納
税
通
知
書
に
よ
り
、
納
期

限
内
に
納
め
て
く
だ
さ
い
。

納
期
限
▼
５
月
31
日（
金
）

納
税
場
所
▼
軽
自
動
車
税
・
自
動
車
税
そ
れ

ぞ
れ
の
納
税
通
知
書
の
裏
面
を
ご
確
認
く
だ

さ
い
。

そ
の
他
▼
口
座
振
替
納
税
を
ご
利
用
の
場

合
、
５
月
31
日（
金
）が
振
替
日
と
な
り
ま
す

の
で
、
預
金
残
高
を
必
ず
ご
確
認
く
だ
さ

い
。
こ
れ
か
ら
申
し
込
ま
れ
る
場
合
は
、
令

和
2
年
度
の
納
税
か
ら
の
ご
利
用
と
な
り
ま

す
。

軽
自
動
車
税
を
口
座
振
替
で
納
め
る
人
へ

　
口
座
振
替
で
納
税
し
た
人
に
は
、
６
月
中

旬
に
納
税
証
明
書
お
よ
び
納
付
済
通
知
書
を

郵
送
し
ま
す（
車
検
の
必
要
の
な
い
車
両
に

つ
い
て
は
平
成
26
年
度
か
ら
郵
送
し
て
い
ま

せ
ん
）。

　
６
月
上
旬
に
納
税
証
明
書（
車
検
用
）を
申

請
す
る
人
は
、
納
税
の
確
認
が
必
要
と
な
る

た
め
、
申
請
の
際
に
軽
自
動
車
税
の
引
き
落

し
額
を
記
帳
し
た
「
通
帳
」
を
お
持
ち
く
だ

さ
い
。
確
認
が
取
れ
な
い
場
合
は
、
金
融
機

関
に
照
会
し
て
か
ら
の
発
行
に
な
り
ま
す
の

で
、
か
な
り
の
時
間
が
必
要
に
な
り
ま
す
の

で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。
初
年
度
検
査
年
月
が

平
成
18
年
３
月
以
前
の
車
両
は
重
課
と
な
り

税
額
が
上
が
っ
て
い
ま
す
。
税
額
が
上
が
っ

て
い
る
人
は
車
検
証
の
「
初
年
度
検
査
年

月
」
の
欄
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
▼

○
軽
自
動
車
税
に
つ
い
て

□本 

税
務
課
諸
税
証
明
係（
☎
内
線
１
０
６
３
）

□松 

住
民
福
祉
課
税
務
保
険
係（
☎
内
線
２
１
２
２
）

○
自
動
車
税
に
つ
い
て

群
馬
県
自
動
車
税
事
務
所

（
☎
０
２
７

－

２
６
３

－

４
３
４
３
）

高
崎
行
政
県
税
事
務
所

（
☎
０
２
７

－

３
２
２

－

６
２
９
７
）

（
注
）４
月
１
日
現
在
と
は
、
軽
自
動
車
税
は

１
日
の
午
後
５
時
15
分
を
、
自
動
車
税
は
１

日
の
午
前
０
時
を
指
し
ま
す
。

身
体
障
害
者
等
に
対
す
る
軽
自
動

車
税
の
減
免
に
つ
い
て

　
身
体
あ
る
い
は
精
神
に
障
害
が
あ
る
人

で
、
一
定
の
要
件
を
満
た
す
場
合
に
は
、
申

請
に
よ
り
軽
自
動
車
税
が
減
免
さ
れ
ま
す
。

減
免
適
用
要
件
▼

　
減
免
の
要
件
を
満
た
す
身
体
障
害
者
手
帳

等※

を
４
月
１
日
時
点
で
お
持
ち
の
人
で
、

次
の
①
・
②
・
③
の
条
件
を
す
べ
て
満
た
す

人
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

①
対
象
車
両
は
次
の
い
ず
れ
か
で
あ
る
こ
と

・
身
体
障
害
者
手
帳
等
を
お
持
ち
の
人
本
人

が
所
有
す
る
軽
自
動
車
な
ど

・
身
体
障
害
者
手
帳
等
を
お
持
ち
の
人
と
生

計
を
同
じ
く
す
る
人
が
所
有
す
る
軽
自
動
車

な
ど

②
運
転
者
は
次
の
い
ず
れ
か
の
人
で
あ
る
こ

と

・
身
体
障
害
者
手
帳
等
を
お
持
ち
の
人
本
人

・
身
体
障
害
者
手
帳
等
を
お
持
ち
の
人
と
生

計
を
同
じ
く
す
る
人

・
身
体
障
害
者
手
帳
等
を
お
持
ち
の
人
の
み

で
構
成
さ
れ
る
世
帯
を
常
時
介
護
し
て
い
る

人③
自
動
車
税（
普
通
自
動
車
等
）の
減
免
を
受

け
て
い
な
い
人

※

減
免
の
要
件
を
満
た
す
身
体
障
害
者
手
帳

等
と
は
、
身
体
障
害
者
手
帳（
お
問
合
せ
く

だ
さ
い
）、
戦
傷
病
者
手
帳（
お
問
合
せ
く
だ

さ
い
）、
療
育
手
帳（
「
Ａ
」
判
定
）ま
た
は

精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳（
「
１
級
」
判

定
か
つ
「
自
立
支
援
医
療
受
給
者
証
」
）を

い
い
ま
す
。

申
請
期
限
▼
５
月
31
日（
金
）

手
続
時
に
必
要
な
も
の
▼

○
減
免
申
請
書（
お
持
ち
の
人
）

○
身
体
障
害
者
手
帳
等（
精
神
障
害
の
人
は

自
立
支
援
医
療
受
給
者
証
も
必
要
と
な
り
ま

す
）

○
運
転
す
る
人
の
運
転
免
許
証

○
対
象
車
両
の
車
検
証

○
納
税
通
知
書

○
は
ん
こ

○
申
請
者
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
通
知
カ
ー
ド
と

本
人
確
認
が
で
き
る
身
分
証
明
書
も
し
く
は

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

申
請
場
所
お
よ
び
問
合
せ
▼

□本 

税
務
課
諸
税
証
明
係（
☎
内
線
１
０
６
３
）

□松 

住
民
福
祉
課
税
務
保
険
係（
☎
内
線
２
１
２
２
）

２
０
１
９
年

　
　
春
の
全
国
交
通
安
全
運
動

運
動
期
間
▼

５
月
11
日
（
土
）〜
５
月
20
日（
月
）

年
間
ス
ロ
ー
ガ
ン
　
　
そ
の
車
間

　
　
　
　
心
の
せ
ま
さ
が
　
見
え
て
ま
す

サ
ブ
ス
ロ
ー
ガ
ン
　
　
飛
び
出
さ
な
い

　
　
　
　
自
分
の
い
の
ち
を
　
ま
も
る
た
め

運
動
の
目
的
▼

　
広
く
国
民
に
交
通
安
全
思
想
の
普
及
・
浸

透
を
図
り
、
交
通
ル
ー
ル
の
遵
守
と
正
し
い

交
通
マ
ナ
ー
の
実
践
を
習
慣
づ
け
る
と
と
も

に
、
国
民
自
身
に
よ
る
道
路
交
通
環
境
の
改

善
に
向
け
た
取
組
を
推
進
す
る
こ
と
に
よ

り
、
交
通
事
故
防
止
の
徹
底
を
図
る
こ
と
を

目
的
と
す
る
。

運
動
の
重
点
▼

○
子
供
と
高
齢
者
の
安
全
な
通
行
の
確
保
と

高
齢
運
転
者
の
交
通
事
故
防
止

○
自
転
車
の
安
全
利
用
の
推
進

○
全
て
の
座
席
の
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と
チ
ャ
イ

ル
ド
シ
ー
ト
の
正
し
い
着
用
の
徹
底

〇
飲
酒
運
転
の
根
絶

人
権
擁
護
委
員
委
嘱
に
つ
い
て

　
須
藤
俊
夫
さ
ん
が
４
月
１
日
付
け
で
法
務

大
臣
か
ら
の
委
嘱
を
受
け
、
人
権
擁
護
委
員

に
就
任
し
ま
し
た
。
人
権
擁
護
委
員
は
、
法

務
大
臣
が
委
嘱
し
た
民
間
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

で
毎
月
の
人
権
相
談
や
啓
発
活
動
を
行
う
な

ど
、
皆
さ
ん
の
身
近
な
相
談
相
手
で
す
。
日

常
生
活
の
中
で
、
人
権
問
題
だ
と
感
じ
る
こ

と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
お
気
軽
に
人
権
相
談

を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
▼
□本 

市
民
生
活
課
相
談
支
援
人
権
係

（
☎
内
線
１
２
０
７
）

INFORMATION市民 INFORMATION市民

　草木の青さが目につき、新鮮さを感じる５
月となりました。そして、今年も安政遠足が
開催されます。完走目指して、出場される皆
さん、がんばってください。
　今月の手話で伝えようは【侍マラソン】です。
【侍】

解説　侍の表現は、親指・人差し指。中指の3本で
“まげ”の形を表現します（写真右が手の形）。

解説　マラソンの表現は、走っている様子を表し、
手を握った両手を下に２回下げます。

手話で伝えよう   Vol.5

（安中市副市長：粟野好映）
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須藤　俊夫さん
（新任）
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成
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年
度
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通
安
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ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル

小
学
校
高
学
年
最
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賞

西
横
野
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5
年
　
田
島
あ
み
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催
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定
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開
催
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催
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●
認
知
症
上
級
サ
ポ
ー
タ
ー
、
介
護
予
防
サ

ポ
ー
タ
ー
の
人
へ

　
カ
フ
ェ
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
し
て
い
た
だ

け
る
人
は
下
記
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
内
容
は
お
茶
出
し
や
参
加

者
の
話
し
相
手
で
す
。

参
加
費
▼
無
料

問
合
せ
▼
□本
・
□松 

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

（
☎
内
線
１
１
９
３
・
２
１
５
７
）

※
申
込
み
が
な
く
て
も
当
日
参
加
可
能
で

す
。
た
だ
し
６
月
14
日（
金
）は
ラ
ン
チ
会
の

た
め
予
約
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
申
込
み
の

詳
細
に
つ
い
て
は
５
月
15
日
号
お
し
ら
せ
版

で
掲
載
し
ま
す
。

安
中
地
区
「
群
馬
い
の
ち
の
電

話
」
出
前
研
修
を
開
催
し
ま
す

　
心
に
よ
り
そ
っ
て
聴
く
力
と
は
？
「
聞

く
」
と
「
聴
く
」
と
の
違
い
っ
て
？

　
さ
ま
ざ
ま
な
疑
問
に
答
え
ま
す
。
い
の
ち

の
電
話
に
つ
い
て
も
お
話
し
ま
す
。

日
時
▼
５
月
18
日（
土
）午
後
１
時
30
分
〜
３

時
　
　
　
　
　
　
　
　

場
所
▼
安
中
市
文
化
セ
ン
タ
ー
　
第
１
学
習

室内
容
▼
「
聴
く
力
と
は
」

講
師
　
岡
田
一
恵
氏（
群
馬
い
の
ち
の
電
話

常
務
理
事
）

参
加
費
▼
無
料

申
込
み
・
問
合
せ
▼

社
会
福
祉
法
人
群
馬
い
の
ち
の
電
話

（
☎
０
２
７

－

２
２
１

－

１
８
８
０
）

事
務
局
受
付
▼
午
前
10
時
〜
午
後
５
時（
土

日
祝
は
休
み
）

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
会
員
募
集

入
会
説
明
会
の
お
知
ら
せ

　
対
象
者
は
、
市
内
在
住
で
お
お
む
ね
60
歳

以
上
の
健
康
で
働
く
意
欲
の
あ
る
人
で
す
。

　
入
会
ご
希
望
の
人
は
、
お
気
軽
に
お
出
か

け
く
だ
さ
い
。

〔
安
中
地
区
〕

日
時
▼
５
月
21
日（
火
）・
６
月
18
日（
火
）

午
後
１
時
30
分
〜
３
時

場
所
▼
安
中
市
地
域
福
祉
支
援
セ
ン
タ
ー
３

階
会
議
室

（
安
中
市
安
中
３

－

19

－

27
）

〔
松
井
田
地
区
〕

日
時
▼
５
月
28
日（
火
）

午
前
10
時
〜
11
時
30
分

場
所
▼
□松 

基
幹
集
落
セ
ン
タ
ー
２
階
営
農
指

導
室（
安
中
市
松
井
田
町
新
堀
２
４
５
）

※
安
中
地
区
ま
た
松
井
田
地
区
の
ど
ち
ら
で

も
受
け
ら
れ
ま
す
。

　
ご
都
合
に
合
わ
せ
て
お
出
か
け
く
だ
さ

い
。

問
合
せ
▼
安
中
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

本
所（
☎
３
８
０

－

５
１
１
２
）

松
井
田
支
所（
☎
３
９
３

－

１
２
２
０
）

子
ど
も
の
里
親
に

　
　
　
　
　
　
な
り
ま
せ
ん
か

　
県
で
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
事
情
か
ら
家
庭
で

生
活
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
子
ど
も
を
、
家

族
の
一
員
と
し
て
迎
え
入
れ
、
愛
情
と
誠
意

を
も
っ
て
養
育
し
て
く
だ
さ
る
里
親
を
募
集

し
て
い
ま
す
。
平
成
30
年
度
か
ら
は
、
群
馬

県
独
自
の
短
期
預
か
り
里
親
登
録
制
度
も
始

ま
り
ま
し
た
。

　
西
部
児
童
相
談
所（
高
崎
市
高
松
町
６
）

は
、
里
親
に
関
心
の
あ
る
人
が
相
談
や
里
親

と
交
流
で
き
る
サ
ロ
ン
を
開
催
し
ま
す
。
ご

希
望
に
よ
り
、
里
親
制
度
の
説
明
も
行
い
ま

す
。

日
時
▼
５
月
23
日（
木
）午
前
10
時
〜
正
午

会
場
▼
高
崎
市
役
所
　
中
２
階
ロ
ビ
ー

対
象
▼
里
親
に
関
心
の
あ
る
人
や
養
子
縁
組

を
検
討
し
て
い
る
人

（
高
崎
市
以
外
に
お
住
ま
い
の
人
も
含
み
ま

す
）

費
用
▼
無
料

申
込
み
▼
直
接
会
場
へ

問
合
せ
▼
群
馬
県
西
部
児
童
相
談
所

（
☎
０
２
７

－

３
２
２

－

２
４
９
８
）

平
成
31
年
度

安
中
市
各
種
検
診
の
お
知
ら
せ

　
今
年
度
の
各
種
検
診
に
つ
い
て
は
、
５
月

下
旬
に
対
象
者
全
員
に
受
診
シ
ー
ル
な
ど
の

案
内
を
送
付
す
る
予
定
で
す
。
こ
れ
ま
で
市

の
各
種
検
診
を
受
け
た
こ
と
が
な
い
人
も
、

ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
検
診
を
受
診
し
ま
し
ょ

う
。

　
な
お
、
「
検
診
の
し
お
り
」
は
お
し
ら
せ

版
５
月
15
日
号
と
一
緒
に
毎
戸
配
布
す
る
予

定
で
す
。

　
詳
細
は
、
□本
健
康
づ
く
り
課
予
防
係（
☎

内
線
１
１
７
２
）ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

竹
林
の
管
理
に

　
　
　
　
困
っ
て
い
ま
せ
ん
か

　
近
年
、
竹
林
の
生
育
面
積
の
拡
大
と
そ
れ

に
伴
う
森
林
の
荒
廃
が
問
題
と
な
り
つ
つ
あ

り
ま
す
。
そ
の
ほ
か
に
も
住
宅
地
や
農
地
で

は
地
下
茎
に
よ
る
隣
地
へ
の
侵
入
や
日
照
不

足
、
積
雪
時
の
倒
伏
に
よ
る
道
路
通
行
へ
の

支
障
な
ど
様
々
な
環
境
問
題
が
生
じ
て
い
ま

す
。

　
本
市
で
は
市
民
の
住
環
境
の
向
上
を
図
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
、
市
民
が
自
主
的
に
行

う
竹
林
の
管
理
活
動
に
対
し
て
竹
を
駆
除
す

る
た
め
の
薬
剤
の
供
与
と
薬
剤
注
入
用
器
具

お
よ
び
竹
粉
砕
機
の
貸
与
を
行
っ
て
い
ま
す
。

【
対
象
と
な
る
取
り
組
み
】

市
内
に
竹
林
を
所
有
す
る
人
ま
た
は
委
任
を

受
け
た
人
が
、
自
主
的
に
行
う
竹
林
の
管
理

活
動

【
助
成
内
容
】

●
薬
剤
の
供
与

　
竹
１
本
当
た
り
10
ミ
リ
リ
ッ
ト
ル
の
薬
剤

を
供
与
し
ま
す
。
原
則
と
し
て
１
，
０
０
０

本
ま
で
供
与
対
象
と
な
り
ま
す
。
た
だ
し
、

竹
林
の
面
積
の
う
ち
５
０
０
㎡
の
範
囲
に
お

け
る
竹
に
限
り
、
追
加
で
認
定
で
き
ま
す
。

　
竹
の
本
数
を
数
え
る
の
が
困
難
な
場
合

は
、
一
般
的
な
竹
林
の
平
均
密
度（
１
㎡
あ

た
り
２
本
）を
元
に
供
与
す
る
薬
剤
を
算
定

し
ま
す
。

●
作
業
器
具
、
薬
剤
注
入
用
器
具
の
貸
与

　
竹
に
穴
を
開
け
る
充
電
式
ド
リ
ル
お
よ
び

薬
剤
注
入
用
器
具
を
貸
与
し
ま
す
。

　
貸
与
期
間
は
14
日
以
内
と
な
り
ま
す
。

●
竹
粉
砕
機
の
貸
与

　
伐
採
し
た
竹
を
粉
砕
す
る
竹
粉
砕
機
を
貸

与
し
ま
す
。

　
竹
粉
砕
機
を
貸
与
す
る
期
間
は
７
日
以
内

と
な
り
ま
す
。

  

竹
粉
砕
機
の
燃
料
代
や
管
理
費
な
ど
利
用

に
係
る
全
て
の
費
用
は
、
貸
与
を
受
け
た
人

の
負
担
と
な
り
ま
す
。
料
金
に
つ
き
ま
し
て

は
、
□松 

農
林
課
林
政
鳥
獣
対
策
係
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
申
請
方
法
】

　
□松 

農
林
課
林
政
鳥
獣
対
策
係
で
申
請
書
・

借
用
書
を
受
領
し
記
入
、
管
理
計
画
書
・
位

置
図
・
竹
林
の
現
況
写
真（
２
枚
以
上
）・
は

ん
こ
を
持
参
の
う
え
窓
口
で
申
請
し
て
く
だ

さ
い
。

※
自
治
会
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
へ
の
補
助

制
度（
ぐ
ん
ま
緑
の
県
民
基
金
）も
あ
り
ま

す
。

　
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
▼
□松 

農
林
課
林
政
鳥
獣
対
策
係

（
☎
内
線
２
６
１
８
）

「
２
０
１
９
連
合
群
馬
ふ
れ
あ
い

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
in
西
部
」
開
催

に
つ
い
て

　
各
種
団
体
・
企
業
お
よ
び
労
働
組
合
と
の

労
使
協
力
に
よ
り
地
域
住
民
に
「
ふ
れ
あ
い

の
場
」
を
提
供
し
、
地
域
性
や
独
自
性
を
発

揮
す
る
中
で
、
地
域
活
性
化
の
一
助
と
な
り

地
域
に
貢
献
す
る
こ
と
を
目
的
に
開
催
さ
れ

ま
す
。
ぜ
ひ
、
お
越
し
く
だ
さ
い
。

日
時
▼
５
月
26
日（
日
）午
前
10
時
〜
午
後
３

時場
所
▼
富
岡
市
立
富
岡
小
学
校
　
校
庭
お
よ

び
体
育
館

開
催
内
容
▼

体
育
館
イ
ベ
ン
ト（
ヒ
ー
ロ
ー
シ
ョ
ー
、
地

域
団
体
の
協
力
に
よ
る
出
演
、
連
合
群
馬
の

活
動
紹
介
）

校
庭
イ
ベ
ン
ト（
労
働
組
合
の
産
別
・
単
組

の
模
擬
店
、
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
実
行
委
員
会

の
模
擬
店
、
地
元
店
の
出
店
、
子
ど
も
向
け

遊
具
な
ど
）

問
合
せ
▼
連
合
群
馬
西
部
地
域
協
議
会

（
☎
０
２
７
４

－

６
４

－

０
５
５
７
）

安
政
遠
足
前
夜
祭
を

　
　
　
　
　
　
　
開
催
し
ま
す

　
皆
さ
ん
お
誘
い
合
わ
せ
て
お
出
か
け
く
だ

さ
い
。

日
時
▼
５
月
11
日（
土
）午
前
10
時
〜

場
所
▼
安
中
市
文
化
セ
ン
タ
ー
駐
車
場

内
容
▼

○
午
前
10
時
〜

・
総
合
開
会
式
、
売
店
開
始
、
写
真
コ
ン
テ

ス
ト
入
賞
作
品
展
示

○
午
前
10
時
30
分
〜

・
梯
子
乗
り

・
老
人
ク
ラ
ブ
踊
り

・
安
中
総
合
学
園
高
等
学
校
ダ
ン
ス
部

○
正
午
よ
り

・
子
ど
も
ミ
ニ
遠
足

駐
車
場
▼
安
中
小
校
庭
、
旧
安
中
高
校
校
庭

問
合
せ
▼
□ス 

体
育
課
ス
ポ
ー
ツ
振
興
係

（
☎
３
８
２

－

２
５
０
０
）

認
知
症
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
話
せ
る
カ
フ
ェ

「
あ
ん
な
か
オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ
」

　
認
知
症
に
対
し
て
不
安
が
あ
る
人
や
認
知

症
の
人
、
ま
た
そ
の
家
族
の
人
な
ど
が
、
認

知
症
に
つ
い
て
の
悩
み
を
分
か
ち
合
っ
た

り
、
専
門
職
か
ら
ア
ド
バ
イ
ス
を
も
ら
っ
た

り
、
情
報
交
換
で
き
る
よ
う
な
気
軽
な
お
茶

の
み
場
を
開
設
し
ま
す
。
認
知
症
に
関
心
が

あ
る
人
は
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。
ぜ

ひ
、
ご
気
軽
に
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。
飲

み
物
は
無
料
で
す
。

　
ま
た
、
９
月
20
日（
金
）は
市
内
の
認
知
症

合
同
カ
フ
ェ
と
な
り
ま
す
。

　
合
同
イ
ベ
ン
ト
の
内
容
に
つ
い
て
は
後
日

広
報
あ
ん
な
か
な
ど
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
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竹粉砕機

作業器具、薬剤注入用器具

　　　　　場　　所
ウェルシア八城店
松井田町八城310－4

リベルタ　ランチ会
中宿913－1

お休み処　みなとや
松井田町松井田560
安中保健センター
　敷地内
松井田文化会館（合同カフェ）
小ホール

平成31年度　前半の日程5回（後半に5回年度計10回実施予定）

（参加者は日替りランチセット代
500円が必要です）

時　　間

午後1時30分～3時30分

午前11時30分～午後1時30分

午後1時30分～3時30分

日　　程

5月24日（金）

6月14日（金）

7月  5日（金）

8月30日（金）

9月20日（金）

本
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●
認
知
症
上
級
サ
ポ
ー
タ
ー
、
介
護
予
防
サ

ポ
ー
タ
ー
の
人
へ

　
カ
フ
ェ
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
し
て
い
た
だ

け
る
人
は
下
記
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
内
容
は
お
茶
出
し
や
参
加

者
の
話
し
相
手
で
す
。

参
加
費
▼
無
料

問
合
せ
▼
□本
・
□松 

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

（
☎
内
線
１
１
９
３
・
２
１
５
７
）

※
申
込
み
が
な
く
て
も
当
日
参
加
可
能
で

す
。
た
だ
し
６
月
14
日（
金
）は
ラ
ン
チ
会
の

た
め
予
約
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
申
込
み
の

詳
細
に
つ
い
て
は
５
月
15
日
号
お
し
ら
せ
版

で
掲
載
し
ま
す
。

安
中
地
区
「
群
馬
い
の
ち
の
電

話
」
出
前
研
修
を
開
催
し
ま
す

　
心
に
よ
り
そ
っ
て
聴
く
力
と
は
？
「
聞

く
」
と
「
聴
く
」
と
の
違
い
っ
て
？

　
さ
ま
ざ
ま
な
疑
問
に
答
え
ま
す
。
い
の
ち

の
電
話
に
つ
い
て
も
お
話
し
ま
す
。

日
時
▼
５
月
18
日（
土
）午
後
１
時
30
分
〜
３

時
　
　
　
　
　
　
　
　

場
所
▼
安
中
市
文
化
セ
ン
タ
ー
　
第
１
学
習

室内
容
▼
「
聴
く
力
と
は
」

講
師
　
岡
田
一
恵
氏（
群
馬
い
の
ち
の
電
話

常
務
理
事
）

参
加
費
▼
無
料

申
込
み
・
問
合
せ
▼

社
会
福
祉
法
人
群
馬
い
の
ち
の
電
話

（
☎
０
２
７

－

２
２
１

－

１
８
８
０
）

事
務
局
受
付
▼
午
前
10
時
〜
午
後
５
時（
土

日
祝
は
休
み
）

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
会
員
募
集

入
会
説
明
会
の
お
知
ら
せ

　
対
象
者
は
、
市
内
在
住
で
お
お
む
ね
60
歳

以
上
の
健
康
で
働
く
意
欲
の
あ
る
人
で
す
。

　
入
会
ご
希
望
の
人
は
、
お
気
軽
に
お
出
か

け
く
だ
さ
い
。

〔
安
中
地
区
〕

日
時
▼
５
月
21
日（
火
）・
６
月
18
日（
火
）

午
後
１
時
30
分
〜
３
時

場
所
▼
安
中
市
地
域
福
祉
支
援
セ
ン
タ
ー
３

階
会
議
室

（
安
中
市
安
中
３

－

19

－

27
）

〔
松
井
田
地
区
〕

日
時
▼
５
月
28
日（
火
）

午
前
10
時
〜
11
時
30
分

場
所
▼
□松 

基
幹
集
落
セ
ン
タ
ー
２
階
営
農
指

導
室（
安
中
市
松
井
田
町
新
堀
２
４
５
）

※
安
中
地
区
ま
た
松
井
田
地
区
の
ど
ち
ら
で

も
受
け
ら
れ
ま
す
。

　
ご
都
合
に
合
わ
せ
て
お
出
か
け
く
だ
さ

い
。

問
合
せ
▼
安
中
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

本
所（
☎
３
８
０

－

５
１
１
２
）

松
井
田
支
所（
☎
３
９
３

－

１
２
２
０
）

子
ど
も
の
里
親
に

　
　
　
　
　
　
な
り
ま
せ
ん
か

　
県
で
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
事
情
か
ら
家
庭
で

生
活
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
子
ど
も
を
、
家

族
の
一
員
と
し
て
迎
え
入
れ
、
愛
情
と
誠
意

を
も
っ
て
養
育
し
て
く
だ
さ
る
里
親
を
募
集

し
て
い
ま
す
。
平
成
30
年
度
か
ら
は
、
群
馬

県
独
自
の
短
期
預
か
り
里
親
登
録
制
度
も
始

ま
り
ま
し
た
。

　
西
部
児
童
相
談
所（
高
崎
市
高
松
町
６
）

は
、
里
親
に
関
心
の
あ
る
人
が
相
談
や
里
親

と
交
流
で
き
る
サ
ロ
ン
を
開
催
し
ま
す
。
ご

希
望
に
よ
り
、
里
親
制
度
の
説
明
も
行
い
ま

す
。

日
時
▼
５
月
23
日（
木
）午
前
10
時
〜
正
午

会
場
▼
高
崎
市
役
所
　
中
２
階
ロ
ビ
ー

対
象
▼
里
親
に
関
心
の
あ
る
人
や
養
子
縁
組

を
検
討
し
て
い
る
人

（
高
崎
市
以
外
に
お
住
ま
い
の
人
も
含
み
ま

す
）

費
用
▼
無
料

申
込
み
▼
直
接
会
場
へ

問
合
せ
▼
群
馬
県
西
部
児
童
相
談
所

（
☎
０
２
７

－

３
２
２

－

２
４
９
８
）

平
成
31
年
度

安
中
市
各
種
検
診
の
お
知
ら
せ

　
今
年
度
の
各
種
検
診
に
つ
い
て
は
、
５
月

下
旬
に
対
象
者
全
員
に
受
診
シ
ー
ル
な
ど
の

案
内
を
送
付
す
る
予
定
で
す
。
こ
れ
ま
で
市

の
各
種
検
診
を
受
け
た
こ
と
が
な
い
人
も
、

ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
検
診
を
受
診
し
ま
し
ょ

う
。

　
な
お
、
「
検
診
の
し
お
り
」
は
お
し
ら
せ

版
５
月
15
日
号
と
一
緒
に
毎
戸
配
布
す
る
予

定
で
す
。

　
詳
細
は
、
□本
健
康
づ
く
り
課
予
防
係（
☎

内
線
１
１
７
２
）ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

竹
林
の
管
理
に

　
　
　
　
困
っ
て
い
ま
せ
ん
か

　
近
年
、
竹
林
の
生
育
面
積
の
拡
大
と
そ
れ

に
伴
う
森
林
の
荒
廃
が
問
題
と
な
り
つ
つ
あ

り
ま
す
。
そ
の
ほ
か
に
も
住
宅
地
や
農
地
で

は
地
下
茎
に
よ
る
隣
地
へ
の
侵
入
や
日
照
不

足
、
積
雪
時
の
倒
伏
に
よ
る
道
路
通
行
へ
の

支
障
な
ど
様
々
な
環
境
問
題
が
生
じ
て
い
ま

す
。

　
本
市
で
は
市
民
の
住
環
境
の
向
上
を
図
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
、
市
民
が
自
主
的
に
行

う
竹
林
の
管
理
活
動
に
対
し
て
竹
を
駆
除
す

る
た
め
の
薬
剤
の
供
与
と
薬
剤
注
入
用
器
具

お
よ
び
竹
粉
砕
機
の
貸
与
を
行
っ
て
い
ま
す
。

【
対
象
と
な
る
取
り
組
み
】

市
内
に
竹
林
を
所
有
す
る
人
ま
た
は
委
任
を

受
け
た
人
が
、
自
主
的
に
行
う
竹
林
の
管
理

活
動

【
助
成
内
容
】

●
薬
剤
の
供
与

　
竹
１
本
当
た
り
10
ミ
リ
リ
ッ
ト
ル
の
薬
剤

を
供
与
し
ま
す
。
原
則
と
し
て
１
，
０
０
０

本
ま
で
供
与
対
象
と
な
り
ま
す
。
た
だ
し
、

竹
林
の
面
積
の
う
ち
５
０
０
㎡
の
範
囲
に
お

け
る
竹
に
限
り
、
追
加
で
認
定
で
き
ま
す
。

　
竹
の
本
数
を
数
え
る
の
が
困
難
な
場
合

は
、
一
般
的
な
竹
林
の
平
均
密
度（
１
㎡
あ

た
り
２
本
）を
元
に
供
与
す
る
薬
剤
を
算
定

し
ま
す
。

●
作
業
器
具
、
薬
剤
注
入
用
器
具
の
貸
与

　
竹
に
穴
を
開
け
る
充
電
式
ド
リ
ル
お
よ
び

薬
剤
注
入
用
器
具
を
貸
与
し
ま
す
。

　
貸
与
期
間
は
14
日
以
内
と
な
り
ま
す
。

●
竹
粉
砕
機
の
貸
与

　
伐
採
し
た
竹
を
粉
砕
す
る
竹
粉
砕
機
を
貸

与
し
ま
す
。

　
竹
粉
砕
機
を
貸
与
す
る
期
間
は
７
日
以
内

と
な
り
ま
す
。

  

竹
粉
砕
機
の
燃
料
代
や
管
理
費
な
ど
利
用

に
係
る
全
て
の
費
用
は
、
貸
与
を
受
け
た
人

の
負
担
と
な
り
ま
す
。
料
金
に
つ
き
ま
し
て

は
、
□松 

農
林
課
林
政
鳥
獣
対
策
係
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
申
請
方
法
】

　
□松 

農
林
課
林
政
鳥
獣
対
策
係
で
申
請
書
・

借
用
書
を
受
領
し
記
入
、
管
理
計
画
書
・
位

置
図
・
竹
林
の
現
況
写
真（
２
枚
以
上
）・
は

ん
こ
を
持
参
の
う
え
窓
口
で
申
請
し
て
く
だ

さ
い
。

※
自
治
会
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
へ
の
補
助

制
度（
ぐ
ん
ま
緑
の
県
民
基
金
）も
あ
り
ま

す
。

　
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
▼
□松 

農
林
課
林
政
鳥
獣
対
策
係

（
☎
内
線
２
６
１
８
）

「
２
０
１
９
連
合
群
馬
ふ
れ
あ
い

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
in
西
部
」
開
催

に
つ
い
て

　
各
種
団
体
・
企
業
お
よ
び
労
働
組
合
と
の

労
使
協
力
に
よ
り
地
域
住
民
に
「
ふ
れ
あ
い

の
場
」
を
提
供
し
、
地
域
性
や
独
自
性
を
発

揮
す
る
中
で
、
地
域
活
性
化
の
一
助
と
な
り

地
域
に
貢
献
す
る
こ
と
を
目
的
に
開
催
さ
れ

ま
す
。
ぜ
ひ
、
お
越
し
く
だ
さ
い
。

日
時
▼
５
月
26
日（
日
）午
前
10
時
〜
午
後
３

時場
所
▼
富
岡
市
立
富
岡
小
学
校
　
校
庭
お
よ

び
体
育
館

開
催
内
容
▼

体
育
館
イ
ベ
ン
ト（
ヒ
ー
ロ
ー
シ
ョ
ー
、
地

域
団
体
の
協
力
に
よ
る
出
演
、
連
合
群
馬
の

活
動
紹
介
）

校
庭
イ
ベ
ン
ト（
労
働
組
合
の
産
別
・
単
組

の
模
擬
店
、
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
実
行
委
員
会

の
模
擬
店
、
地
元
店
の
出
店
、
子
ど
も
向
け

遊
具
な
ど
）

問
合
せ
▼
連
合
群
馬
西
部
地
域
協
議
会

（
☎
０
２
７
４

－

６
４

－

０
５
５
７
）

安
政
遠
足
前
夜
祭
を

　
　
　
　
　
　
　
開
催
し
ま
す

　
皆
さ
ん
お
誘
い
合
わ
せ
て
お
出
か
け
く
だ

さ
い
。

日
時
▼
５
月
11
日（
土
）午
前
10
時
〜

場
所
▼
安
中
市
文
化
セ
ン
タ
ー
駐
車
場

内
容
▼

○
午
前
10
時
〜

・
総
合
開
会
式
、
売
店
開
始
、
写
真
コ
ン
テ

ス
ト
入
賞
作
品
展
示

○
午
前
10
時
30
分
〜

・
梯
子
乗
り

・
老
人
ク
ラ
ブ
踊
り

・
安
中
総
合
学
園
高
等
学
校
ダ
ン
ス
部

○
正
午
よ
り

・
子
ど
も
ミ
ニ
遠
足

駐
車
場
▼
安
中
小
校
庭
、
旧
安
中
高
校
校
庭

問
合
せ
▼
□ス 

体
育
課
ス
ポ
ー
ツ
振
興
係

（
☎
３
８
２

－

２
５
０
０
）

認
知
症
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
話
せ
る
カ
フ
ェ

「
あ
ん
な
か
オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ
」

　
認
知
症
に
対
し
て
不
安
が
あ
る
人
や
認
知

症
の
人
、
ま
た
そ
の
家
族
の
人
な
ど
が
、
認

知
症
に
つ
い
て
の
悩
み
を
分
か
ち
合
っ
た

り
、
専
門
職
か
ら
ア
ド
バ
イ
ス
を
も
ら
っ
た

り
、
情
報
交
換
で
き
る
よ
う
な
気
軽
な
お
茶

の
み
場
を
開
設
し
ま
す
。
認
知
症
に
関
心
が

あ
る
人
は
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。
ぜ

ひ
、
ご
気
軽
に
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。
飲

み
物
は
無
料
で
す
。

　
ま
た
、
９
月
20
日（
金
）は
市
内
の
認
知
症

合
同
カ
フ
ェ
と
な
り
ま
す
。

　
合
同
イ
ベ
ン
ト
の
内
容
に
つ
い
て
は
後
日

広
報
あ
ん
な
か
な
ど
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

2223

INFORMATION市民 INFORMATION市民

竹粉砕機

作業器具、薬剤注入用器具

　　　　　場　　所
ウェルシア八城店
松井田町八城310－4

リベルタ　ランチ会
中宿913－1

お休み処　みなとや
松井田町松井田560
安中保健センター
　敷地内
松井田文化会館（合同カフェ）
小ホール

平成31年度　前半の日程5回（後半に5回年度計10回実施予定）

（参加者は日替りランチセット代
500円が必要です）

時　　間

午後1時30分～3時30分

午前11時30分～午後1時30分

午後1時30分～3時30分

日　　程

5月24日（金）

6月14日（金）

7月  5日（金）

8月30日（金）

9月20日（金）

本
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相 談 案 内 ５月１日 ▼６月１５日
行　　事　　名

● 文化財施設休館（五料の茶屋本陣、
旧安中藩郡奉行役宅、新島襄旧宅、
旧碓氷郡役所）

● 文化財施設休館（五料の茶屋本陣、
旧安中藩郡奉行役宅、新島襄旧宅、
旧碓氷郡役所）

● 市民パソコン教室
　文化センター　13:30～15:30

● 春の全国交通安全運動
　（5/11～5/20）
● 安政遠足前夜祭　開会式 10:00
　文化センター駐車場　ほか
● うすい街道寄席チケット発売日
　松井田文化会館窓口　9:00～
● 安政遠足侍マラソン大会
　武家長屋前　スタート 8:00

● 市民パソコン教室
　文化センター　13:30～15:30

● 草木染め体験教室
　くつろぎの郷　13:30～
● 市民パソコン教室
　文化センター　13:30～15:30

恵みの湯  　　5/7・21　6/4
峠の湯　 　　5/14・28　6/11
鉄道文化むら　 　　5/7・14・21・28　6/4・11
文化センター（※は図書館のみ休館です）
 　　5/7・14・21・28・31※
 　　6/4・11
文化会館　 　　5/7・13・20・27・31
  　　6/3・10
碓氷川熱帯植物園　 　　5/7・14・21・28
  　　6/4・11

スポーツセンター（※は温水プールのみ休業です）
　　5/7・8・9・10・12・13・14・15・16・20・27※
　　6/3・10※
学習の森（※はふるさと学習館のみ休館です）
　　5/7・8・9・10・14・15・16・17・21・22・23・28
　　6/4・10※・11・12※・13※
いきいき長寿センター
　　5/1・6・7・8・9・13・14・15・20・27
　　6/3・10

日

1
2
3
4
5
6
7

8

9

10
11

12
　
13
14
15
16

17
18

19

日
20
21
22
23

24

25

26

27

28
29
30

31

1

2
3
4
5

曜日
月
火
水
木

金

土

日

月

火
水
木

金

土

日
月
火
水

行　　事　　名

● 市民パソコン教室
　文化センター　13:30～15:30
● 市民献血 □本　9:30～11:45
　　　　　　　 13:00～15:30
● 市民パソコン教室
　文化センター　13:30～15:30
● 絵本読み聞かせ
　安中市図書館　14:00～15:00
● 安中市水防訓練
　西毛総合運動公園野球場東側広場
 　8:30～
● 第 6 回農業委員会総会
　201 会議室　11:00～

● 市民パソコン教室
　文化センター　13:30～15:30

● 市民パソコン教室
　文化センター　13:30～15:30

● 体育施設利用者調整会議
　（７～９月）
　旧安中市屋外施設
　□ス　　 18:30～
　旧松井田町屋内外施設
　□松　　 18:30～
● 家庭教育カウンセリング講座①
　文化センター　10:00～12:00

行事カレンダー ５月１日 ▼６月１５日
曜日

木

金
土

日
月
火
水
木

金
土

日
6

7
8

9
10
11
12
13

14
15

行　　事　　名
● 体育施設利用者調整会議
　（７～９月）
　旧安中市屋内施設
　□ス　　 18:30～
● 市民パソコン教室
　文化センター　13:30～15:30

● 市民パソコン教室
　文化センター　13:30～15:30

● 第 2 回安中市議会定例会開会（予定）
　9:00～
● 家庭教育カウンセリング講座②
　文化センター　10:00～12:00
● 市民パソコン教室
　文化センター　13:30～15:30

● 市民パソコン教室
　文化センター　13:30～15:30

5 月

6 月

曜日

水・祝
木・休
金・祝
土・祝
日・祝
月・振

火

水

木

金
土

日

月
火
水
木

金
土

日

休館のご案内

INFORMATION市民 INFORMATION市民

（5月1日～6月15日） 上水道の給水管の修理は、業者で行っていますので漏水などの
修理は、その日の当番業者にお申し込みください。
修理代は実費です。【安中市管工事協同組合☎３８５－４４０１】 

業　者　名 ＴＥＬ 業　者　名 ＴＥＬ
㈱群馬水工 382－9433
㈲入沢電気商会 382－1609
㈲内堀設備工事 393－0157
㈲金子屋商店 393－0332
㈲黒須設備工業 381－1148
群栄工業㈱ 393－1012
児玉工業㈲ 393－3118
㈲佐藤商店 395－2323
佐藤燃料㈱ 381－1111
㈲渋谷設備 381－1262
㈲ジーワイ燃設 382－2891
㈲須藤工業 388－1178
㈲武美工業 382－5061

14
15
16
17
18
19
20
21
22
23
24
25
26

㈲田中工作所 385－4126
㈱半田組　　　　　   385－8374
㈲福美商事 381－0293
㈲松本住設 385－6278
㈱茂木設備 381－6616
㈲山田タイル工業 381－0075
㈱ヤマハチ・クボニワ   381－0435
㈱ユタカ　　　　　   385－7647
オオカワラ住器 382－1987
㈱反町備工 384－2058
第一設備工業㈲ 385－8769
㈱フェニックス 382－5262
㈱白坂工業 382－4710

５　　月 ６　　月
給水管修理当番業者

１日
２日
３日
４日
５日
６日
７日
８日
９日
10日
11日
12日
13日
14日
15日

１
２
３
４
５
６
７
８
９
10
11
12
13

１日
２日
３日
４日
５日
６日
７日
８日
９日
10日
11日
12日
13日
14日
15日

16日
17日
18日
19日
20日
21日
22日
23日
24日
25日
26日
27日
28日
29日
30日
31日

17・26・3
13・25・4
16・20・7
14・2・8
15・9・5
11・1・18
21・12・19
24・22・23
10・26・6
17・25・3
13・20・4
16・2・7
14・9・8
15・1・5
11・12・18

21・22・19
24・26・23
10・25・6
17・20・3
13・2・4
16・9・7
14・1・8
15・12・5
11・22・18
21・26・19
24・25・23
10・20・6
17・2・3
13・9・4
16・1・7
14・12・8

15・22・5
11・26・18
21・25・19
24・20・23
10・2・6
17・9・3
13・1・4
16・12・7
14・22・8
15・26・5
11・25・18
21・20・19
24・2・23
10・9・6
17・1・3

ヌアリーベ（☎380－5385）

要電話予約　□松  青少年センター（☎393－4777）
メール相談（seishonen@city.annaka.lg.jp）

□本　　 ・□松  月～金曜日（祝日を除く）
8 時 30 分～17 時 15 分

□松  青少年センター　月・火・水・金曜日
（祝日を除く）　9 時～14 時

障害者相談
（知的・身体障害者相談）

精神障害者相談

青少年相談
（電話相談・面接相談）

月～土曜日（祝日を除く）　10 時～18 時

□本　　 福祉課（☎内線 1155）

行政相談

相談内容 場所・日時 予約・問合せ

人権相談

家庭児童相談
（電話相談・面接相談）

□本　　 5/9・16　6/6　9 時～ 11 時 30 分
□松  5/13　6/3　13 時 30 分～ 16 時

□本　　 5/16　13 時 30 分～ 15 時 30 分
□松  5/17　13 時 30 分～ 15 時 30 分
□本　　 ・ □松  ［特設相談日］ 6/3　13 時 30 分～ 16 時

月～金曜日（祝日を除く）　9 時～16 時 要電話予約　□本　　 子ども課（☎382－8005）

要電話予約　□本　　 健康づくり課（☎内線 1174）

要電話予約　□本　　 健康づくり課（☎内線 1174）

消費生活センター（☎382－2228）

□本　　 市民生活課（☎内線 1207）

要電話予約　□本　　 介護高齢課（☎内線 1189）
　　　　　□松  （☎内線 2156）

安中市 DV 電話相談（☎329－6646）

要電話予約　□本　　 福祉課（☎内線 1191）

要電話予約　安中交通安全協会（☎382－0211）

要電話予約　ぐんま若者サポートステーション
（☎027－233－2330）

□本　　 月～金曜日（祝日を除く）
8 時 30 分～16 時 30 分

□本　　 ・□松  月～金曜日（祝日を除く）
8 時 30 分～16 時 30 分

月～金曜日（祝日を除く）
8 時 30 分～16 時

月～金曜日（祝日を除く）
9 時～16 時 30 分

安中交通安全協会
月～金曜日（祝日を除く）　9 時～16 時

□本　　 5/7　6/4　10 時～ 12 時

健康相談
（生活習慣病・育児・栄養相談など）

介護相談・認知症相談
（電話相談・面接相談）

配偶者・恋人などからの暴力
（DV・デート DV）に関する相談

生活困窮に関する相談
（生活支援相談窓口）

心配ごと相談

交通事故相談

若者就職活動個別相談

妊婦健康相談
（母子手帳交付）

無料法律相談

□本　　 市民生活課（☎内線 1207）

□本　　 市民生活課（☎内線 1207）

要電話予約　□本　　 市民生活課（☎内線 1207）□本　　 5/10・17・23　6/7　13 時～ 16 時

消費生活センター（□本　　 敷地内）
月～金曜日（祝日を除く）　9 時～16 時

□本　　 5/7・21　6/4　13 時 30 分～ 16 時

月・火・木・金曜日（祝日を除く）
9 時～16 時

地域福祉支援センター　第 2 木曜日

消費生活相談

労働相談

地域福祉支援センター（☎382－8397）

□本　　 5/9　6/6　13 時～ 16 時 要電話予約　□本　　 税務課（☎内線 1061）無料税務相談

※毎週月曜日は市民交通安全日、毎月１日は県民交通安全日です。
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相 談 案 内 ５月１日 ▼６月１５日
行　　事　　名

● 文化財施設休館（五料の茶屋本陣、
旧安中藩郡奉行役宅、新島襄旧宅、
旧碓氷郡役所）

● 文化財施設休館（五料の茶屋本陣、
旧安中藩郡奉行役宅、新島襄旧宅、
旧碓氷郡役所）

● 市民パソコン教室
　文化センター　13:30～15:30

● 春の全国交通安全運動
　（5/11～5/20）
● 安政遠足前夜祭　開会式 10:00
　文化センター駐車場　ほか
● うすい街道寄席チケット発売日
　松井田文化会館窓口　9:00～
● 安政遠足侍マラソン大会
　武家長屋前　スタート 8:00

● 市民パソコン教室
　文化センター　13:30～15:30

● 草木染め体験教室
　くつろぎの郷　13:30～
● 市民パソコン教室
　文化センター　13:30～15:30

恵みの湯  　　5/7・21　6/4
峠の湯　 　　5/14・28　6/11
鉄道文化むら　 　　5/7・14・21・28　6/4・11
文化センター（※は図書館のみ休館です）
 　　5/7・14・21・28・31※
 　　6/4・11
文化会館　 　　5/7・13・20・27・31
  　　6/3・10
碓氷川熱帯植物園　 　　5/7・14・21・28
  　　6/4・11

スポーツセンター（※は温水プールのみ休業です）
　　5/7・8・9・10・12・13・14・15・16・20・27※
　　6/3・10※
学習の森（※はふるさと学習館のみ休館です）
　　5/7・8・9・10・14・15・16・17・21・22・23・28
　　6/4・10※・11・12※・13※
いきいき長寿センター
　　5/1・6・7・8・9・13・14・15・20・27
　　6/3・10

日

1
2
3
4
5
6
7

8

9

10
11

12
　
13
14
15
16

17
18

19

日
20
21
22
23

24

25

26

27

28
29
30

31

1

2
3
4
5

曜日
月
火
水
木

金

土

日

月

火
水
木

金

土

日
月
火
水

行　　事　　名

● 市民パソコン教室
　文化センター　13:30～15:30
● 市民献血 □本　9:30～11:45
　　　　　　　 13:00～15:30
● 市民パソコン教室
　文化センター　13:30～15:30
● 絵本読み聞かせ
　安中市図書館　14:00～15:00
● 安中市水防訓練
　西毛総合運動公園野球場東側広場
 　8:30～
● 第 6 回農業委員会総会
　201 会議室　11:00～

● 市民パソコン教室
　文化センター　13:30～15:30

● 市民パソコン教室
　文化センター　13:30～15:30

● 体育施設利用者調整会議
　（７～９月）
　旧安中市屋外施設
　□ス　　 18:30～
　旧松井田町屋内外施設
　□松　　 18:30～

行事カレンダー ５月１日 ▼６月１５日
曜日

木

金
土

日
月
火
水
木

金
土

日
6

7
8

9
10
11
12
13

14
15

行　　事　　名
● 家庭教育カウンセリング講座①
　文化センター　10:00～12:00
● 体育施設利用者調整会議
　（７～９月）
　旧安中市屋内施設
　□ス　　 18:30～
● 市民パソコン教室
　文化センター　13:30～15:30

● 市民パソコン教室
　文化センター　13:30～15:30

● 第 2 回安中市議会定例会開会（予定）
　9:00～
● 家庭教育カウンセリング講座②
　文化センター　10:00～12:00
● 市民パソコン教室
　文化センター　13:30～15:30

● 市民パソコン教室
　文化センター　13:30～15:30

5 月

6 月

曜日

水・祝
木・休
金・祝
土・祝
日・祝
月・振

火

水

木

金
土

日

月
火
水
木

金
土

日

休館のご案内

INFORMATION市民 INFORMATION市民

（5月1日～6月15日） 上水道の給水管の修理は、業者で行っていますので漏水などの
修理は、その日の当番業者にお申し込みください。
修理代は実費です。【安中市管工事協同組合☎３８５－４４０１】 

業　者　名 ＴＥＬ 業　者　名 ＴＥＬ
㈱群馬水工 382－9433
㈲入沢電気商会 382－1609
㈲内堀設備工事 393－0157
㈲金子屋商店 393－0332
㈲黒須設備工業 381－1148
群栄工業㈱ 393－1012
児玉工業㈲ 393－3118
㈲佐藤商店 395－2323
佐藤燃料㈱ 381－1111
㈲渋谷設備 381－1262
㈲ジーワイ燃設 382－2891
㈲須藤工業 388－1178
㈲武美工業 382－5061

14
15
16
17
18
19
20
21
22
23
24
25
26

㈲田中工作所 385－4126
㈱半田組　　　　　   385－8374
㈲福美商事 381－0293
㈲松本住設 385－6278
㈱茂木設備 381－6616
㈲山田タイル工業 381－0075
㈱ヤマハチ・クボニワ   381－0435
㈱ユタカ　　　　　   385－7647
オオカワラ住器 382－1987
㈱反町備工 384－2058
第一設備工業㈲ 385－8769
㈱フェニックス 382－5262
㈱白坂工業 382－4710

５　　月 ６　　月
給水管修理当番業者

１日
２日
３日
４日
５日
６日
７日
８日
９日
10日
11日
12日
13日
14日
15日

１
２
３
４
５
６
７
８
９
10
11
12
13

１日
２日
３日
４日
５日
６日
７日
８日
９日
10日
11日
12日
13日
14日
15日

16日
17日
18日
19日
20日
21日
22日
23日
24日
25日
26日
27日
28日
29日
30日
31日

17・26・3
13・25・4
16・20・7
14・2・8
15・9・5
11・1・18
21・12・19
24・22・23
10・26・6
17・25・3
13・20・4
16・2・7
14・9・8
15・1・5
11・12・18

21・22・19
24・26・23
10・25・6
17・20・3
13・2・4
16・9・7
14・1・8
15・12・5
11・22・18
21・26・19
24・25・23
10・20・6
17・2・3
13・9・4
16・1・7
14・12・8

15・22・5
11・26・18
21・25・19
24・20・23
10・2・6
17・9・3
13・1・4
16・12・7
14・22・8
15・26・5
11・25・18
21・20・19
24・2・23
10・9・6
17・1・3

ヌアリーベ（☎380－5385）

要電話予約　□松  青少年センター（☎393－4777）
メール相談（seishonen@city.annaka.lg.jp）

□本　　 ・□松  月～金曜日（祝日を除く）
8 時 30 分～17 時 15 分

□松  青少年センター　月・火・水・金曜日
（祝日を除く）　9 時～14 時

障害者相談
（知的・身体障害者相談）

精神障害者相談

青少年相談
（電話相談・面接相談）

月～土曜日（祝日を除く）　10 時～18 時

□本　　 福祉課（☎内線 1155）

行政相談

相談内容 場所・日時 予約・問合せ

人権相談

家庭児童相談
（電話相談・面接相談）

□本　　 5/9・16　6/6　9 時～ 11 時 30 分
□松  5/13　6/3　13 時 30 分～ 16 時

□本　　 5/16　13 時 30 分～ 15 時 30 分
□松  5/17　13 時 30 分～ 15 時 30 分
□本　　 ・ □松  ［特設相談日］ 6/3　13 時 30 分～ 16 時

月～金曜日（祝日を除く）　9 時～16 時 要電話予約　□本　　 子ども課（☎382－8005）

要電話予約　□本　　 健康づくり課（☎内線 1174）

要電話予約　□本　　 健康づくり課（☎内線 1174）

消費生活センター（☎382－2228）

□本　　 市民生活課（☎内線 1207）

要電話予約　□本　　 介護高齢課（☎内線 1189）
　　　　　□松  （☎内線 2156）

安中市 DV 電話相談（☎329－6646）

要電話予約　□本　　 福祉課（☎内線 1191）

要電話予約　安中交通安全協会（☎382－0211）

要電話予約　ぐんま若者サポートステーション
（☎027－233－2330）

□本　　 月～金曜日（祝日を除く）
8 時 30 分～16 時 30 分

□本　　 ・□松  月～金曜日（祝日を除く）
8 時 30 分～16 時 30 分

月～金曜日（祝日を除く）
8 時 30 分～16 時

月～金曜日（祝日を除く）
9 時～16 時 30 分

安中交通安全協会
月～金曜日（祝日を除く）　9 時～16 時

□本　　 5/7　6/4　10 時～ 12 時

健康相談
（生活習慣病・育児・栄養相談など）

介護相談・認知症相談
（電話相談・面接相談）

配偶者・恋人などからの暴力
（DV・デート DV）に関する相談

生活困窮に関する相談
（生活支援相談窓口）

心配ごと相談

交通事故相談

若者就職活動個別相談

妊婦健康相談
（母子手帳交付）

無料法律相談

□本　　 市民生活課（☎内線 1207）

□本　　 市民生活課（☎内線 1207）

要電話予約　□本　　 市民生活課（☎内線 1207）□本　　 5/10・17・23　6/7　13 時～ 16 時

消費生活センター（□本　　 敷地内）
月～金曜日（祝日を除く）　9 時～16 時

□本　　 5/7・21　6/4　13 時 30 分～ 16 時

月・火・木・金曜日（祝日を除く）
9 時～16 時

地域福祉支援センター　第 2 木曜日

消費生活相談

労働相談

地域福祉支援センター（☎382－8397）

□本　　 5/9　6/6　13 時～ 16 時 要電話予約　□本　　 税務課（☎内線 1061）無料税務相談

※毎週月曜日は市民交通安全日、毎月１日は県民交通安全日です。



安中市の公式ツイッターをご利用ください。
https://twitter.com/Annaka_City
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TVでお馴染みの「春風亭昇太」さんと最年少で真打昇進を果たした「柳家花緑」さんが松井田文化会館に

やってきます。ますます話芸に磨きがかかる、二人の落語を聴きにぜひ松井田文化会館にお越しください。

場　　所▶安中市松井田文化会館　大ホール
前 売 り▶全席指定　一般　2,500円
当 日 券▶全席指定　一般　3,000円
チケット▶5月11日（土）午前9時から
　　　　　松井田文化会館窓口で販売開始

※電話でのお申し込みは5月11日（土）午後1時から

※チケットのお求めは1人4枚まで（発売初日のみ）

※未就学児の入場はできません。

問合せ▶松井田文化会館（☎393－4400）  

特集
平成 31 年度
安中市の予算と事業

人のあたたかさと景色の良さに感動しました。
＂あんなか＂の魅力を多くの人に知ってもらいたいです。
（ランドル・トーマスさん（トムさん）ファミリー）

安中市に移住して、11年

9月1日（日）
開　場▶午後1時30分

開　演▶午後2時

広　告 広　告

広　告


